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最
近
の
お
も
な
出
来
事

10
月
15
日
（
日
）

▽
第
19
回
人
吉
ふ
れ
あ
い
１
０
０
円
商
店
街
（
人
吉
市
内
中
心
市
街
地
）

▽
た
ら
ぎ
音
楽
祭
（
多
良
木
町
・
交
流
館
石
倉
・
え
び
す
広
場
ス
テ
ー
ジ
）

10
月
20
日
（
金
）

▽
恵
比
須
神
社
秋
季
大
祭
百
十
年
祭
「
ゑ
び
す
祭
り
」（
〜
21
日
、
多
良
木
・

同
神
社
周
辺
）

10
月
21
日
（
土
）

▽
第
64
回
人
吉
球
磨
総
合
美
展
（
〜
26
日
、
人
吉
市
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
）

▽
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
〝
く
ま
む
ら
〟（
〜
22
日
、
球
磨
村
総
合
運
動
公
園
）

10
月
22
日
（
日
）

▽
衆
議
院
議
員
選
挙 

投
・
開
票

▽
石
野
公
園
ま
つ
り
（
人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
）

▽
人
吉
く
ま
映
文
協
　
第
１
０
５
回
名
画
会
「
冬
冬
の
夏
休
み
」（
あ
さ
ぎ

り
町
深
田
せ
き
れ
い
館
）

▽
大
人
の
田
ん
ぼ
の
学
校
in
百
太
郎
溝
（
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

10
月
29
日
（
日
）

▽
第
15
回
球
磨
川
幸
福
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
人
吉
市
役
所
麓
町
本
庁
舎
閉
庁
式

▽
人
吉
・
球
磨
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足

10
月
31
日
（
火
）

▽
人
吉
ロ
ケ
映
画
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
死
ん
じ
ゃ
っ
た
っ
て
。」
上
映
会
（
人
吉

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

11
月
３
日
（
金
）
文
化
の
日

▽
「
さ
か
も
と
国
際
児
童
画
展
」（
〜
19
日
、
八
代
市
坂
本
町
７
施
設
）

11
月
11
日
（
土
）

▽
ひ
と
よ
し
産
業
祭
（
〜
12
日
、
人
吉
市
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
）

今
月
の
一
言

　『文
読
む
月
日
』（

　
　
　
　

   

）
よ
り

　人
生
問
題
の
大
多
数
が
、
代
数
の
方
程
式
の
よ

う
に
解
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
最
も
簡
単
な
形
に
直

す
こ
と
に
よ
っ
て
解
か
れ
る
の
だ
。

表
紙
写
真

　

　「山
里
の
秋
を
行
く
」（
球
磨
村
遠
原
集
落
に
て
）

　
球
磨
村
の
お
堂
を
巡
る
取
材
に
お
付
き
合
い
し
て
、
遠
原

集
落
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。
一

面
の
ス
ス
キ
や
色
づ
き
始
め
た

木
々
を
眺
め
、
し
ば
し
目
の
保

養
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。（
み
）

さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

撮
影
／
松
本 

学
（
編
集
部
）

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北

御

門

二

郎

訳
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巻頭言

　
「
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
国
内
外
の

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵
を
展
示
す

る
「
さ
か
も
と
児
童
画
展
（
坂
本

住
民
自
治
協
議
会
主
催
）
が
11
月
３
日
、

八
代
市
坂
本
町
の
７
会
場
で
始
ま
っ
た
。

　

過
疎
化
が
深
刻
な
町
の
活
性
化
と
、

被
災
地
復
興
を
願
っ
て
の
企
画
で
、
約

１
３
０
０
点
の
作
品
を
19
日
ま
で
展
示

す
る
。

た
く
さ
ん
の
「
笑
顔
」 　
さ
か
も
と
国
際
児
童
画
展
・
開
催

11月3日のオープニングセレモニー。描いた絵を披露する子どもたちとくまモン

地元保育園児の太鼓と秀岳館高校生のパフォーマンス

絵は坂本町内の７ヶ所で展示されている

　
　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト  

　

十
月
末
に
童
謡
歌
手
・
そ
が 

み
ま
こ
さ
ん
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
錦
町
保
育
園
・
こ
ど

も
園
保
護
者
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
久
し
ぶ
り
に
「
里
の
秋
」
を
聴
い
た
。
小
学
校
の

頃
歌
っ
て
い
た
な
と
、
と
て
も
懐
か
し
く
聴
き
入
っ
た
。
私
の
中
で
こ
の
歌
は
２
番
止
ま
り
で
、
親

子
で
い
ろ
り
で
栗
の
実
を
煮
て
い
る
秋
の
歌
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
３
番
の
歌
詞
に
入
り
、
戦
争
の

時
代
の
歌
な
ん
だ
と
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
気
づ
き
、
心
の
奥
に
残
っ
て
い
た
。
十
月
末
に
あ
っ
た
人
吉

映
画
祭
り
で「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」を
見
て
、映
像
の
中
で
栗
を
煮
る
シ
ー
ン
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
「
里
の
秋
」
の
情
景
の
よ
う
な
家
庭
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と

し
み
じ
み
思
っ
た
。

　

こ
の
歌
の
背
景
を
調
べ
て
み
た
。
日
本
が
敗
戦
し
た
昭
和
二
十
年
の
十
二
月
二
十
四
日
に
、
復
員
兵
や
引
き
揚
げ
者
の
人

た
ち
を
励
ま
す
特
別
番
組
に
流
す
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
そ
う
だ
。
当
時
の
反
響
は
す
ご
か
っ
た
ら
し
い
。

　

テ
レ
ビ
新
聞
等
で
「
ミ
サ
イ
ル
落
下
」
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
て
も
遠
い
こ
と
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
日
本
に
落
下

す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
の
緊
急
情
報
を
伝
え
る
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
聞
い
て
怖
か
っ
た
」「
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
避
難
訓
練
を

し
た
」
と
聞
く
と
心
穏
や
か
で
は
な
く
な
る
。

　

ど
う
か
緊
急
速
報
を
聞
く
こ
と
の
な
い
、
平
和
な
世
の
中
が
ず
っ
と
続
き
ま
す
よ
う
に
と
強
く
願
い
な
が
ら
、
平
成
か
ら

新
し
い
時
代
が
近
づ
い
て
く
る
年
末
を
少
し
ず
つ
迎
え
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
桑
原
史
佳
）
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「
元
気
の
で
る
展
示
会
。
た
く
さ
ん
の
絵

を
観
て
い
た
だ
き
た
い
。
坂
本
町
の
魅
力

も
感
じ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ

た
。

　

同
町
出
身
の
上
村
美
鈴
さ
ん
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
。「
子
ど
も
た
ち
、
来
場
者
の

笑
顔
に
出
会
う
だ
け
元
気
が
で
る
。
今

回
は
第
一
歩
。
継
続
が
大
切
」
と
話
す
。

住
民
自
治
協
議
会
の
森
下
政
孝
会
長
は

　

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
笑
顔
、
友

だ
ち
の
笑
顔
、
動
物
の
笑
顔
が
い
き
い
き

と
描
か
れ
て
い
て
い
る
。
国
に
よ
っ
て
肌

の
色
、
目
の
色
、
服
装
も
ち
が
い
、
来

場
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。

「さかもと国際児童画展」　２０１７年 11 月３日（祝）〜 11 月 19 日（日）
◎会場【入場無料】
　①道の駅坂本　②温泉センター・クレオン（木休）　③さかもと温泉・憩いの家（火休）	
　④球磨川温泉 鶴之湯旅館　⑤ 坂本コミュニティセンター　⑥ 鮎帰・西福寺
　⑦ 西部多目的集会所
◎主催 八代市坂本住民自治協議会　◎共催 NPO 法人横浜青葉国際交流の会
◎後援 八代市教育委員会／八代青年会議所／八代市立坂本中・八竜小 PTA ／東京球
　磨川会／横浜市国際交流協会
◎問合せ　さかもと国際児童画展実行委　☎ 080-6534-4428　☎ 080-9140-0899
　（検索：さかもと国際児童画展）

世界各国の子どもたちの絵

道の駅さかもとの展示会場

鮎帰集落に立てられた案内板

鶴之湯旅館 温泉センター・クレオン

西福寺の展示会場には絵を描けるスペースもある
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指
定
文
化
財
の
「
百
太
郎
溝
取
入
口
旧

樋
門
」
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
多
良
木
町
の
文
化
財
探

　

昨
年
の
夏
、
相
良
藩
「
吉
組
」
な
ど

大
勢
の
協
力
を
得
て
人
吉
で
ロ
ケ
を
行
っ

た
映
画
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
死
ん
じ
ゃ
っ

た
っ
て
。」
が
、
11
月
４
日
か
ら
の
全
国

公
開
に
先
立
つ
10
月
31
日
、
人
吉
市
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
上
映
さ
れ
、
市
民
ら

訪
や
梨
狩
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
男

女
が
交
流
し
親
交
を
深
め
た
。

　

八
代
市
か
ら
参
加
し
た
と
い
う
30
代

約
１
０
０
０
人
が
、
人
吉
の
風
景
と
家

族
の
物
語
を
観
賞
し
た
。 

　

同
作
品
は
、
若
手
気
鋭
の
森
ガ
キ
侑

大
監
督
の
映
画
監
督
デ
ビ
ュ
ー
作
で
、
若

手
人
気
女
優
の
岸
井
ゆ
き
の
さ
ん
に
と
っ

て
は
映
画
主
演
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な
る
。
今

年
開
か
れ
た
第
30
回
東
京
国
際
映
画
祭

に
も
公
式
出
品
さ
れ
た
注
目
作
。

　

上
映
前
に
は
、
森
ガ
キ
侑
大
監
督
と

若
手
人
気
女
優
の
岸
井
ゆ
き
の
さ
ん
が

舞
台
あ
い
さ
つ
。
県
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
く
ま

モ
ン
か
ら
祝
福
を
受
け
、
地
元
の
子
ど

も
か
ら
花
束
を
受
け
取
っ
た
。 

の
女
性
は
「
か
ん
が
い
施
設
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
が
出
来
た
。
薪
で
炊
い
た
ご
飯

が
絶
品
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

球
磨
郡
の
歴
史
に
触
れ
、
体
験
な
ど

を
通
し
て
農
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
大

人
の
田
ん
ぼ
の
学
校
in
百
太
郎
溝
」
が

10
月
22
日
、
多
良
木
町
を
中
心
に
開
催

さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
百

太
郎
溝（
岡
村
文
明
理
事
長
）の
主
催
で
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
通
常
の
田

ん
ぼ
の
学
校
と
は
違
い
、
大
人
を
対
象
に

し
た
初
の
企
画
。
地
元
農
業
を
応
援
す

る
意
味
で
、
男
性
農
家
と
県
内
外
の
女

地
元
農
家
男
性
と
交
流
　
大
人
の
田
ん
ぼ
の
学
校

性
と
の
交
流
を
図
り
、
球
磨
郡
の
農
業
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
開
い
た
も

の
で
、
地
元
農
家
男
性
16
名
、
県
内
外

か
ら
女
性
15
名
が
参
加
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、

内
容
を
変
更
し
て
開
催
。
Ｊ
Ａ
く
ま
上

球
磨
営
農
セ
ン
タ
ー
で
の
開
会
式
の
後
、

百
太
郎
溝
の
歴
史
を
映
像
で
学
び
、
市

田
秀
樹
事
務
局
長
が
土
地
改
良
区
の

役
割
を
説
明
し
た
。
ま
た
南
稜
高
校
生

の
「
暗
渠
排
水
の
仕

組
み
」
に
つ
い
て
と

題
し
た
研
究
発
表
も

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
薪
で
炊

く
ご
飯
炊
き
を
見
学

し
、
百
太
郎
公
園
に

移
動
。
同
溝
の
歴
史

の
説
明
を
受
け
、
町

全
国
公
開
に
先
立
ち
上
映
　
人
吉
映
画
祭
り

百太郎溝取入口旧樋門を見学する一行

研究発表する南稜高生

上
映
会
場
で
の
記
念
撮
影 薪と釜を使ってのご飯炊き
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希
望
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

企
業
局
が
構
築
物
（
公
園
）
の
予
定

地
と
し
て
計
画
し
て
い
る
場
所
に
は
駐
車

場
は
な
く
観
光
地
と
し
て
活
用
で
き
る

見
込
み
は
な
い
。
特
に
右
岸
の
予
定
地

は
自
動
車
の
離
合
も
難
し
く
、
観
光
地

化
は
不
可
能
で
あ
る
。
取
水
口
跡
地
の

駐
車
場
化
案
が
地
元
住
民
か
ら
提
案
さ

示
さ
れ
た
。
企
業
局
は
「
地
元
の
要
望
」

を
免
罪
符
と
し
て
強
調
し
て
い
る
が
、
ど

の
経
路
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
要
望

が
出
さ
れ
た
の
か
は
説
明
し
て
い
な
い
。

遺
構
（
公
園
）
自
体
に
反
対
す
る
住
民

も
少
な
く
な
い
。
遺
構
を
要
望
し
た
住

民
が
い
る
と
し
て
も
企
業
局
案
の
遺
構
を

を
理
由
に
、
左
右
両
岸
の
構
造
物
（
写

真
⑥
）
を
遺
構
と
し
て
残
し
、
そ
こ
を

公
園
化
す
る
計
画
を
立
案
し
、
現
在
、

国
交
省
と
交
渉
中
で
あ
る
（
写
真
⑦
・

図
①
・
②
）。
遺
構
（
公
園
）
設
置
計

画
は
当
初
の
撤
去
計
画
に
な
く
、
流
域

住
民
に
対
し
て
は
同
説
明
会
で
は
じ
め
て

案
を
住
民
に
説
明
し
て
き
た
。
来
年
度

は
、
撤
去
工
事
の
最
終
年
度
で
、
今
回

が
最
後
の
住
民
説
明
会
で
あ
っ
た
。

　

企
業
局
の
説
明
に
よ
る
と
、
堤
体
越

流
部
の
撤
去
作
業
は
ほ
と
ん
ど
終
了

し
、
藤
本
発
電
所
へ
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
の

埋
め
戻
し
作
業
も
完
了
し
て
い
る
（
写

真
①
）。
管
理
棟
は
す
で
に
な
い
（
写
真

②
）。
調
圧
水
槽
、
藤
本
発
電
所
も
今

年
中
に
完
全
に
撤
去
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

（
写
真
③
、
④
）。
ダ
ム
堤
体
の
除
去
作

業
の
た
め
、
総
計
66
回
の
発
破
作
業
が

実
施
さ
れ
た
。
外
見
を
み
て
も
、
荒
瀬

ダ
ム
は
も
は
や
ダ
ム
で
な
く
な
っ
て
い
て
、

ダ
ム
は
撤
去
さ
れ
た
と
実
感
で
き
る
（
写

真
⑤
）。

　

し
か
し
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
遺
構
を
設
置
す
る
計
画
の
是

非
が
あ
る
。
企
業
局
は
、「
地
元
の
要
望
」

事
結
果
と
平
成
29
年
度
工
事
の
概
要
を

説
明
し
た
。
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
工
事
は

平
成
24
年
度
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
都
度
、

企
業
局
は
年
度
毎
の
撤
去
工
事
の
予
定

　

10
月
27
日
、
熊
本
県
企
業
局
は
平
成

29
年
度
の
工
事
説
明
会
を
八
代
市
坂
本

町
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
旧
坂
本
公

民
館
）
で
開
催
し
、
平
成
28
年
度
の
工

荒
瀬
ダ
ム
撤
去
工
事

課
題
は
山
積
し
て
い
る

① 導水トンネルの埋め戻し② 管理棟の撤去

⑤ 本体の撤去工事が終わった荒瀬ダム（10月末）

④ 藤本発電所の撤去工事

③ 今年中に撤去予定の調圧水槽
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課
題
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
も
多
数
の
課
題
が
あ
る
。
魚

族
の
回
復
な
ど
50
年
単
位
で
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
あ
る
。
構
造
物
と

し
て
荒
瀬
ダ
ム
は
来
年
度
中
に
は
な
く
な

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
球
磨
川
再
生
の
観

点
か
ら
み
る
と
き
、
よ
う
や
く
方
向
性

が
み
え
て
き
た
ば
か
り
で
あ
る
。  （
春
秋
）

な
い
と
き
、
下
流
で
は
「
深
ぼ
れ
」
が

発
生
し
、
最
悪
の
場
合
に
は
、
両
岸
の

崩
落
を
も
た
ら
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
企

業
局
は
、
堆
積
土
砂
が
約
10
万
ト
ン
残
っ

て
い
て
、
現
在
、
そ
れ
を
自
然
流
下
さ

せ
て
い
る
、
道
の
駅
坂
本
附
近
の
状
況

を
み
る
か
ぎ
り
、
自
然
流
下
に
よ
っ
て
土

砂
の
均
衡
は
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
土
砂
供
給
に
つ

い
て
は
電
源
開
発
株
式

会
社
が
適
切
に
対
応
す

る
の
で
は
な
い
か
と
説

明
し
た
が
、「
深
ぼ
れ
」

は
現
実
に
発
生
し
て
い

る
。
こ
の
問
題
は
企
業

局
の
独
自
の
力
で
解
決

で
き
な
い
の
で
、
こ
れ

以
上
、
こ
れ
に
触
れ
な

い
が
、
今
後
の
最
大
の

下
流
に
は
上
流
の
土
砂
は
供
給
さ
れ
な

い
。
水
だ
け
が
流
れ
土
砂
が
供
給
さ
れ

な
い
。
人
間
の
脳
は
小
さ
く
、
自
然
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
完
全
に
把
握
で
き
な
い
。
水

の
流
れ
は
殊
に
複
雑
で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
通
り
に
い
く
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
流
体
力
学
は
難
解
で
、

計
算
式
を
つ
く
れ
な
い
と
い
っ
た
。
名
言

で
あ
る
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
持
ち
出

さ
な
く
て
も
水
の
流
れ
が
複
雑
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
分
析
が
極
度
に
難
し
い
こ
と
は

誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
ち
が
う
結
果
が

発
生
し
た
と
き
に
は
、
決
ま
っ

て
「
想
定
外
」
の
弁
明
が
も

ち
だ
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
想

定
外
」
の
時
代
は
も
は
や
終

了
し
た
。

　

第
三
に
、
土
砂
の
供
給
問

題
が
あ
る
。
上
流
に
瀬
戸
石

ダ
ム
が
あ
る
た
め
、
同
ダ
ム

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
正
確
性
に
つ
い
て
説

明
し
て
は
い
な
い
。
土
木
事
業
で
は
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
事
業
案
の
正

当
性
を
示
す
根
拠
と
し
て
強
調
す
る
と

き
が
多
く
、
今
回
は
そ
の
一
例
に
ほ
か
な

ら
な
い
。「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

妖
怪
が
跋ば

っ

扈こ

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え

る
。
そ
の
有
効
性
は
否
定
し
な
い
が
、
そ

れ
を
絶
対
視
し
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は

れ
た
が
、
企
業
局
は
駐
車
場
の
管
理
予

算
の
発
生
を
理
由
に
こ
れ
に
否
定
的
で
あ

る
。

　

第
二
に
、
右
岸
遺
構
予
定
地
は
水
の

流
れ
を
変
化
さ
せ
予
想
外
の
災
害
を
発

生
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が

あ
る
。
企
業
局
は
流
量
７
０
０
０
ト
ン

の
場
合
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
流
れ

を
変
化
さ
せ
な
い
と
断
言
し
た
。し
か
し
、

説明会で質問する地元住民

⑥ 左右両岸の構造物

取水口の撤去作業

⑦ 企業局が立案した左右
　 両岸の公園化計画
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は
な
に
も
進
ま
な
か
っ
た
。
幕
末
に
細
川
藩
が
力
を
発
揮
で
き
な

か
っ
た
の
も
党
派
対
立
に
一
因
が
あ
っ
た
。
神
風
連
の
乱
、
西
南

の
役
に
も
党
派
の
争
い
が
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　

党
派
対
立
は
学
校
党
と
実
学
党
の
対
立
に
由
来
す
る
が
、
両

派
内
の
対
立
・
分
裂
の
ほ
か
、
肥
後
勤
王
党
の
動
向
も
加
わ
り
、

そ
の
全
体
的
流
れ
を
整
理
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
だ
が
、
坂

本
工
場
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
を
無
視
で
き
な
い
。
た
と

え
ば
、
十
条
製
紙
株
式
会
社
坂
本
工
場
『
東
肥
製
紙
株
式
会
社

社
史
』（
昭
和
28
年
２
月
28
日
）１
頁
は
次
の
よ
う
に
い
う（
以
下
、

『
会
社
史
』
と
略
記
す
る
）。

　
「
由
来
熊
本
に
は
二
つ
の
思
想
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
ひ
と

つ
は
国
権
党
他
は
自
由
党
で
、
保
守
派
の
民
政
党
に
な
り
、

進
歩
派
の
自
由
党
が
政
友
会
と
な
っ
た
。
こ
の
二
大
政
党
は

選
挙
は
も
と
よ
り
、
凡
て
に
つ
い
て
党
派
根
性
を
露
呈
し
て
、

県
下
に
思
想
上
の
融
合
一
致
が
な
く
、
就
中
そ
の
影
響
は
実

業
界
に
も
及
び
、
従
っ
て
何
一
つ
見
る
べ
き
企
業
が
生
ま
れ

な
か
っ
た
の
は
理
の
当
然
で
あ
る
。」

　
『
会
社
史
』
の
い
う
国
権
党
は
学
校
党
、
自
由
党
は
実
学
党
の

系
譜
に
属
す
る
。
工
場
建
設
は
資
本
の
集
積
・
集
約
の
一
定
の

進
捗
を
必
須
条
件
に
す
る
が
、
党
派
の
争
い
が
そ
れ
を
妨
げ
て
い

　

社
会
の
土
台
で
あ
る
経
済
的
側
面
に
注
目
す
る
と
き
、
明
治

維
新
は
封
建
社
会
か
ら
資
本
主
義
社
会
へ
の
移
行
の
画
期
を
な
す

も
の
で
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
分
析
す
る
こ

と
は
、
球
磨
川
流
域

に
住
む
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

ひ
と
ま
ず
、
八
代
市

坂
本
町
の
製
紙
工
場

に
注
目
す
る
こ
と
に

す
る
。
同
工
場
は
、

県
外
資
本
の
力
を
借

り
ず
に
県
内
資
本
を

中
心
に
し
て
設
立
さ
れ
た
熊
本
県
内
で
最
初
の
近
代
的
工
場
で
、

会
社
名
を
変
え
な
が
ら
も
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
年
）
９
月
30

日
ま
で
の
90
年
以
上
に
わ
っ
て
存
続
し
、
地
域
経
済
に
多
大
な
影

響
を
あ
た
え
た
。
加
え
て
同
工
場
は
日
本
製
紙
八
代
工
場
の
源
流

で
、
八
代
工
場
は
坂
本
工
場
の
分
工
場
と
し
て
出
発
し
て
い
る
。

以
下
、
坂
本
工
場
の
歴
史
を
概
観
す
る
。

四
人
の
男

　

明
治
28
年
（
１
８
９
５
年
）
12
月
１
日
、
熊
本
市
役
所
に
４

人
の
男
が
集
ま
っ
た（
熊
本
市
は
明
治
22
年
４
月
１
日
に
発
足
）。

　

ひ
と
む
か
し
前
で
あ
れ
ば
、
こ
の
四
人
が
熊
本
市
役
所
の
一
室

で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
幕
末
・
維
新
を
通
じ
て
熊

本
県
は
政
争
が
激
し
く
、
工
業
化
が
遅
れ
て
い
た
。
な
に
か
あ
れ

ば
、
い
つ
も
、
ど
こ
か
で
党
派
的
な
騒そ

う

擾じ
ょ
うが

発
生
し
、
も
の
ご
と

坂
本
の
製
紙
工
場
小
史 

⑴                 

上
村
雄
一

維
新
１
５
０
年
を
考
え
る

創業当時の東肥製紙坂本工場（明治 31 年）

《実学党と学校党》
　天保 14 年（1843 年）、長岡（米
田）是容・横井小楠は、藩校時習
館のありかたに不満をつもらせ、独
自の勉強会（解読会）を開くに至っ
た。時習館の教育内容は古文解釈
にとどまる訓詁学にとどまっている、
学問は実益と結びついていなければ
ならないとの疑問が両者の出発点
であった。是容・小楠らはしだいに
力をまし細川藩内の一大勢力になっ
た。これに対して次席家老・松井
章之が（八代城・城主）が対抗し、
章之派は学校党とよばれるようにな
る。両者の対立は時習館の教育
方法についての対立にとどまらず、
実質的には、権力闘争であった。
筆頭家老と次席家老の伝統的（因
習的）権力の差は大きく、結局、
是容は失脚し、学校党が明治維新
にいたるまで支配権を掌握した。学
校党は小楠にも圧力を加え、武士
道失脚事件などを通して細川藩内
で小楠は居場所を失った。小楠は
維新時に力を回復し、それにともな
い、維新後は学校党に代わって実
学党が支配権を握るが、その後、
学校党が勢力をもりかえし、両者の
対立は坂本工場建設後も長くつづ
いた。小山勝清の父・文郁は国権
党員で県会議員を２期つとめている
のであって、『在る村の近代史』を
読むときにはで文郁の政治的立場を
十分に考慮する必要がある。文郁
は熊本市出身で、西南の役語に相
良村に映った。勝清は済々黌学校
に進学している（卒業はしていない）
が、同校は国権党の牙城であった。
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い
え
ば
、
戦
争
と

い
う
例
外
的
状
況

の
も
と
で
各
党
派

は
双
方
の
差
を
縮

小
し
、
同
一
の
精
神

の
下
に
向
か
っ
た
。

両
者
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
進
行
と
と

も
に
対
立
軸
を
不

透
明
に
さ
せ
た
。

　

同
時
に
、
戦
争

は
戦
争
特
需
に
よ
っ

て
生
産
活
動
を
一

時
的
に
活
発
化
さ
せ
た
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う
な
外
観
を
つ

く
り
だ
し
た
。
戦
争
の
長
期
化
は
国
民
経
済
を
必
然
的
に
悪
化

さ
せ
る
が
、
日
清
戦
争
は
短
期
で
終
了
し
、
戦
時
経
済
の
マ
イ
ナ

ス
面
は
、
そ
れ
ま
で
表
面
化
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
清
国
（
中
国
）

か
ら
の
賠
償
金
の
獲
得
は
西
欧
列
強
的
力
を
、
日
本
は
有
す
る
と

い
う
「
錯
覚
」
を
も
た
ら
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
関
連
の
特

た
。
党
派
的
の
争
い
は
、
永
遠
に
つ
づ
く
わ
け
で
な
く
、
い
ず
れ

は
解
消
す
る
運
命
に
あ
る
と
し
て
も
、
渦
中
の
当
事
者
に
は
そ
れ

を
予
測
で
き
な
い
。
未
来
は
す
べ
て
不
確
定
に
映
る
。
争
い
が
あ

る
と
き
、
相
互
に
協
力
し
あ
う
と
い
う
風
土
は
形
成
ず
、
資
本
の

蓄
積
・
集
約
も
す
す
ま
な
い
。

　

そ
う
し
た
熊
本
県
内
の
「
世
論
」
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

坂
本
工
場
は
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
要
因

が
工
場
建
設
を
促
進
す
る
要
素
と
し
て
作
用
し
た
か
が
問
題
に
な

る
。『
会
社
史
』
は
、
三
要
因
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
に
日
清
戦

争
の
勃
発
で
あ
る
。
日
清
戦
争
に
か
ぎ
ら
ず
、
戦
争
は
構
成
員
の

自
国
意
識
の
強
調
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
化
）
と
経
済
の
短
期
的
好

況
（
戦
争
特
需
）
を
伴
う
。
構
成
員
（
国
民
）
の
意
識
が
「
郷

土
愛
（
愛
国
心
）」
に
集
約
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
指
導
部
は
戦
争

に
む
か
え
な
い
。「
戦
争
や
む
な
し
」
の
意
識
だ
け
で
な
く
、
戦

争
反
対
の
世
論
（
厭
戦
的
雰
囲
気
）
も
指
導
部
の
意
識
に
反
映

す
る
の
で
あ
っ
て
、
戦
争
反
対
者
が
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
淘

汰
さ
れ
な
け
れ
ば
戦
争
を
継
続
で
き
な
い
。
日
清
戦
争
も
同
様
で

あ
る
。
反
対
派
は
い
た
。
し
か
し
開
戦
状
態
に
な
る
と
反
対
派
は

戦
争
協
力
に
一
気
に
方
向
転
換
し
た
。
坂
本
工
場
建
設
に
即
し
て

門
下
生
で
、顕
才
に
富
ん
だ
安
馬
保
和
の
両
氏
が
加
は
つ
て
、

県
下
に
し
か
る
べ
き
地
を
卜
し
一
大
製
紙
会
社
を
建
設
せ
ん

と
す
る
案
が
立
て
ら
れ
、
明
治
二
十
八
年
十
二
月
に
肥
後

製
紙
株
式
会
社
が
出
来
上
が
っ
た
。」

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
日
清
製
粉
、
日
清
紡
績
、
日
清
生

命
等
幾
多
の
有
力
企
業
が
設
立
さ
れ
た
」
と
の
指
摘
で
あ
る
。
国

内
有
力
企
業
の
創
設
は
先
行
（
成
功
）
事
例
と
し
て
県
内
有
力

者
に
受
け
止
め
ら
れ
て
、
熊
本
県
内
世
論
を
工
場
建
設
に
向
か

わ
せ
る
方
向
に
動
機
づ
け
た
。「
中
央
に
負
け
る
な
、
先
進
県
に

な
る
」
と
い
う
郷
土
意
識
を
強
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
同
一
の

傾
向
は
熊
本
県
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
で
進
み
、、
同
時
期
は
、

日
本
近
代
史
上
の
「
産
業
革
命
」
期
に
な
る
。

需
の
終
了
に
よ
っ
て
景
気
は
一
気
に
下
降
す
る
（
軍
事
関
連
需
要

が
縮
小
す
る
一
方
、
戦
時
費
用
の
償
却
が
進
む
の
で
そ
れ
は
当
然

の
結
論
で
、
そ
の
こ
と
は
坂
本
工
場
の
歴
史
に
も
影
を
落
と
す
こ

と
に
な
る
）
が
、
経
営
者
は
そ
れ
を
心
配
し
つ
つ
も
、
当
面
の
需

要
に
こ
た
え
る
の
に
力
を
集
中
し
、「
経
済
成
長
」
を
つ
ね
に
夢
み

る
。

『
会
社
史
』」
は
、さ
ら
に
、次
の
よ
う
に
説
明
す
る
（
１
〜
２
頁
）。

　
「
明
治
二
十
七
八
年
戦
役
は
、
実
に
我
が
国
威
を
内
外
に

宣
揚
す
る
天
与
の
好
機
で
、
中
央
に
於
て
は
早
く
も
こ
の
大

勝
を
記
念
す
る
た
め
、
日
清
製
粉
、
日
清
紡
績
、
日
清
生

命
等
幾
多
の
有
力
企
業
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
機
運
に
促
さ

れ
て
、
熊
本
県
で
も
、
県
下
の
一
流
人
士
間
に
、
こ
の
際
従

来
の
党
争
観
念
を
一
掃
し
て
、純
真
な
愛
国
心
の
発
露
か
ら
、

熊
本
県
人
中
心
の
事
業
を
起
こ
し
た
ら
な
ら
ば
と
い
ふ
話
が

持
ち
上
つ
た
。
偶
々
九
州
銀
行
頭
取
上
羽
勝
衛
、
商
業
会

議
所
頭
取
岡
崎
唯
雄
の
両
氏
が
中
心
に
な
り
、
こ
れ
に
彼

の
有
名
な
肥
後
勤
王
の
志
士
宮
部
鼎
蔵
の
同
志
の
一
人
と
し

て
、
天
王
山
に
錦
旗
を
擁
し
挺
身
国
事
に
奔
走
し
た
藤
村

紫
朗
と
、
明
治
維
新
前
後
に
一
大
活
躍
を
し
た
横
井
小
楠
の

《『会社史』》
　『会社史』は、成田潔英『東
肥製紙会社小史』（昭和 21
年５月）に、佐藤秀太郎編『東
肥製紙会社小史補遺』を加
えた増補版である。成田は
熊本市生まれ。王子製紙の
社員を経て、同社記念館長、
紙の博物館館長などを歴任。
『洋紙業を築いた人々』（紙
業叢書　製紙記念館、昭和
27 年 11 月3日）など多数
の著作がある。煩雑になるの
で該当箇所をひとつひとつ明
示しないが、小論は成田の
著作に多くを負う。潔英は「き
よふさ」と読む。1884 年〜
1979 年。 閉鎖直前の坂本工場
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勢
の
も
と
で
二
人
は
政
界
進
出
を
果
た
せ
ず
い
た
。
両
者
に
と
っ

て
国
権
党
は
「
目
の
上
の
た
ん
こ
ぶ
」
で
あ
っ
た
。

　

日
清
戦
争
と
い
う
事
情
に
加
え
て
、
藤
村
、
安
馬
の
両
者
が

華
族
に
列
せ
ら
れ
る
と
い
う
偶
然
も
あ
っ
た
。
二
人
は
男
爵
を
授

け
ら
れ
て
郷
里
入
り
し
県
内
世
論
を
統
一
さ
せ
た
。
上
羽
と
岡
崎

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
追
い
風
で
あ
っ
た
。
上
羽
と
岡
崎
の
両
者
が

中
心
に
な
り
な
が
ら
も
、
社
長
に
就
い
た
の
は
藤
村
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
県
内
政
治
の
力
学
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
実
務
能
力
だ
け
で

は
社
会
組
織
の
頂
上
に
は
就
け
な
い
。

　

以
上
を
簡
単
に
整
理
す
れ
ば
、日
清
戦
争
、成
功
事
例
の
存
在
、

そ
し
て
藤
村
た
ち
の
凱
旋
帰
熊
、
こ
の
三
者
が
坂
本
工
場
設
立
の

直
接
的
要
因
で
あ
っ
た
。【

う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

両
者
が
中
心
に
な
っ
た
と
す
る
。
藤
村
と
安
馬
の
両
名
が
有
司
専

制
（
維
新
政
府
）
の
官
僚
と
し
て
国
家
的
レ
ベ
ル
で
活
動
し
て
い

た
の
に
対
し
て
、
上
羽
と
岡
崎
の
両
者
は
熊
本
県
内
で
党
派
争
い

の
な
か
で
苦
労
し
て
い
た
。
党
派
的
に
は
、
上
羽
は
自
由
党
で
岡

崎
は
地
元
商
人
代
表
（
無
所
属
）
で
同
一
で
な
い
が
、
国
権
党
優

　

会
社
史
は
、
上
羽
勝
衛
（
九

州
銀
頭
取
）、
岡
崎
唯
雄
（
商

業
会
議
所
頭
取
）、
藤
村
紫

朗
（
男
爵
）、
安
馬
保
和
（
男

爵
）
の
４
人
の
名
前
を
あ
げ
て

い
る
。
こ
の
４
人
が
熊
本
市
役

所
に
集
ま
っ
た
。
４
人
は
「
一

流
人
士
」
の
な
か
で
も
大
物
で

あ
る
。
熊
本
近
代
史
を
検
討

す
る
と
き
、
４
人
の
名
前
は
か

な
ら
ず
登
場
す
る
。
坂
本
工

場
建
設
に
は
、
こ
の
４
人
の
大

物
が
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
坂

本
工
場
建
設
に
対
す
る
県
内

世
論
の
期
待
を
そ
れ
だ
け
で
う
か
が
え
る
、
４
人
は
、
同
日
以
前

に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
を
利
用
し
て
連
絡
を
と
り
あ
い
、
工
場

建
設
の
準
備
を
す
す
め
た
に
ち
が
い
な
い
。
事
前
の
交
渉
記
録
は

の
こ
っ
て
い
な
い
。

　

４
人
の
関
係
を
概
略
し
て
お
こ
う
。
会
社
史
は
上
羽
と
岡
崎
の

《八代市と人吉市》
　熊本市は明治 22 年（1889 年）4 月1
日に発足したが、八代と人吉はそれから50 年
以上経過したのち市制に移行した。八代市は
昭和 15 年（1940 年）9 月1 日、人吉市
は昭和 17 年（1942 年）2月1日。

《「戦時経済」》
　戦争は、国民を兵役につかせることによって
労働力を減らし、戦争遂行目的に合わせて投
資を促すので長期的には経済活動を必ずマイ
ナスにする。軍事物資生産を重視すれば生活
物資の生産は低下させるし、戦費調達は国の
財政を悪化させる。国内資金で賄えないときに
は海外資金を調達し、それを軍事産業にまわ
すことになるが、それによって国際収支は悪化
し、民間の貨幣流通も減少する。戦争は生
産をともなわない消費（浪費）で、国・国民
を疲弊させる。しかし、一時的には、兵器関
連産業、兵站にかかわる産業で特需を発生さ
せ、そのかぎりで、「好況」的外観をつくりだす。
戦争が長期化すれば、その外観も失われる。
敗戦国だけでなく戦勝国も同様である。戦勝
国は戦争で失われた経済的損害を回復する
ため敗戦国に損害賠償を求めることが通例で
あったが、それは敗戦国の経済をさらに悪化さ
せ国力を一気に低下させ戦勝国に対する反発
発生の温床をつくりだす。第一次世界大戦の
ドイツがその例である。日本は、太平洋戦争
での敗戦後に賠償金を求められなかった。朝
鮮戦争特需という経済活動を好転させる状況
もあった。それでも日本が戦前の生産力水準
に達するまで10 年の期間を要した。昭和 31
年（1956 年）に『経済白書』は「もはや
戦後ではない」と書いた所以である。 日本製紙八代工場は坂本工場の分工場して出発した

深水発電所（現在は日本製紙八代工場が管理）
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た
。「
今
日
は
、
来
な
い
よ
」
と
話
し
た
が
、

少
年
は
納
得
し
な
か
っ
た
。
人
吉
市
内
の
タ

ク
シ
ー
が
停
車
し
た
。「
か
わ
せ
み
・
や
ま

せ
み
」
の
運

転
士
を
八
代

ま
で
送
っ
た
と

い
う
。
運
転

士
は
車
内
で

な
に
も
話
さ

な
か
っ
た
と

い
う
。
そ
の

と
き
知
人
か

ら
、「
友
人
が

事
故
に
遭
っ

た
。急
ブ
レ
ー

キ
の
後
に
大

き
な
音
と

衝
撃
が
あ
っ

た
。
無
事
だ
」

と
の
連
絡
が

あ
っ
た
。

　

事
故
原
因
に
つ
い
て
三
つ
の
ウ
ワ
サ
が
流

れ
た
。
①
衝
突
車
両
は
車
体
が
長
い
の
で
踏

切
を
渡
る
の
に
手
間
取
り
事
故
に
つ
な
が
っ

た
、
②
ク
レ
ー
ン
が
遮
断
棹
に
引
っ
か
り
踏

切
を
渡
れ
な
か
っ
た
、
③
事
故
発
生
10
分
前

か
ら
現
場
に
停
車
し
て
い
た
、
積
載
超
過
で

動
け
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

７
人
の
警
官
に
質
問
し
た
が
、
ど
の
警
官
も

口
を
濁
し
た
。
翌
日
（
11
月
４
日
）
の
新

聞
は
「
八
代
署
に
よ
る
と
シ
ョ
ベ
ル
ー
カ
ー

を
積
ん
で
渡
ろ
う
と
し
た
ト
ラ
ッ
ク
に
降
り

て
き
た
遮
断
棹
に
引
っ
掛
っ
た
た
め
、
近
く

の
誘
導
員
が
遮
断
棹
を
外
そ
う
と
し
た
ほ

か
、
非
常
ボ
タ
ン
を
押
し
て
列
車
に
知
ら
せ

よ
う
と
し
た
が
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
ら
し

い
」
と
す
る
（
熊
日
新
聞
23
面
）。「
ら
し
い
」

で
あ
る
か
ら
、以
上
は
す
べ
て
推
測
で
あ
る
。

　

地
元
の
タ
ク
シ
ー
の
運
転
士
か
ら
は
ケ
ガ

人
を
タ
ク
シ
ー
で
搬
送
し
た
と
聞
い
た
。

　

14
時
頃
、
検
査
車
両
が
瀬
戸
石
駅
に
停

車
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
検
査
車
両
の

乗
務
員
は
「
明
日
ま
で
に
は
復
旧
さ
せ
る
」

と
発
言
し
た
ら
し
い
。
不
思
議
で
は
な
い
と

思
っ
た
。
10
月
６
日
の
瀬
戸
石
地
区
の
土
砂

崩
れ
の
と
き
も
Ｊ
Ｒ
九
州
は
短
時
間
で
「
復

旧
」
さ
せ
て
い
た
。

　

17
時
頃
、
大
型
ク
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ

た
。
復
旧
作
業
が
は
じ
ま
っ
た
。
23
時
す
ぎ

も
復
旧
作
業
は
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
検
査

車
両
が
い
つ
頃
通
過
し
た
か
は
知
ら
な
い
。

２
度
、走
っ
た
ら
し
い
。
翌
日
、肥
薩
線
（
川

線
）
は
始
発
か
ら
動
い
た
。

　

新
聞
報
道
（
11
月
４
日
）
に
よ
れ
ば
、

列
車
の
乗
員
・
乗
客
71
人
の
う
ち
、
男
児

（
８
）
を
含
む
乗
客
11
人
が
頭
や
胸
を
打

つ
な
ど
の
軽
傷
を
負
い
、
自
動
車
運
転
処
罰

法
違
反
（
過
失
致
傷
）
の
疑
い
も
あ
る
と
み

て
八
代
署
は
自
動
車
の
運
転
手
か
ら
事
情

を
聞
い
て
い
る
と
の
こ
と
。              （
春
秋
）

　

11
月
３
日
、
道
の
駅
坂
本
（
八
代
市
坂

本
町
）
に
い
た
。
突
然
、
消
防
車
、
救
急

車
の
サ
イ
レ
ン
が
響
い
た
。
火
事
だ
ろ
う
か
、

と
思
っ
た
。
パ
ト
カ
ー
も
通
っ
た
。
球
磨
川

の
上
流
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　

消
防
車
、
救
急
車
、
パ
ト
カ
ー
の
数
が

増
え
て
い
っ
た
。
友
人
・
知
人
か
ら
列
車
事

故
が
発
生
し
た
と
の
連
絡
が
入
っ
た
。
現
場

に
向
か
っ
た
。
荒
瀬
ダ
ム
上
流
８
０
０
メ
ー

ト
ル
付
近
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
踏
切
だ

（
佐
瀬
野
第
一
踏
切
）。

　

早
い
時
点
で
規
制
が
は
ら
れ
て
い
た
。「
通

行
止
め
で
す
」
と
二
ヶ
所
で
指
摘
さ
れ
た
。

事
故
現
場
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
指
摘
を
無

視
し
て
そ
の
ま
ま
事
故
現
場
に
向
か
っ
た
。

　

現
場
に
着
き
、
事
故
を
目
に
し
た
。
急

ぎ
写
真
を
撮
っ
た
。

警
官
が
走
り
よ
っ
て

き
て
、「
一
般
人
も

い
る
の
で
、
写
真
は

撮
る
な
」
と
強
い
口

調
で
告
げ
た
。「
現

場
検
証
も
済
ん
で
な

い
」
と
も
い
っ
た
。

警
官
は
１
人
で
あ
っ

た
。
マ
ス
コ
ミ
は
１

社
も
き
て
な
か
っ
た
。
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
緊

張
感
が
走
っ
て
い
た
。
地
域
住
民
が
遠
巻
き

に
事
故
現
場
を
不
安
げ
に
眺
め
て
い
た
。

　

事
故
車
両
に
は
見
覚
え
が
あ
っ
た
。「
ダ

ム
関
係
の
車
両
か
」
と
質
問
す
る
と
警
官

は
う
な
ず
き
、
工
事
関
係
者
が
直
ぐ
に
来

る
と
言
っ
た
。
本
当
に
直
ぐ
に
き
た
。
会
社

名
を
質
問
し
た
が
答
え
ず
、
規
制
線
を
越

え
て
事
故
現
場
に
向
か
っ
た
。
上
空
で
は
マ

ス
コ
ミ
の
ヘ
リ
が
旋
回
し
は
じ
め
て
い
た
。

　

緊
急
の
用
件
が
別
に
あ
っ
た
の
で
現
場
を

離
れ
た
。
そ
し
て
対
岸
（
球
磨
川
左
岸
）

か
ら
事
故
現
場
を
再
度
み
た
。
１
０
０
メ
ー

ル
以
上
、
離
れ
て
い
る
の
で
鮮
明
な
写
真
は

撮
れ
な
か
っ
た
。
多
く
の
人
が
事
故
に
気
づ

き
事
故
現
場
を
眺
め
て
い
た
。「
５
人
軽
傷

ら
し
い
」
と
の
声
を
耳
に
し
た
。
小
学
２
年

生
ぐ
ら
い
の
少
年
が
「
Ｓ
Ｌ
は
来
な
い
の
か
」

と
父
親
に
く
り
か
え
し
質
問
し
て
い
た
。
Ｓ

Ｌ
を
観
る
た
め
に
遠
方
か
ら
き
た
よ
う
だ
っ

肥
薩
線
の
事
故

緊
急
ル
ポ

佐瀬野第一踏切の事故現場（11月3日）

事故現場の通常の様子

球磨川左岸から見た事故現場
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国
交
省
は
、「
ダ
ム
湖
の
土
砂
堆
積
に
よ

り
洪
水
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
」

点
に
注
目
し
て
い
る
が
、同
社
は
ど
う
か
。

洪
水
被
害
と
人
命
に
か
か
わ
る
重
要
問
題

で
あ
る
。

　

ダ
ム
は
、
水
の
流
れ
を
止
め
る
だ
け
で

は
な
く
、
下
流
へ
の
土
砂
の

供
給
を
止
め
、
ダ
ム
湖
内

に
そ
れ
を
堆
積
さ
せ
て
河

床
を
高
く
す
る
。
河
床
が

高
く
な
れ
ば
、
水
害
被
害

は
発
生
し
や
す
く
な
る
。

堆
積
土
砂
は
ダ
ム
の
宿
命

で
あ
っ
て
、
そ
の
除
去
は
つ

ね
に
課
題
に
な
る
。

 

国
交
省
は
、
同
社
に
対
し

12
月
20
日
ま
で
に
、
改
善

策
を
提
出
す
る
よ
う
に
求

め
た
。
同
社
の
回
答
に
注

目
し
た
い
。            （
春
秋
）

ず
、
瀬
戸
石
ダ
ム
を
管
理
す
る
電
源
開
発

株
式
会
社
は
、
い
っ
た
い
、
ど
う
い
う
ス
タ

ン
ス
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
国
交
省
も
「
総

合
判
定
Ａ
」
と
し
な
が
ら
、
同
社
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
の
ぞ
ん
で
き
た

か
。

　

２
年
に
１
度
の
検
査
で
あ
る
か
ら
16
年

間
、「
安
全
管
理
上
重
要
な
問
題
」
が
存

在
す
る
状
態
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
16
年
は
長
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
16
年
前
か
ら
状
況
の

改
善
を
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

な
る
。「
早
急
な
対
応
を
必
要
と
す
る
」

と
の
判
断
に
注
目
す
る
と
き
、連
続
８
回
の

「
Ａ
評
価
」
は
異
常
で
あ
る
。
国
交
省
に

よ
れ
ば
、
全
国
的
に
も
他
に
例
が
な
い
。

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
は
、
ダ

ム
操
作
規
定
第
４
条
に
基
づ
き
、
瀬
戸
石

ダ
ム
に
対
す
る
定
期
検
査
を
５
月
末
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
、
先
月
末
（
10
月
30
日
）

付
で
、「
総
合
判
定
Ａ
」
と
し
た
。

　
「
総
合
判
定
Ａ
」
と
は
な
に
か
。
同
規

定
は
、「
ダ
ム
お
よ
び
当
該
河
川
の
安
全

管
理
上
重
要
な
問
題
が
あ
り
、
早
急
な
対

応
を
必
要
と
す
る
」
と
す
る
。
国
交
省
は
、

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
か
ら
定
期
検

査
を
２
年
ご
と
に
実
施
し
、
瀬
戸
石
同
ダ

ム
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
、
す
べ
て
「
総

合
判
定
Ａ
」
と
判
断
し
て
き
た
。
今
回
を

加
え
る
と
、
連
続
８
回
の
「
Ａ
評
価
」
に

国
交
省
、
異
例
の
判
定

８
回
連
続
の「
Ａ
判
定
」

瀬戸石ダム



23  くまがわ春秋　Vol.20　2017.11.15 22くまがわ春秋　Vol.20　2017.11.15

柳人があじわう漱石俳句

や
か
ま
し
き
姑
健
な
り
年
の
暮

（
漱
石
32
歳
）

女
郎
花
馬
糞
に
つ
い
て
上
り
け
り

（
漱
石
32
歳
）

容
赦
な
く
瓢
を
叩
く
糸
瓜
か
な

（
漱
石
32
歳
）

妾
と
郎
別
離
を
語
る
柳
哉

（
漱
石
32
歳
）

俗
俳
や
床
屋
の
卓
に
奇
な
る
梅

（
漱
石
32
歳
）

ラ
イ
バ
ル
に
含
み
笑
い
で
誉
め
ら
れ
る

羽
衣
が
掛
け
ら
れ
る
よ
う
曲
げ
る
松

　

姑
か
ら
み
れ
ば
漱
石
（
そ
の
こ
ろ
は
金
之
助
）
も
普
通
の

娘
婿
に
ち
が
い
な
い
。
東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
熊
本
に
い
る

娘
が
気
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。「
や
か
ま
し
き
」
と
は
い
え

「
健
な
り
」
と
い
う
措
辞
に
お
か
し
み
と
、安
心
が
み
え
る
。

　

阿
蘇
谷
へ
の
入
り
口
に
あ
る
「
戸
下
温
泉
〔
八
句
〕」
の
な

か
の
一
句
。
女お

み
な
え
し

郎
花
も
竜り

ん
ど
う胆
も
阿
蘇
の
野
の
花
は
美
し
い
。

馬
糞
に
よ
っ
て
種
が
運
ば
れ
る
と
い
う
節
理
も
自
然
な
こ
と

だ
。
す
ら
り
と
馬
糞
を
詠
ん
だ
と
こ
ろ
が
漱
石
の
個
性
。

　
「
風
ふ
け
ば
糸
瓜
を
な
ぐ
る
ふ
く
べ
哉　

漱
石
」
と
い
う

類
句
も
あ
る
。
漱
石
は
ひ
ょ
う
き
ん
な
も
の
の
た
と
え
と
し

て
、
糸へ

ち
ま瓜
と
瓢

ふ
く
べ
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
を
よ
く
使
っ
て
い
る
。
ぶ

ら
下
が
る
も
の
が
互
い
に
叩
き
あ
う
さ
ま
は
愉
快
だ
。
川
柳

人
は
人
に
転
じ
て
読
む
く
せ
が
あ
り
ま
す
よ
。

　

こ
れ
は
ま
っ
た
く
想
像
の
句
だ
ろ
う
。
柳
の
下
で
別
れ
話

を
し
た
。
現
代
な
ら
目
抜
き
通
り
か
ら
入
っ
た
古
い
喫
茶
店

と
い
う
と
こ
ろ
か
。

　

異
様
に
ね
じ
ま
げ
ら
れ
た
悪
趣
味
の
盆
栽
の
梅
の
木
に
目
が

と
ま
っ
た
。
自
ら
「
俗
俳
や
」
と
自
嘲
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
句
を
詠
ん
だ
ひ
ょ
う
き
ん
な
若
い
漱
石
さ
ん
が
確
か
に
い
た
。

【
い
わ
さ
き
楊よ
う

子こ

／
川
柳
誌
「
裸ら

ぎ木
」
編
集
人
、熊
本
市
】

いわさき楊子

─ ⑳ ─絵と文／坂本福治

　

湯
島
聖
堂
で
過
ご
し
た
二
十
代
、
私
は
「
世
界
友
情
の
集
い
」

に
参
加
し
た
。
同
僚
に
習
っ
た
「
黒
田
節
」
を
舞
台
で
披
露
し

た
ら
好
評
だ
っ
た
。
交
流
会
の
時
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
青
年

が
韓
国
人
だ
っ
た
の
で
、
私
は
平
壌
生
ま
れ
と
名
乗
り
、
名
刺

を
交
わ
し
た
。
そ
れ
か
ら
互
い
に
老
年
に
な
る
ま
で
、
年
賀
状
だ

け
の
付
き
合
い
だ
っ
た
。
彼
か
ら
本
が
届
い
た
こ
と
か
ら
、
新
宿

の
朝
鮮
料
理
店
で
会
っ
た
。
何
と
、
彼
は
大
東
文
化
大
学
の
教

授
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
日
本
名
、
永
野
慎
一
郎
。
日
本
と
韓
国

の
歴
史
を
、
公
平
な
目
で
観
察
し
、
愛
情
を
こ
め
て
調
べ
て
い
た
。

私
に
は
そ
う
思
え
る
。

　
こ
の
度
、
大
分
県
玖
珠
町
の
出
身
で
、
外
交
官
と
し
て
朝
鮮

半
島
で
偉
大
な
活
躍
を
し
な
が
ら
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
若
松
兎と

三さ
ぶ
ろ
う郎
に
光
を
当
て
、
徹
底
し
た
調
査
に
よ
る
著
書
を

準
備
し
て
い
た
。
そ
こ
で
表
紙
に
、
平
壌
生
ま
れ
の
私
の
絵
を
望

み
、
若
松
の
仕
事
に
関
係
の
深
い
綿
の
絵
を
描
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

光
栄
の
至
り
。
若
松
が
接
し
た
人
物
は
、
勝
海
舟
、
福
澤
諭
吉
、

尾
崎
紅
葉
、徳
富
蘇
峰
、小
村
寿
太
郎
ほ
か
、ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
。

（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
五
日
初
版
発
行
、
明
石
書
店 

三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
／
画
家
、
人
吉
市
】

その ⑲

　『
若
松
兎
三
郎
の
生
涯
』
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つ
か
な
い
迫
力
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
ラ
ジ
コ
ン
ク
ラ
ブ
の
始
ま
り
は
、

高た
か
ん
ば
る原
旧
飛
行
場
で
ラ
ジ
コ
ン
を
飛
ば
し
て

い
た
マ
ニ
ア
達
が
、
約
35
年
前
に
こ
の
場

所
に
場
外
離
着
陸
場
を
造
成
し
て
始
め

た
と
の
こ
と
。
現
在
、
人
吉
球
磨
フ
ラ
イ

ヤ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が
管
理
し
て
お
り
、
併
せ

て
ウ
ル
ト
ラ
・
ラ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
の
離
着

陸
場
で
も
あ
る
。
毎
月
１
回
の
定
例
会
、

全
九
州
ス
ケ
ー
ル
機
大
会
が
年
１
回
開

催
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
・
北
九
州
・
山
口

の
会
員
ら
も
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

線
路
は
一

武
駅
か
ら
約

８
０
０
ｍ
地

点
で
水
無
川

橋
梁
を
渡
る
。

こ
の
橋
梁
は
産

業
遺
産
的
に

11月の定例会風景

　

一
武
駅
を
出
た
線
路
は
球
磨
川
に
沿
っ

て
大
き
な
左
カ
ー
ブ
を
描
き
な
が
ら
東
上

す
る
。
こ
れ
も
球
磨
川
の
流
れ
の
外
形
に

沿
っ
た
形
な
の
で
あ
る
。
そ
の
分
、
こ
の

路
線
が
川
に
近
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

木
上
駅
の
北
西
５
０
０
ｍ
、
球
磨
川

左
岸
の
河
川
敷
に
は
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
専

用
の
飛
行
場
が
あ
り
、
気
候
の
良
い
風
の

少
な
い
週
末
に
は
愛
好
家
が
集
ま
る
。

平
成
22
年
11
月
13
日
に
は
、
人
吉
出
身

の
日
野
熊
蔵
・
徳
川
好
敏
日
本
初
飛
行

航
空
１
０
０
周
年
（
１
９
１
０
年
12
月
）

に
ち
な
ん
だ
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
大
会
（
全

九
州
Ｒ
Ｃ
ス
ケ
ー
ル
機
）
が
、
木
上
の
こ

の
河
川
敷
で
行
わ
れ
た
。
中
で
も
島
根

県
出
雲
出
身
の
長
濱
洋
一
郎
さ
ん
の
ゼ
ロ

戦
52
型
（
４
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
）
は
全

長
２
・
25
ｍ
、
翼
幅
２
・
75
ｍ
の
大
型

機
で
、
空
に
上
が
れ
ば
実
機
と
見
分
け
の

連載その⓴  くま川鉄道・木上駅

球磨川の駅・ものがたり

熊本産業遺産研究会　松本晉一

河口から上流まで、その駅を訪ねる

　

木き
の
え上

駅

　

木
上
駅
は
川
村
駅
と
同
様
、
昭
和
28

年
７
月
15
日
開
業
の
請
願
駅
。
昔
、
御

神
体
を
木
の
枝
に
か
け
る
葛く

ず
か
け掛

神
社
の
風

習
が
駅
名
。
現
在
64
年
目
を
迎
え
る
。

平
成
20
年
５
月
に
は
付
近
の
球
磨
川
河

畔
に
自
生
す
る
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
（
前
原
勘

次
郎
が
１
９
１
７
年
発
見
の
野
イ
バ
ラ
）

に
ち
な
み
、「
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
里
・
木

は
大
正
13
年
の
建
設
当
初
、
上
路
鈑
桁

２
連
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
40
年
代
初

め
の
河
川
改
修
に
よ
り
湯
前
線
で
は
初
の

下
路
鈑
桁
２
連
と
な
っ
て
い
る
。
長
さ
も

９
・
５
ｍ
か
ら
55
ｍ
と
延
長
、
設
置
位
置

も
僅
か
に
下
流
に
変
更
さ
れ
た
。
隣
接

し
て
味
岡
建
設
の
採
石
場
が
あ
り
、
そ
こ

は
橋
の
西
端
に
位
置
し
、
こ
こ
か
ら
は
橋

全
景
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

こ
の
路
線
の
南
側
に
は
平
野
・
平た

い

良ら

・

黒
田
な
ど
、
付
近
の
地
名
に
稲
作
の
豊
饒

さ
を
感
じ
さ
せ
る
地
名
が
見
ら
れ
る
。
美

味
し
い
球
磨
焼
酎
の
元
は
、
こ
こ
で
取
れ

る
お
米
が
そ
の
由
縁
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た

こ
の
地
点
も
球
磨
盆
地
の
中
央
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
か
ら
は
南
北
の
九
州

脊
梁
の
稜
線
眺
望
に
も
素
敵
な
所
で
あ
る
。

水無川橋梁（福）

ホームのツクシイバラと看板（福）

ツクシイバラ祭り（平 24.6. 福）
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１
９
６
７
年
の
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
こ
の
駅
の
造

成
当
時
、
人
吉
農
芸
学
院
の
院
生
ら
が
、

ト
ロ
ッ
コ
を
押
し
て
ホ
ー
ム
造
り
を
手

伝
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
ま
た
大
雨
時
に

は
一
度
、
近
く
の
冷ひ

や
み
ず
ご
う

水
川
が
増
水
、
駅
の

ホ
ー
ム
ま
で
水
が
押
し
寄
せ
た
と
言
う
。

　

駅
所
在
地
は
錦
町
大
字
木
上
３
０
０

︱
3
、
写
真
の
よ
う
に
１
面
１
線
の
シ
ン

プ
ル
な
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
駅
で

あ
る
。
起
点
の

上
駅
」
と
Ｐ
Ｒ
改
名
。
そ
の
季
節
は
ホ
ー

ム
に
造
ら
れ
た
花
壇
の
イ
バ
ラ
も
開
花

し
、
河
原
で
は
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
祭
り
が
開

催
さ
れ
る
。

　

こ
こ
も
川
村
駅
と
同
じ
く
、
60
年
以

上
を
経
た
待
合
所
と
ホ
ー
ム
が
登
録
有

形
文
化
財
。
こ
の
ホ
ー
ム
は
昭
和
42
年

に
一
武
側
を
改
造
、
手
摺
付
き
の
階
段

が
設
け
ら
れ
、
一
武
寄
り
の
ホ
ー
ム
脇
に

人
吉
温
泉
駅
か
ら
は
11
・
３
㎞
、
一
武
駅

か
ら
２
・
１
㎞
、
次
の
お
か
ど
め
幸
福
駅

ま
で
は
１
・
７
㎞
の
位
置
に
在
る
。
乗
客

は
朝
夕
の
通
学
生
、
土
日
の
帰
省
客
が
僅

か
に
見
ら
れ
る
程
度
。
駅
そ
ば
の
平
野
第

二
踏
切
横
に
は
通
学
用
の
屋
根
付
き

自
転
車
置
き
場
が
あ
り
、
そ
こ
は
錦
町

乗
合
タ
ク
シ
ー
く
ら
ん
ど
号
の
乗
降
場

を
兼
ね
、
曜
日
別
の
朝
夕
、
旧
３
町

村
と
こ
の
駅
を
結
ん
で
い
る
。
線
路
脇

の
道
路
は
線
路
と
並
行
す
る
狭
い
道
だ

が
、
車
が
多
く
人
吉
・
西
村
・
免
田

有形文化財の待合所

乗合タクシー乗降場

木上駅ホームと階段造成記録（岡留幸福駅方面）

を
結
ぶ
裏
の
幹
線
道
路
で
も
あ
る
。

　

左
は
僅
か
に
34
年
前
の
国
鉄
時
代
の
写

真
で
あ
る
が
、
木
上
駅
を
出
る
気
動
車
の

他
に
は
、
周
辺
に
は
何
も
な
く
、
の
ど
か

な
田
園
風
景
で
あ
っ
た
ろ
う
と
見
て
取
れ

る
。
同
じ
く
駅
ホ
ー
ム
の
木
造
駅
名
標
が

44
年
前
当
時
の
風
情
を
残
し
て
い
る
。

　

駅
の
南
西
、
４
０
０
ｍ
に
は
平
野
神

社
が
あ
る
。
本
殿
は
切
妻
造
、
屋
根
は

銅
板
葺
き
で
、
１
５
４
０
年
（
天
文
９
）

に
再
興
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
周
辺
の
田
園

に
マ
ッ
チ
し
た
佇
ま
い
が
あ
り
、
鳥

居
正
面
の
田
圃
に
は
稲
穂
が
た
わ

わ
に
実
っ
て
い
た
。
他
に
も
駅
近
く

に
才
園
古
墳
、
き
の
え
大
橋
（
昭

和
63
年
10
月
架
橋
）
傍
に
は
〝
天

子
の
水
〟
と
い
う
湧
水
が
あ
る
。

天
気
の
良
い
週
末
、
大
橋
下
の
自

転
車
遊
歩
道
に
は
、
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス

ト
た
ち
が
河
畔
を
駆
け
抜
け
る
。

木上駅を出る気動車（昭 58.1. 福）

国鉄時代の木上駅（昭 48.1. 福）

〈
参
考
資
料
〉

・「
線
路
は
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も
」
昭
和
62
年
３
月　

熊
本
鉄
道
管
理
局

・「
小
さ
な
航
空
シ
ョ
ー
展
開
」
平
成
22
年
11
月
10
日　

人
吉
新
聞

・
伊
藤
幸
司
「
人
吉
盆
地
」
あ
る
く
み
る
き
く　

１
０
９
号　

１
９
７
６
・
３　

近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト

・「
わ
た
し
た
ち
の
錦
町
３
年
・
４
年
」
平
成
11
年
３
月　

錦
町
教
育
委
員
会

・「
錦
町
の
文
化
財
」
平
成
28
年
３
月　

錦
町
教
育
委
員
会

・
球
磨
の
駅　

昭
和
56
年
11
月
23
日　

人
吉
新
聞

・
新
球
磨
学　

流
域
紀
行
球
磨
川　

昭
和
63
年
２
月　

熊
本
日
日
新
聞
社

・
前
掲
「
熊
本
の
駅
と
港
」
熊
本
の
風
土
と
こ
こ
ろ
③　

昭
和
58
年

・
熊
本
日
日
新
聞
社
編
「
各
駅
停
車
、
全
国
歴
史
散
歩　

熊
本
県
」
一
武
木
上　

河
出
書
房

昭
和
58
年

・
く
ま
川
鉄
道
開
通
20
周
年
「
盆
地
を
走
る
」
駅
シ
リ
ー
ズ　

肥
後
木
上
駅　

平
成
21
年
５
月

13
日　

人
吉
新
聞

・
ウ
ィ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
「
木
上
駅
」

○
資
料
提
供
：
（
福
）
は
福
井
弘
氏

○
聞
書
き
：
山
室
勝
介
氏

神社前の稲田風景

平野神社正面
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早
い
紅
葉
を
見
ら
れ
る
か
も
と
、
球
磨
村

で
も
１
番
高
い
集
落
と
思
わ
れ
る
遠と

う
ば
る原
の

お
堂
へ
行
く
計
画
を
た
て
た
。

　

い
つ
も
の
お
堂
巡
り
は
一
人
で
行
っ
て
、

お
堂
を
守
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
お
話
を
伺

う
の
だ
が
、
遠
原
に
二
度
行
っ
た
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
人
に
会
う
こ
と
す
ら
出
来
な

か
っ
た
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
誰
か
を
誘
っ
て
私
が

取
材
す
る
姿
を
写
真
に
撮
っ
て
も
ら
お

う
と
、
月
刊
く
ま
が
わ
の
編
集
部
（
ま
）

さ
ん
に
電
話
す
る
と
、
今
日
の
お
昼
休
み

の
時
間
帯
な
ら
行
け
る
と
返
事
が
あ
り
、

さ
っ
そ
く
球
磨
村
の
渡
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ

か
ら
左
折
し
て
松
谷
へ
二
人
で
向
か
っ

た
。
渡
か
ら
松
谷
ま
で
20
分
。
そ
こ
か

ら
ま
だ
ま
だ
上
へ
登
っ
て
い
く
。
最
近
注

目
さ
れ
て
い
る
山
桜
の
巨
木
の
横
を
通
っ

て
普
通
車
の
幅
が
一
杯
か
と
思
わ
れ
る
山

　

︱
遠
原
地
蔵
堂
︱

　

人
吉
球
磨
の
１
番
大
き
な
秋
の
大
祭

は
国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
の
「
お
く
ん
ち

祭
り
」。

　

こ
の
祭
り
が
終
わ
っ
た
翌
朝
か
ら
朝
霧

の
街
と
な
る
は
ず
の
気
候
な
の
だ
が
、
暖

か
い
の
だ
。
台
風
が
２
つ
も
日
曜
日
に
は

九
州
を
か
す
め
て
通
過
し
て
も
、
ま
だ
ま

だ
、
例
年
の
よ
う
な
冷
え
込
み
が
訪
れ
な

い
。

　

山
の
秋
の
楽
し
み
は
紅
葉
な
の
で
、
高

度
の
あ
る
場
所
に
登
れ
ば
人
様
よ
り
一
足

く
ま
が
わ
の
神
さ
ん
仏
さ
ん 

⓯

球
磨
村
お
堂
巡
り 

そ
の
④

宮原信晃

遠原地蔵堂（球磨村遠原）

　

あ
ち
ら
を
見
て
も
、
こ
ち
ら
を
見
て
も

江
戸
期
の
お
地
蔵
さ
ん
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
石
材
が
明
ら
か
に
新
し
い
の

だ
。

　

も
し
、
江
戸
期
で
は
な
く
近
代
の
作

品
と
す
れ
ば
誰
が
？　

手
の
指
の
爪
と
、

足
の
指
先
の
作
り
が
気
に
な
る
。

へ
下
り
る
。
道
の
下
に
あ
る
の
だ
。

　

道
か
ら
20
ｍ
程
あ
ぜ
道
を
下
り
て
地

蔵
堂
の
前
に
立
つ
。
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
小

さ
な
数
珠
を
手
に
持
ち
お
堂
の
中
に
入

る
。

　
「
な
ま
ん
だ
ぶ
」
の
念
仏
を
口
に
し
て

ご
本
尊
の
入
っ
た
扉
を
開
く
。

　

何
と
色
白
で
何
と
口
の
紅
が
美
し
い
の

か
。

　

ま
る
で
名
家
へ
嫁
ぐ
花
嫁
の
姿
か
。

　

お
地
蔵
さ
ん
の
横
に
箱
定
規
を
立
て
て

お
地
蔵
さ
ん
の
坐
位
の
寸
法
を
測
る
。

70
セ
ン
チ
の
箱
定
規
よ
り
５
セ
ン
チ
ほ
ど

低
い
。

　

お
顔
を
じ
っ
く
り
、
目
や
顔
、
ほ
ほ
の

輪
郭
、
耳
の
長
さ
を
じ
っ
く
り
、
左
手
の

宝
珠
や
指
の
爪
を
じ
っ
く
り
。
刻
ま
れ
た

衣
の
様
子
や
手
彫
り
の
証
拠
を
目
を
こ
ら

し
て
見
る
。

道
や
左
の
崖
に
落
ち
た
ら
絶
対
に
見
つ
か

ら
な
い
ね
え
と
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
の
運
転
。
途

中
の
俣ま

た
ぐ
ち口
の
小
学
校
跡
や
、
俣
口
大
師

堂
の
姿
を
確
認
し
な
が
ら
、
一
本
道
を
登

る
。
何
と
か
遠
原
集
落
へ
到
着
し
た
。

　
「
起
点
」
と
書
か
れ
た
看
板
の
あ
る
道

路
の
前
に
車
を
駐
車
し
て「
遠
原
地
蔵
堂
」

色白で美しい遠原地蔵堂のお地蔵さん
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が
仏
様
の
体
と
比
べ
る
と
変
に
大
き
い
。

ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
仏
様
に
思
え
て

き
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
昔
、
渡
に
お
ら

れ
た
石
屋
の
吉
田
寿（
ひ
さ
し
）さ
ん
か
？

　

一
勝
寺
の
参
道
に
あ
る
石
仏
や
渡
駅
か

ら
水
篠
へ
向
か
っ
て
３
０
０
ｍ
程
入
っ
た

所
に
あ
る
「
馬
頭
観
音
像
」
な
ど
が
そ

う
だ
。

　

吉
田
石
材
店
や
、
遠
原
集
落
の
方
に

電
話
で
聞
い
て
も
わ
か
ら
な
い
と
お
っ

し
ゃ
る
。

　

こ
れ
は
、
も
う
一
度
、
吉
田
さ
ん
が

作
っ
た
石
仏
を
見
て
回
り
そ
の
足
で
遠
原

地
蔵
堂
の
お
地
蔵
さ
ん
を
見
に
行
こ
う
と

（
ま
）
さ
ん
に
連
絡
す
る
つ
も
り
で
あ
る

が
、
行
く
か
な
あ
。

【
み
や
は
ら
・
の
ぶ
あ
き
／
Ｆ
Ｂ
お
地

蔵
さ
ん
調
査
隊
代
表
・
人
吉
お
お
く
ま

座
の
会
事
務
局
】

え
た
。

　

不
思
議
な
仏
様
で
あ
る
。

　

こ
の
仏
様
を
修
復
す
る
前
と
後
と
、

ち
ゃ
ん
と
遠
原
集
落
の
方
々
は
チ
ェ
ッ
ク

し
た
の
だ
ろ
う
か
と
、心
配
に
も
な
っ
た
。

　

リ
ン
が
置
い
て
あ
っ
た
の
で
、
リ
ン
を

鳴
ら
し
て
み
た
。「
チ
～～

ン
」。

　

す
る
と
、
外
で
鹿
の
鳴
き
声
が
す
る
の

で
あ
る
。
も
の
悲
し
い
鹿
の
鳴
き
声
だ
。

さ
す
が
に
、
遠
原
集
落
で
あ
る
。
鹿
も

阿
弥
陀
様
に
お
参
り
す
る
の
か
と
、
二
人

で
感
心
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。

　

さ
て
、
帰
っ
て
か
ら

で
あ
る
。

　

あ
の
地
蔵
堂
の
地

蔵
さ
ん
は
江
戸
の
頃

か
？　

い
や
近
年
の
作

な
ら
ば
、
誰
の
作
か
？

　

あ
の
、
手
足
の
指

　

ど
こ
か
で
見
た
事
の
あ
る
石
仏
だ
。

　

次
の
「
遠
原
阿
弥
陀
堂
」
へ
向
か
う
。

　

車
で
５
分
走
っ
て
、
道
に
駐
車
し
て
小

道
を
20
分
は
登
っ
た
ろ
う
。
中
に
入
っ
て

阿
弥
陀
様
に
御
対
面
し
た
。
平
成
元
年

に
全
戸
数
の
24
戸
の
皆
さ
ん
が
寄
付
を
し

て
阿
弥
陀
様
を
修
復
し
た
と
板
に
書
か

れ
て
い
た
。

　

阿
弥
陀
如
来
の
左
手
は
親
指
と
ひ
と

さ
し
指
で
ワ
ッ
カ
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
の

だ
が
、
右
手
が
不
思
議
。
阿
弥
陀
様
の

右
手
に
左
手
が
装
着
し
て
あ
る
よ
う
に
見

遠原阿弥陀堂に置いてあった
年代物のリン

　

音
読
み
は
キ
ュ
ウ
。あ
る
軍
歌
の
歌
詞
に「
キ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
た
る
ブ
ー
ブ
ー
は
コ
ッ
カ
の
カ
ン
ジ
ョ

ウ
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
漢
字
で
《
赳
々
た

る
武
夫
は
国
家
の
干
城
》
と
書
い
て
あ
る
。
軍

歌
に
は
、
こ
う
い
っ
た
難
し
い
漢
語
を
連
ね
た
も
の
が
結
構
多

い
。
新
兵
た
ち
に
自
分
の
無
学
を
自
覚
さ
せ
、
教
養
深
そ
う
な

上
官
や
古
年
兵
に
は
絶
対
か
な
わ
な
い
、
絶
対
服
従
し
か
な
い
、

と
断
念
さ
せ
る
手
だ
て
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

意
味
は
〈
勇
敢
な
軍
人
は
、
国
家
の
護
り
手
〉
ぐ
ら
い
の
と

こ
ろ
。「
詩
経
」
に
〈
赳
々
武
夫
、
公
侯
干
城
〉
と
使
わ
れ
て
い

る
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
の
引
用
だ
ろ
う
が
、「
詩
経
」
な
ど
を
読

ん
で
い
る
新
兵
が
い
た
だ
ろ
う
か
。「
檻オ

リ

に
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
つ
め
こ

ま
れ
、
ブ
ー
ブ
ー
な
い
て
い
る
豚
た
ち
は
国
家
財
政(

勘
定)

に

と
っ
て
重
要
」
と
い
う
意
味
？
と
誤
解
さ
れ
そ
う
な
歌
詞
。

　
「
赳
」
は
《
強
い
さ
ま
。
た
け
だ
け
し
い
さ
ま
。
勇
ま
し
い
さ

ま
》。
叫
・
糾･

虯み
ず
ちな
ど
の
字
に
共
通
す
る
の
は〈
糸
が
も
つ
れ
る
・

も
つ
れ
て
大
声
を
あ
げ
る
・
ま
つ
わ
る
蛇
〉
の
意
味
だ
と
。
何
だ

か
苦
し
紛
れ
に
叫
ん
で
い
る
み
た
い
だ
け
れ
ど
？　

こ
の
字
を
親

か
ら
も
ら
い
〈
た
け
し
〉
と
読
ま
せ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で

ケ
チ
は
付
け
な
い
。

　

字
形
は
〈
斤
＋
木
＋
辛
〉
で
、
実

は
「
薪
」
の
原
字
。
切
り
口
が
鮮
や

か
な
と
こ
ろ
か
ら
《
あ
た
ら
し
い･

あ

ら
た
に･

あ
た
ら
し
く
す
る
》
の
意
に

な
っ
た
。
他
の
漢
字
み
た
い
に
や
た
ら
に
意
味
が
拡
大
し

て
い
な
い
の
が
嬉
し
い
。
お
も
し
ろ
い
の
は
宮
崎
県
新
田

原
と
い
う
地
名
だ
。
ニ
ュ
ー
タ
バ
ル
と
読
む
が
「
新
」
の

字
を
な
ん
と
〝
ニ
ュ
ー
（new

）〟
と
英
語
読
み
し
て
い

る
で
は
な
い
か
。
ま
あ
、
偶
然
の
一
致
だ
ろ
う
が
。
い

や
、こ
の
字
に
は
新に

い
づ
ま妻･

新に
っ

田た･

新に
い

納ろ

の
よ
う
に
〈
に
い
〉

と
い
う
訓
読
み
も
あ
る
の
だ
。

　

日
本
語
の
問
題
だ
が
、
形
容
詞
「
あ
た
ら
し
」
は
昔

は
「
あ
ら
た
し
」
だ
っ
た
。《
あ
た
ら
し
》
と
い
う
の
は

新
し
い
使
い
方
な
の
だ
。
な
ぜ
《
た
き
ぎ
》
を｢

薪｣

と
書
く
の
か
？
︱
︱
元
来
「
新
」
が
《
た
き
ぎ
》
の
意

味
の
漢
字
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
字
が《
あ
た
ら
し
い
》

の
意
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
上
に
草
冠
を
つ
け
た

「
薪
」
と
い
う
字
を
作
っ
た
の
だ
と
。
母
屋
を
取
ら
れ

た
わ
け
だ
。

【
つ
る
か
み
・
か
ん
じ
／
人
吉
市
】

漢和字典は面白い ３

赳

新

鶴上寛治
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の
高
橋
エ
ミ
さ
ん
（
89
）
に
声
を
掛
け
、「
お
こ
ま
」
は
ど
こ
か

と
聞
き
な
が
ら
、
明
治
時
代
に
外
国
人
が
来
た
話
を
聞
い
た
こ
と

は
な
い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
外
人
が
う
ち
に
泊
ま
っ
て
、
風
呂

は
ゴ
エ
モ
ン
だ
っ
た
の
で
た
ら
い
で
水
浴
び
を
し
た
」
と
い
う
話
を

姑
か
ら
聞
い
た
と
い
う
。
娘
さ
ん
の
む
つ
子
さ
ん
も
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
頃
の
話
と
し
て
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
と
い
う
。
こ
の
時

代
に
外
国
人
が
人
吉
球
磨
に
来
る
の
は
と
て
も
珍
し
い
こ
と
で
あ

る
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ・
ル
イ
ス
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
ま
た
、

元
国
鉄
機
関
士
の
立
山
勝
徳
氏
の
話
に
よ
れ
ば
、
矢
岳
は
国
鉄
の

矢
岳
隧
道
が
難
工
事
の
末
開
通
し
た
こ
と
か
ら
す
ぐ
近
く
の
駅
を

「
矢
岳
駅
」
と
し
、
そ
の
集
落
名
も
「
矢
岳
」
と
し
た
と
い
う
。

「
お
こ
ま
」
ま
た
は
「
お
ご
ま
」
の
記
録
が
な
い
か
調
べ
た
と
こ

ろ
、
昭
和
16
年
発
行
の
「
球
磨
郡
誌
」

の
中
の
藍
田
村
の
項
に
「
大
川
間
川
区
」

の
記
載
が
あ
る
。
肥
薩
線
が
全
線
開
通

し
た
の
は
明
治
42
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
イ
ス
が
訪
れ
た
集
落
は

「
大
川
間
（
お
ご
ま
又
は
お
こ
ま
）」
で

あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

　

９
月
27
日
に
矢
岳
町
の
デ
イ
サ
ロ
ン

が
開
か
れ
、
矢
岳
地
区
の
多
く
の
高
齢

者
が
集
ま
る
こ
と
を
町
内
会
長
の
大
杉

寅
喜
氏
か
ら
聞
き
、
参
加
の
許
可
を
頂

い
た
。
こ
れ
ま
で
調
べ
た
こ
と
を
話
し
、

④矢岳駅からの眺望（中央が高橋家）

⑤永葉集落から高塚山を望む

　

謎
の
地
名

　

も
う
一
つ
は
「O

gum
a

」
で
あ
る
。

　

ま
ず
、O

gum
a

は
小
隈
ま
た
は
小
熊
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

草
間
敬
一
氏
も
江
崎
氏
も「
小
隈
」と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

私
の
知
る
限
り
人
吉
周
辺
に
そ
の
よ
う
な
地
名
は
な
い
。
音
が
似

て
い
る
の
で
大お

畑こ
ば

で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
し
た
。
前
田
一
洋
氏

に
話
し
て
み
る
と
大
畑
を
「
お
お
ご
ま
」
又
は
「
お
こ
ま
」
と
い
っ

て
い
た
記
憶
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
大
畑
麓
町
の
桑
原
史
生

氏
に
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
「
お
こ
ば
は
む
か
し
か
ら
お
こ
ば
バ
イ
」

と
い
う
。
さ
ら
に
、「
お
こ
ま
は
矢
岳
の
事
た
い
」
と
い
う
。
そ
の

名
残
が
矢
岳
を
流
れ
る
川
の
名
で
「
大
川
間
川
」
と
書
き
「
お
こ

ま
が
わ
」
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
。

　

も
う
ひ
と
つ
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
標
高
で
あ
る
。O

gum
a

の

標
高
は
２
０
０
０
フ
ィ
ー
ト
で
あ
る
。
メ
ー
ト
ル
に
換
算
す
る
と

６
０
９
・
６
ｍ
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
矢
岳
駅
が
５
３
６
ｍ
、
駅
を
背
に

し
て
右
手
の
小
高
い
山
が
６
０
９
ｍ
で
あ
る
か
ら
標
高
と
し
て
も

合
っ
て
い
る
。ま
た
、当
時
薩
摩
へ
の
道
と
し
て「
薩
摩
往
還
」が
あ
っ

た
。「
薩
摩
往
還
」
は
大
畑
麓
町
か
ら
小こ

ご川
内う

ち
が
わ川
沿
い
に
矢
岳
町

（
現
在
の
可
徳
牧
場
付
近
）
ま
で
登
り
矢
岳
高
原
を
越
え
て
吉

田
温
泉
に
至
る
。
江
戸
時
代
末
期
の
大
火
で
、
相
良
家
が
島
津

家
か
ら
借
金
を
し
、
そ
の
返
済
の
た
め
明
治
の
中
頃
ま
で
利
用
し

い
た
と
い
う
。
現
在
は
落
石
や
草
に
覆
わ
れ
歩
い
て
行
く
の
も
お

ぼ
つ
か
な
い
が
当
時
は
立
派
な
街
道
だ
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
９
月
25
日
に
矢
岳
地
区
の
写
真
を
撮
り
に
行
っ

た
。「
お
こ
ま
」
の
地
名
の
所
在
を
確
認
し
た
い
と
思
い
、
旧
知

ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
イ
ス
の
足
跡
を
検
証
す
る 

㊦

１
３
６
年
前
、
人
吉
球
磨
で
昆
虫
採
集
し
た
英
国
人

環
境
省
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
　
宮
川
　
続
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登
り
つ
い
たO

gum
a

（
お
こ
ま
）
の
集
落
は
小
さ
な
盆
地
で
川

の
周
囲
は
湿
地
と
な
っ
て
お
り
多
く
の
昆
虫
を
採
集
で
き
た
に
違

い
な
い
。
し
か
も
初
め
て
訪
れ
た
小
さ
な
集
落
の
高
橋
家
に
宿

を
請
い
宿
泊
し
た
。
翌
日
（
5
月
６
日
）
は
背
後
の
峠
ま
で
登

り
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
や
オ
サ
ム
シ
な
ど
多
く
の
昆
虫
を
採
集
し

人
吉
に
帰
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
矢

岳
町
の
大
杉
氏
に
よ
れ
ば
背
後
の
山

を
越
え
て
大
塚
に
至
る
道
が
あ
り
、

そ
の
峠
は
ル
イ
ス
が
記
録
し
て
い
る

２
０
０
０
フ
ィ
ー
ト
に
符
合
し
て
い

る
。
と
す
れ
ば
こ
の
峠
を
越
え
、
大

塚
を
経
て
人
吉
に
帰
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
何
も
記
述
が
な
い
た
め
検

証
で
き
な
い
。
こ
の
地
が
よ
ほ
ど
気
に

入
っ
た
の
か
市
房
登
山
後
も
ま
た
「
お

こ
ま
」
を
訪
れ
て
い
る
。

　

５
月
９
日
か
ら
６
日
間
を
掛
け

市
房
山
ま
で
調
査
し
て
い
る
。
途
中

山
の
頂
上
ま
で
登
っ
た
ル
イ
ス
一
行
は
、
頂
上
か
ら
さ
ら
に
南
に

そ
び
え
る
山
々
が
宿
泊
先
か
ら
南
に
見
え
たO

gum
a

（
お
こ
ま
）

の
山
々
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
、採
集
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
、こ
の
後
、

「
お
こ
ま
」
に
い
く
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

翌
日
（
5
月
５
日
）、
馬
を
使
っ
て
「
薩
摩
往
還
」
を
通
り
、

⑥高塚山頂から矢岳方面を望む

⑦高塚山山頂付近からの市房山遠望

査
で
き
る
。
ま
た
、
一
勝
地
で
は
球
磨
川
の
南
で
か
な
り
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
南
側
の
山
並
み
を
調
査
す
べ
く
計
画

を
立
て
た
。
人
吉
町
か
ら
南
を
見
れ
ば
大
畑
周
辺
の
山
々
が
見

え
る
。
そ
の
西
側
に
は
藍
田
村
か
ら
球
磨
川
の
す
ぐ
近
く
ま
で
緑

の
山
々
が
球
磨
川
沿
岸
ま
で
迫
っ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
近
く
の
山

を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
に
違
い
な
い
。

　

５
月
４
日
、
宿
泊
し
て
い
る
人
吉
町
（
た
ぶ
ん
「
鍋
屋
旅
館
」

と
考
え
る
が
、
昭
和
41
年
の
水
害
で
宿
帳
な
ど
古
い
資
料
が
ほ
と

ん
ど
流
さ
れ
て
い
る
た
め
確
認
で
き
な
か
っ
た
）
か
ら
馬
を
利
用

し
て
、
大
橋
を
渡
り
灰
久
保
・
矢
黒
を
経
て
黒
坂
を
越
え
永
野

川
沿
い
に
至
る
。
黒
坂
を
越
え
た
と
考
え
る
根
拠
は
、
当
時
は
人

吉
橋
も
西
瀬
橋
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
馬
を
使
っ
た
行
程
で
、

わ
ざ
わ
ざ
下
流
の
薩
摩
瀬
辺
り
ま
で
行
っ
て
渡
し
船
を
使
う
と
は

考
え
に
く
い
。
ま
た
、
黒
坂
の
切
り
通
し
を
越
え
た
か
ら
こ
そ
永

野
に
至
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
も
し
、
渡
し
の
あ
る

薩
摩
瀬
か
ら
球
磨
川
を
渡
っ
て
川
を
遡
る
と
「
な
っ
か
や
ま
」
で

は
な
く
鹿
目
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

永
野
川
沿
い
を
さ
か
の
ぼ
りRakuw

ayam
a

（
な
っ
か
や
ま
・

永
葉
集
落
）
に
至
る
。
さ
ら
に
高
塚
山
周
辺
を
調
査
し
、
高
塚

皆
さ
ん
の
話
を
聞
く
と
矢
岳
は
や
は
り
昔
は
「
お
こ
ま
」
と
い
い
、

大
杉
サ
チ
子
さ
ん
は
お
母
さ
ん
か
ら
そ
ん
な
話
を
聞
い
た
と
い

う
。
外
国
人
が
来
た
話
は
高
橋
さ
ん
以
外
か
ら
は
聞
け
な
か
っ
た

が
、
大
戦
後
、
闇
で
焼
酎
を
造
っ
て
売
っ
た
こ
と
な
ど
面
白
い
話

を
聞
い
た
が
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
を
考
え
合
わ
せ
る
とO

gum
a

は
矢
岳
の
こ
と

に
違
い
な
い
。〝O

gum
a

→
お
お
ご
ま
→
お
こ
ま
〟
と
飛
躍
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
外
国
人
が
球
磨
弁
を
聞
い
て
英
語
表
記
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
頭
を
柔
ら
か
く
使
わ
な
い
と
理
解
で
き
な

い
。
し
か
も
漢
字
表
記
で
は
「
音
」
は
伝
わ
ら
な
い
。
大
川
間
川

と
書
い
て「
お
こ
ま
が
わ
」と
読
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
や「
お

こ
ま
」
が
「
矢
岳
」
と
変
わ
っ
て
い
れ
ば
、
桑
原
氏
の
よ
う
に
地

元
の
詳
し
い
人
に
尋
ね
る
よ
り
ほ
か
な
く
な
っ
て
く
る
。
残
念
な

が
ら
桑
原
氏
は
本
年
３
月
他
界
さ
れ
た
。

　

こ
こ
か
ら
、
私
の
推
測
で
あ
る
。
５
月
３
日
に
人
吉
に
着
い
た

ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
イ
ス
一
行
は
こ
れ
か
ら
の
予
定
を
考
え
た
。
市
房

山
に
い
く
こ
と
は
す
で
に
計
画
に
あ
っ
た
か
ら
、
盆
地
の
北
に
そ

び
え
る
脊
梁
か
ら
市
房
山
に
か
け
て
の
山
々
は
そ
の
行
程
中
に
調
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【
参
考
文
献
】

・
草
間
慶
一（
１
９
７
１
年
）「
ジ
ョ
ー
ジ・
ル
イ
ス
の
足
跡
に
つ
い
て
」

「
月
刊
虫
」
１
９
７
１
年
11
月
号
・
12
月
号

・
江
崎
悌
三（
１
９
５
３
年
）「
外
国
人
に
よ
る
九
州
の
昆
虫
採
集
」

「
新
昆
蟲
」

・
久
末
真
一
（
２
０
１
４
年
）「
イ
ト
ウ
」
と
「
ル
イ
ス
」　

〜
イ

ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
旅
の
世
界
に
寄
せ
て
〜
「
北
海
道
大
学
総

合
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

ニ
ュ
ー
ス
」　

第
32
号

・
田
原
鳴
雄
（
２
０
０
２
年
引
用
）「
水
上
村
誌　

自
然
編
」

・
角
川
書
店
「
日
本
地
名
大
辞
典
」

【
検
証
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
】

　

相
良
古
文
書
会
の
皆
さ
ん
・
前
田
一
洋
氏
・
黒
肥
地
改
太
郎
氏
・

住
吉
献
太
郎
氏
・
立
山
勝
徳
氏
・
桑
原
史
生
氏
・
犬
童
淳
一
郎
氏
・

永
山
芳
宏
氏
・
田
原
朗
敏
氏
・
犬
童
ミ
サ
エ
氏
・
高
橋
エ
ミ
氏
・

大
杉
寅
喜
氏
は
じ
め
矢
岳
町
の
方
々

【
み
や
が
わ
・
つ
づ
き
／
人
吉
市
】

さ
せ
て
い
る
。

　

お
わ
り
に

　

田
原
鳴
雄
氏
の
話
を
聞
い
て
コ
ブ
ハ
ナ
ダ
カ
カ
メ
ム
シ
の
原
産

地
2
頭
目
を
採
集
し
た
の
が
椎
葉
房
夫
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
前

号
に
書
い
た
。
田
原
鳴
雄
氏
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
て
は
い
た
が
、

う
か
つ
な
こ
と
に
そ
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
し
て
知
っ
た
の
か
は
聞

い
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
田
原
鳴
雄
氏
が
水
上
村
誌
の
中
で

詳
し
く
述
べ
て
い
る
こ
と
で
私
の
謎
も
解
け
た
。
し
か
し
、
そ
の

元
に
な
っ
た
「
朝
日
新
聞
の
記
事
」
は
、
調
べ
た
が
発
見
す
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　

明
治
14
年
に
遙
々
と
人
吉
球
磨
へ
昆
虫
採
集
に
来
た
ジ
ョ
ー

ジ
・
ル
イ
ス
の
昆
虫
に
対
す
る
情
熱
は
す
ご
い
。
人
吉
に
来
る
前

に
は
北
海
道
・
東
北
と
回
っ
て
い
る
。た
い
へ
ん
な
探
検
旅
行
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
考
察
し
な
が
ら
こ
の
探
検
家
の
情
熱

に
改
め
て
感
動
し
た
。
最
後
に
こ
の
検
証
に
協
力
い
た
だ
い
た
多

く
の
皆
様
に
感
謝
す
る
。

そ
う
す
る
と
宮
ヶ
野
集
落
の
上
流
部
ま
で
遡
る
と
標
高
が
あ
う
。

こ
こ
も
ま
たKuroheiji

で
あ
る
。

　

人
吉
を
出
発
し
、
石
清
水
を
経
て
川
村
に
入
る
と
す
ぐ
川
辺

川
の
豊
か
で
清
ら
か
な
流
れ
に
出
る
。
こ
こ
を
渡
り
、
高た

か
ん
ば
る原

か
ら

人
吉
盆
地
の
北
の
山
裾
を
「
北
目
街
道
」
に
沿
っ
て
東
進
し
な
が

ら
、
い
く
つ
か
の
谷
筋
を
遡
上
し
採
集
を
試
み
た
。
こ
う
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
黒
肥
地
の
ど
こ
に
泊
っ
た
の
か
。
少
な
く
と
も
４
、５
人

ほ
ど
の
一
行
で
馬
も
数
頭
い
る
。
こ
の
数
が
宿
泊
で
き
る
と
こ
ろ

は
そ
う
多
く
は
な
い
。
住
吉
氏
は
、
黒
肥
地
に
宿
泊
す
る
と
す
れ

ば
お
寺
か
庄
屋
の
よ
う
な
大
き
な
家
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
。

と
す
れ
ば
青
蓮
寺
、
ま
た
は
旧
家
で
宮
元
家
で
は
な
か
ろ
う
か
と

考
え
ら
れ
る
が
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

も
う
一
つIchibosayam

a

（
市
房
山
）
の
表
記
も
興
味
深
い
。

明
治
初
め
の
頃
は
「
い
ち
ふ
さ
や
ま
」
で
は
な
く
「
い
ち
ぶ
さ
や

ま
」
と
呼
ん
で
い
た
事
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
市
房
山
で
の

採
集
は
コ
ブ
ハ
ナ
ダ
カ
カ
メ
ム
シ
な
ど
成
果
が
多
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
、
採
集
人
を
向
か
わ
せ
7
日
間
か
け
て
再
調
査
を

Kuroheiji

（
黒
肥
地
）
を
通
り
、
10
日
に
湯
山
と
あ
る
こ
と
か
ら

9
日
は
黒
肥
地
に
宿
泊
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
10
日
に
湯

山
に
到
着
し
４
泊
し
て
の
市
房
調
査
で
あ
っ
た
。

　

途
中
の
黒
肥
地
の
標
高
が
気
に
な
っ
た
。Kuroheiji （
黒
肥
地
・

多
良
木
町
）
１
３
０
０
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
多
良
木
町
黒
肥

地
の
中
心
地
付
近
の
標
高
が
１
６
５
ｍ
（
５
３
０
フ
ィ
ー
ト
）
程

で
あ
る
か
ら
数
値
が
大
き
す
ぎ
る
。
で
は
、黒
肥
地
の
ど
こ
を
通
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

黒
肥
地
在
住
の
郷
土
史
家
住
吉
献
太
郎
氏
は
、
当
時
人
吉
か

ら
湯
山
を
通
り
椎
葉
方
面
へ
行
く
「
北
目
街
道
」
が
あ
り
、
こ
の

北
目
街
道
を
通
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
し
か
し
、
北
目
街

道
で
も
標
高
が
１
３
０
０
フ
ィ
ー
ト
（
約
４
０
０
ｍ
）
で
は
高
す

ぎ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
標
高
で
は
黒
肥
地
は
宮
ヶ
野
や
柳
野
辺
り

上
流
部
の
山
と
な
る
。
昆
虫
採
集
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
湯
山
へ
の
最
短
距
離
の
球
磨
川
沿
岸
か
ら
上
流
部
へ
い
く
の

で
は
成
果
が
上
が
ら
な
い
。
ま
た
、
黒
肥
地
に
宿
泊
し
て
い
る
事

に
も
注
目
し
た
い
。
時
間
を
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
北
目
街
道
を

東
へ
進
み
な
が
ら
途
中
の
平
山
・
松
ヶ
野
・
宮
ヶ
野
な
ど
に
入
り

込
み
な
が
ら
一
日
を
か
け
て
黒
肥
地
ま
で
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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あ
る
北
海
道
弁
で
温

か
く
迎
え
入
れ
、
地

域
の
人
達
と
も
家
族

の
よ
う
な
お
付
き
あ

い
を
し
て
頂
い
た
。

　

そ
の
北
海
道
か
ら

長
男
と
長
女
の
望
を

連
れ
、
横
須
賀
の
少

年
工
科
学
校
へ
転
勤

し
た
。

　

そ
こ
で
主
人
は

剣
道
の
教
官
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
と
な

り
、
次
女
の
夢
都
美

が
生
ま
れ
た
。

　

次
に
、
私
た
ち
の
ふ
る
里
で

あ
る
地
元
人
吉
に
あ
る
自
衛
隊

募
集
事
務
所
の
広
報
官
と
し
て

勤
務
。
そ
し
て
主
人
の
剣
道
の

　

結
婚
し
て
す
ぐ
に
、
主
人
の

実
家
、
つ
ま
り
今
住
ん
で
い
る

家
が
火
事
に
な
っ
た
。

　

北
熊
本
陸
上
自
衛
隊
に
勤

務
し
て
い
た
主
人
か
ら
、
パ
ー

ト
中
の
私
に
連
絡
が
あ
り
、
急

い
で
二
人
で
田
舎
に
帰
っ
た
。

火
事
で
焼
け
た
跡
の
片
付
け

を
、
私
た
ち
二
人
が
帰
り
着
く

前
に
、
も
う
主
人
の
職
場
の
仲

間
が
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
て
い

た
。
そ
の
時
ほ
ど
自
衛
隊
の
団

結
力
、
温
か
い
心
に
感
謝
し
た

こ
と
は
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
北
海
道
の
北
見

と
網
走
と
の
間
の
紋
別
郡
遠
軽

町
に
５
年
間
勤
務
し
た
。
北
の

寒
さ
は
見
た
目
ば
か
り
で
、
遠

く
か
ら
来
た
私
た
ち
を
訛
り
の

上杉芳野の「あがっ段」⑱

われら自衛隊家族会

指
導
は
国
体
の
強
化
の
た
め
に

忙
し
く
な
り
、
宮
崎
県
の
え
び

の
、
熊
本
の
健
軍
と
、
両
方
に

指
導
に
行
っ
て
い
た
。
そ
の
慌

い
た
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
長
男
が
航

空
自
衛
官
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
。
今
度
は
、
私
た
ち
が
支
え

る
役
目
が
来
た
。

　

今
で
は
私
が
、
自
衛
隊
募
集

相
談
員
と
人
吉
球
磨
の
女
性

部
長
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
役

と
は
名
ば
か
り
で
私
の
務
め

は
、
そ
の
場
そ
の
場
の
雰
囲
気

作
り
。
そ
う
、
盛
り
上
げ
役
で

あ
る
。
ど
こ
で
も
ど
ん
な
人
で

も
皆
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
心
温

か
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
作
れ
た

ら
、
そ
れ
で
良
い
の
だ
。
こ
れ

ま
で
の
「
父
兄
会
」
は
「
家
族

会
」
と
名
称
も
変
更
さ
れ
、
今

こ
そ
、
こ
の
家
族
会
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
頂
き
た
い
。

た
だ
し
い
こ
ろ
に
よ
う
や
く
退

職
を
迎
え
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
が
全
国

の
あ
ち
こ
ち
へ
転
勤
を
続
け
て

い
る
時
に
、
実
は
実
家
の
父
が

自
衛
隊
父
兄
会
の
役
員
を
し
な

が
ら
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
て

　

８
月
に
開
催
し
た
、
芳
野

と
愉
快
な
仲
間
達
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で
「
わ
れ
ら
自

衛
隊
家
族
会
」
が
出
番
を
務
め

た
。

　

起
床
ラ
ッ
パ
や
行
進
ラ
ッ
パ

が
会
場
で
響
く
中
、
元
自
衛
官

や
女
性
部
長
さ
ん
た
ち
に
参
加

し
て
頂
き
寸
劇
を
し
た
。

　

ラ
ッ
パ
の
音
楽
の
中
で
、
整

列
し
た
メ
ン
バ
ー
が
足
を
高
く

上
げ
て
手
を
大
き
く
振
っ
て
進

行
す
る
。

　

会
場
の
皆
さ
ん
に
、
敬
礼
。

　

小
川
副
会
長
さ
ん
が
、「
家

族
会
と
は
、
隊
員
が
災
害
派
遣

な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
時
、

家
に
残
さ
れ
た
奥
さ
ん
や
子
ど

も
達
の
安
否
を
確
認
し
て
隊
員

に
そ
の
様
子
を
伝
え
る
。
そ
こ

で
隊
員
は
安
心
し
て
仕
事
が
出

来
る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

頑
張
っ
て
い
る
限
り
私
た
ち
家

族
会
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
。」
と
大
き
な
声
で
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
ま
た
ま
た
、
ラ
ッ

パ
の
音
で
行
進
で
す
。

　

勿
論
、
私
が
先
頭
で
大
き
な

足
運
び
、
大
き
く
手
を
振
る
姿

を
見
て
、
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
の

お
客
様
は
大
爆
笑
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
、

幸
福
へ
の
道
を
行
進
し
て
行
き

ま
す
。
皆
様
へ
、
敬
礼
！

【
う
え
す
ぎ
・
よ
し
の
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
観
光
バ
ス
ガ
ー
ル
、あ
さ
ぎ
り
町
上
】 壮行会での演台の花作り（家族会女性部）

チャリティーショーでの家族会の寸劇
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建
築
み
て
あ
る
記
⑮

荒
瀬
ダ
ム
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
あ
る
く

　

 

森
山　

学

　

荒
瀬
ダ
ム
撤
去
が
完
工
に
近
づ
く
な

か
、
地
元
で
は
荒
瀬
ダ
ム
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス

の
再
活
用
策
が
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
現
在
休
館
中
の
荒
瀬
ダ
ム
ボ
ー

ト
ハ
ウ
ス
は
、
建
築
物
と
し
て
も
優
れ
た

施
設
で
あ
る
。
た
だ
し
建
築
物
は
使
わ
れ

て
な
ん
ぼ
。
再
び
い
き
い
き
と
し
た
本
来

の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
い
、
今
回
は

荒
瀬
ダ
ム
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
訪
ね
た
い
。

　

荒
瀬
ダ
ム
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
（
八
代
市

坂
本
町
葉
木
）
は
球
磨
川
右
岸
、
Ｊ
Ｒ

葉
木
駅
か
ら
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
。
か
つ

て
は
ダ
ム
湖
に
面
し
て
い
た
が
、
川
が
流

れ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
今
で
は
、
青
々

と
静
か
に
水
を
湛
え
て
い
た
か
つ
て
の
風

景
は
う
か
が
え
な
い
（
写
真
①
）。

　

荒
瀬
ダ
ム
湖
は
漕
艇
競
技
の
直
線

コ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ム

竣
工
の
五
年
後
に
は
、
第
十
五
回
熊
本

国
体
（
一
九
六
〇
）
の
漕
艇
競
技
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
国
体
直
前
に
創
部

さ
れ
た
、
近
隣
の
高
校
の
ボ
ー
ト
部
の
練

習
場
で
も
あ
っ
た
。

　

荒
瀬
ダ
ム
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
竣
工

は
、
第
五
四
回
く
ま
も
と
未
来
国
体

（
一
九
九
九
）
に
先
立
つ
一
九
九
五
年
。

や
は
り
国
体
競
技
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
以
来
、
ボ
ー
ト
部
な
ど
の
合
宿

研
修
施
設
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

　

そ
の
建
築
物
と
し
て
の
高
評
価

は
、
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推
進
賞

（
一
九
九
五
）、
木
材
利
用
大
型
施
設
コ

ン
ク
ー
ル
熊
本
県
賞
（
一
九
九
七
）、
優

写真① 対岸から見るボートハウス。ダム湖時代と違い水面は低い

登
り
切
り
、
尾
根
に
つ
く
。

　

こ
こ
か
ら
は
南
側
の
谷
か
ら
吹
き

上
げ
る
涼
し
い
風
を
受
け
な
が
ら
、

木
漏
れ
日
の
木
立
の
中
を
気
持
ち
よ

く
歩
く
。

　

南
山
犬
切
、
９
時
20
分
。
七
遍
巡

り
に
、
９
時
50
分
。

　

こ
こ
か
ら
下
っ

た
鞍
部
の
先
に
、

目
指
す
ト
リ
カ
ブ

ト
の
群
生
地
が
あ

る
。
去
年
は
少
し

遅
く
花
は
過
ぎ
て

い
た
が
、
さ
て
今
年
は
ど
う
か
な
と
、

期
待
し
て
遠
く
か
ら
目
を
こ
ら
し
て

見
た
が
花
が
見
え
な
い
。
そ
う
で
す

今
年
は
早
か
っ
た
の
で
す
。
花
は
ま

だ
少
な
く
つ
ぼ
み
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
し
つ
こ
く
花
を
探
し
て

写
真
撮
影
。
今
回
も
こ
の
群
生
地
で

引
き
返
し
、下
山
す
る
こ
と
に
し
た
。

途
中
11
時
ご
ろ
昼
食
に
し
ま
し
た
。

　

大
小
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
六
ヶ
所
く

ら
い
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
み
な
さ
ん

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

【
段
村
東
亜
】

ト
リ
カ
ブ
ト
は
ま
だ
つ
ぼ
み

　

今
日
は
９
人
、
車
２
台
で
人
吉
土

地
改
良
区
を
午
前
６
時
出
発
。
男
性

６
人
、
女
性
３
人
。

　

予
定
通
り
７
時
30
分
、
登
山
口

到
着
。
７
時
40
分
か
ら
登
り
は
じ
め

る
。
い
き
な
り
ト
ン
ネ
ル
横
の
急
坂

か
ら
。
15
分
ほ
ど
で
杉
林
の
急
坂
を

山に行こうよ！
「人吉球磨ハイキングクラブ」通信より

その❾

山
や ま い ん ぎ り

犬切
標高 1562 m
八代市泉町
　　〜七遍巡り
2017年 9月10日（日）
天候：晴れ
参加者：9名

七遍巡りにて

トリカブトの花
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に
球
磨
川
に
よ
り
そ
っ
て
建
つ
。
敷
地
制

約
か
ら
生
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
細
長
い
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
の
形
状
（
写
真
①
）
は
、
ま

る
で
船
の
よ
う
で
あ
り
、
特
に
ダ
ム
湖
時

代
に
は
湖
面
に
浮
か
ん
で
見
え
た
も
の
で

あ
る
。

　

船
の
印
象
を
強
め
て
い
る
の
は
、
そ
の

ま
っ
白
な
色
使
い
で
あ
る
。
清
潔
感
が
あ

り
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
で
、
客
船
の
よ
う
な
白

ペ
ン
キ
塗
装
は
、
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
ふ
さ

わ
し
い
。

　

こ
の
塗
装
面
の
ほ
と
ん
ど
は
木
部
で
あ

る
。
桂
氏
は
大
型
の
木
造
建
築
物
を
多

く
設
計
し
て
い
る
と
前
述
し
た
が
、
荒

瀬
ダ
ム
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
も
木
造
で
あ
る
。

そ
の
木
造
の
構
造
部
材
を
、
外
壁
な
ど

で
覆
い
隠
す
こ
と
は
せ
ず
に
さ
ら
け
出

し
、
そ
の
表
面
に
塗
装
し
て
い
る
の
で
あ

る
（
写
真
②
）。

　

そ
の
工
法
は
、柱
と
梁
で
組
み
上
げ
て
、

地
震
な
ど
の
水
平
力
に
耐
え
る
た
め
に
、

筋
違
い
と
よ
ば
れ
る
斜
め
の
部
材
を
柱
と

柱
の
間
に
挿
入
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
軸

組
工
法
と
よ
び
、
一
般
の
木
造
住
宅
と
同

じ
つ
く
り
方
で
あ
る
。

　

柱
と
柱
の
間
に
は
床
か
ら
天
井
ま
で
ガ

ラ
ス
が
は
め
こ
ま
れ
、
ガ
ラ
ス
に
は
木
製

の
窓
枠
や
横
桟
が
つ
く
。
こ
の
ガ
ラ
ス
の

内
側
に
筋
違
い
が
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
外

か
ら
で
も
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
る
。
ま
た

一
階
の
半
分
ほ
ど
は
ピ
ロ
テ
ィ
に
な
っ
て
い

て
、
ガ
ラ
ス
さ
え
も
な
く
吹
き
放
し
で
あ

る
（
写
真
③
）。

　

一
階
と
二
階
の
上
部
に
は
、
水
平
な
ひ

さ
し
が
周
囲
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。
寄
棟
造

の
屋
根
も
あ
る
の
だ
が
、
遠
く
か
ら
、
例

え
ば
対
岸
か
ら
見
れ
ば
確
認
で
き
る
も
の

の
（
写
真
①
）、
近
く
か
ら
見
上
げ
る
限

良
木
造
表
彰
施
設
・
木
材
利
用
推
進
中

央
協
議
会
会
長
賞
（
一
九
九
七
）、
く
ま

も
と
景
観
賞
（
一
九
九
八
）
の
受
賞
の

ほ
か
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
二
〇
〇
〇
シ
カ
ゴ
展

（
二
〇
〇
〇
）
に
招
待
展
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　

設
計
者
は
桂
英
昭
＋
Ａ
Ｉ
Ｒ
。
桂
氏

は
現
在
、
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
る
。
坂
本
町
の

球
磨
川
沿
い
に
あ
る
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
さ
か
も
と
館
」
も
同
氏
の
設
計
で
あ
り
、

流
域
で
は
、
湯
前
ま
ん
が
美
術
館
や
球

泉
洞
森
の
香
房
・
バ
イ
オ
館
な
ど
も
手

掛
け
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
型
の
木
造
建

築
物
で
あ
る
。

　

さ
て
現
地
を
訪
ね
て
み
る
と
、
い
か

に
細
長
い
敷
地
に
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
。
前
面
の
県
道
一
五
八
号
線
と
背
後
の

球
磨
川
護
岸
と
の
間
は
わ
ず
か
。
ま
さ写真② トイレ・浴室部分には外壁がある。この雁行する姿もいい

り
、
ひ
さ
し
に
隠
れ
、
そ
の
存
在
に
は
気

づ
か
な
い
。
水
平
な
ひ
さ
し
に
天
井
板
は

な
く
、
根
太
と
よ
ば
れ
る
部
材
が
水
平

に
飛
び
出
し
て
ひ
さ
し
を
支
え
て
い
る
の

が
見
え
る
（
写
真
②
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
細
長
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
に
水
平
の
横
桟
と
ひ
さ
し
を
用
い
る
こ

と
で
、
水
の
流
れ
の
よ
う
な
水
平
性
を
強

調
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ

を
柱
で
分
節
し
、
筋
違
い
を
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
つ
つ
も
、
柱
と
筋
違
い
を
反
復
し
続

け
る
こ
と
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
水
平
性

を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
船
と
見
立
て
る
な
ら
ば
、
舳
先

は
上
流
側
で
あ
る
（
写
真
④
）。
上
流
側

の
端
部
は
、
い
よ
い
よ
幅
が
狭
ま
っ
て
剣

先
状
に
な
り
（
そ
の
幅
わ
ず
か
一
間
！
）、

二
階
軒
高
は
他
よ
り
一
段
高
く
、
頂
部
に写真④ 舳先のような端部

写真③ ピロティ。柱に囲まれてベンチがある
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ガ
ラ
ス
の
箱
を
頂
く
。
そ
の
箱
は
甲
板
上

の
船
室
か
煙
突
の
よ
う
で
あ
る
。ま
た「
進

め
！　

上
流
へ
！
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、

建
物
自
体
が
前
の
め
り
に
突
進
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

建
物
内
部
は
、
玄
関
ポ
ー
チ
の
右
手

が
艇
庫
（
写
真
⑤
）、
左
手
が
研
修
エ
リ

ア
で
あ
る
。研
修
エ
リ
ア
一
階
に
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
二
階
に
は
和
室
（
写

真
⑥
）
な
ど
が
あ
り
、
川
側
の
長
い
廊

下
が
諸
室
を
結
ぶ
（
写
真
⑦
）。
屋
内
で

は
、
ガ
ラ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
壁
に
も
横

桟
が
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
る
。
天
井
も
、

天
井
板
が
張
ら
れ
て
い
な
い
た
め
根
太
が

見
え
て
い
る
。
横
桟
、
根
太
、
柱
、
筋

違
い
。
外
観
と
同
じ
く
水
平
性
が
強
調

さ
れ
、
長
い
廊
下
を
グ
ン
グ
ン
進
み
た
く

写真⑤ 白色にカラフルなカヌーが映える艇庫

写真⑥ 二階和室から廊下越しに見る球磨川

写真⑦ 二階の長い廊下。横桟のあるガラス戸から球磨川が見える

⑧
）。
ピ
ロ
テ
ィ
の
ベ
ン
チ
に

座
り
（
写
真
③
）、
仲
間
と

と
も
に
眺
め
る
の
も
い
い
だ

ろ
う
。

　

す
ぐ
近
く
の
県
道
脇
に
、

錆
び
た
手
す
り
で
囲
ま
れ

た
一
画
が
あ
る
。
ダ
ム
湖

時
代
の
小
さ
な
子
ど
も
用

プ
ー
ル
の
跡
だ
と
か
。
川
面

へ
近
づ
く
と
、
ダ
ム
湖
の
底

か
ら
復
活
し
た
、
ダ
ム
湖

以
前
の
石
積
み
護
岸
と
石

段
へ
と
至
る
。
周
辺
地
域
の

暮
ら
し
の
遍
歴
も
一
緒
に
味

わ
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

【
も
り
や
ま
・
ま
な
ぶ
／
高

専
教
員
、
一
級
建
築
士
、

八
代
市
】

な
る
。
色
も
床
以
外
は
白
で
あ
る
。

　

長
い
廊
下
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
望
む
球

磨
川
は
、
も
ち
ろ
ん
抜
群
で
あ
る
。
ガ
ラ

ス
戸
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
、
白
い
手
す

り
に
手
を
つ
き
眺
め
る
の
も
い
い
（
写
真

写真⑧ 一階廊下から白い手すりのベランダへ
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「
重
弧
文
長
頸
壺
だ
」

　

連
合
学
会
の
会
場
は
、
そ
ん
な
発
言
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
。
確
か
に
そ
う
だ

ろ
う
。
そ
も
そ
も
概
念
的
に
は
、
一
種
類

の
土
器
だ
け
で
土
器
様
式
と
見
做
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
が
考
古
学
の
常
識
だ
か
ら

だ
。

　

単
純
に
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
毎

で
、
あ
る
一
時
期
に
使
わ
れ
て
い
た
様
々

な
種
類
の
土
器
を
一
括
り
に
し
た
、
つ
ま
り

土
器
の
セ
ッ
ト
が
様
式
な
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
重
弧
文
土
器
＝
免
田
式
土
器
」

で
は
、
様
式
概
念
と
し
て
お
か
し
い
。
そ

う
い
う
雰
囲
気
が
会
場
に
漂
っ
て
い
た
わ
け

 （14）
球磨川筋の弥生時代⑭
八洲開発株式会社　木﨑文化財研究室長　木﨑康弘

くまがわすじの考古地誌

　
『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
第
七
二
五
号
の
「
球

磨
の
考
古
地
誌
三
七
」
を
「
免
田
式
バ
使

う
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
書
い
た

の
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
〇

月
七
日
の
こ
と
だ
っ
た
（
木
﨑
二
〇
一
二

ｂ
）。
そ
れ
は
、
一
九
八
四
（
昭
五
九
）
年

一
一
月
一
一
日
、
肥
後
考
古
学
会
と
鹿
児
島

県
考
古
学
会
の
連
合
学
会
で
の
出
来
事
を

取
り
上
げ
た
文
章
だ
。
そ
の
会
場
と
な
っ

た
の
が
人
吉
市
の
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
研
修

ホ
ー
ル
。
そ
こ
に
、少
し
甲
高
い
、「
皆
さ
ん
、

免
田
式
と
い
う
名
前
バ
使
う
て
く
だ
さ
い
」

の
声
が
響
い
た
の
だ
。

　
　
「
様
式
名
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い
」

（NO.175）

再
び
「
免
田
式
バ
使
う
て
く
だ
さ
い
」

で
、「
成
り
立
た
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
多

数
発
せ
ら
れ
た
の
も
至
極
当
然
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
会
場
に
い
た
高
田
素
次
は
、

違
っ
て
い
た
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年

の
『
考
古
学
』
第
八
巻
第
一
一
号
に
、
乙

益
重
隆
と
共
同
執
筆
し
た
「
肥
後
国
免
田

②
）。
高
田
自
身
が
学
界
・
学
会
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
た
土
器
で（
木
﨑
二
〇
一
二
ａ
）、

五
〇
年
近
く
付
き
合
っ
て
き
た
土
器
な
の

だ
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
郷
土
愛
の
象
徴

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
免
田
郷
土

研
究
会
の
機
関
紙
『
雑
誌　

郷
土
』
の
創

刊
号
に
寄
せ
て
く
れ
る
よ
う
、
高
田
か
ら

お
願
い
さ
れ
た
乙
益
の
エ
ッ
セ
ー
「
免
田
式

土
器
名
付
け
の
由
来
」（
乙
益
一
九
七
三
）

を
読
め
ば
よ
く
わ
か
る
こ
と
。
関
係
す
る

行
を
読
ん
で
み
よ
う
。

「
お
よ
そ
わ
が
国
の
弥
生
式
土
器

に
は
全
国
に
わ
た
っ
て
、
約
一
六
〇
種

に
の
ぼ
る
様
式
名
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
、
歴
と
し
た
独
立
町
村

名
を
付
し
た
土
器
様
式
は
、
免
田
式

土
器
だ
け
」

　

今
で
さ
え
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
免

田
町
は
消
滅
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、

あ
さ
ぎ
り
町
の
大
字
と
な
っ
て
「
免
田
」
は

町
本
目
遺
跡
出
土
の
弥
生
式
土
器
」（
高

田
・
乙
益
一
九
三
七
）（
写
真
①
）
と
い
う

お
題
の
論
文
も
し
か
り
。
東
京
日
本
橋
倶

楽
部
を
会
場
に
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）

年
一
月
八
日
に
開
か
れ
た
東
京
考
古
学
会

第
一
回
総
会
で
の
、「
重
弧
文
土
器
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
演
も
し
か
り
（
写
真写真①　高田素次の学会デビューの証
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述
部
分（
写
真
③
）か
ら
明
ら
か
な
こ
と
だ
。

要
す
る
に
、
免
田
式
土
器
に
様
式
概
念
が

無
い
と
い
う
の
は
、
勘
違
い
で
、
筋
違
い
な

の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
「
免
田
式
土
器
」
は
、
一
人

歩
き
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
重
弧
文
」
と

い
う
美
し
い
文
様
で
飾
ら
れ
、
そ
ろ
ば
ん

玉
の
胴
に
長
い
頸
を
付
け
た
、
独
特
な
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
重
弧
文
土
器
が
や
は
り
目

立
ち
す
ぎ
た
か
ら
だ
っ
た
。「
南
九
州
Ｂ
様

式
」と
し
て
始
ま
っ
た「
免
田
式
土
器
」
だ
っ

た
の
だ
が
、
そ
の
独
特
な
存
在
感
が
故
に
、

い
つ
し
か
「
免
田
式
土
器
＝
重
弧
文
土
器
」

と
の
認
識
が
一
般
化
さ
れ
、
定
着
し
て
い
っ

た
わ
け
だ
。
こ
こ
に
ま
た
、
免
田
式
土
器

に
関
わ
る
考
古
学
史
の
欠
落
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
筆
者
は
、「
免
田

式
土
器
」
を
新
た
に
使
用
し
な
お
す
こ
と

に
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）

　

高
田
に
と
っ
て
は
、
会
場
の
雰
囲
気
は

痛
か
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
雰
囲
気
に
い
た
た

ま
れ
ず
、
心
の
底
か
ら
の
、

絞
り
出
す
よ
う
に
発
せ
ら
れ

た
、
高
田
の
声
が
響
い
た
の

だ
。

　

免
田
式
土
器
が
一
般
に
重

弧
文
土
器
に
限
ら
れ
る
傾
向

に
あ
っ
た
の
は
、
確
か
な
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
傾
向
が
様
式
を
設
定
し

た
小
林
行
雄
の
思
惑
と
は
ほ

ど
遠
い
こ
と
も
ま
た
事
実
な

の
だ
。
そ
れ
は
、
南
九
州
の

Ｂ
様
式
の
脚
注
で
述
べ
た「
こ

の
様
式
の
土
器
の
特
に
発
達

し
て
ゐ
る
肥
後
国
球
摩
郡
免

田
地
方
に
ち
な
ん
で
免
田
式

の
名
称
を
用
ひ
た
い
（
略
）」

（
小
林
一
九
三
九
）
と
の
記

生
き
残
っ
て
い
る
。
郷
土
愛
の
素
地
は
、し
っ

か
り
と
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

写真②　高田素次の学界デビューの証　前列左から４人目が高田

年
五
月
か
ら
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
一

月
ま
で
行
っ
た
発
掘
し
た
山
鹿
市
蒲
生
・

上
の
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
（
熊
本

県
教
育
委
員
会
一
九
九
六
）
の
中
で
、
だ
っ

た
。

　

そ
こ
で
、高
田
と
一
緒
に
、再
び
叫
び
た
い
。

「
免
田
式
バ
使
う
て
く
だ
さ
い
」
と
。

【
引
用
参
考
文
献
】

乙
益
重
隆　

一
九
七
三　
「
免
田
式
土
器
名

付
け
の
由
来
」『
郷
土
』
創
刊
号

木
﨑
康
弘　

二
〇
一
二
ａ　
「
球
磨
の
考
古

地
誌
一
五　

高
田
素
次
の
学
界
・
学
会
デ

ビ
ュ
ー
」『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
第
七
〇
三
号

木
﨑
康
弘　

二
〇
一
二
ｂ　
「
球
磨
の
考
古

地
誌
三
七　

免
田
式
バ
使
う
て
く
だ
さ
い
」

『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
第
七
二
五
号

熊
本
県
教
育
委
員
会　

一
九
九
六　
『
蒲

生
・
上
の
原
遺
跡
―
県
営
農
業
基
盤
整
備

事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
―
』

小
林
行
雄　

一
九
三
九　
「
南
九
州
Ｂ
様
式

【
注
】（
一
）」『
弥
生
式
土
器
聚
成
図
録
』

写真③重弧文土器（左）と小林行雄の「免田式」の提唱（右）
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ウ
カ
ン
ボ
や
梶
紙
を
使
っ
て
人
形
を
作
り
、

種
籾
の
入
っ
た
カ
マ
ゲ
に
立
て
て
大
勢
の「
や

て
ー
ど
」
を
願
っ
た
。
暑
い
最
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
神
仏
の
堂
に
篭
も
っ
て
精
進
潔
斎
、

「
ど
う
ぞ
、
太
か
風
の
来
も
さ
ん
ご
と
。

ウ
ン
カ
ど
も
が
付
き
も
さ
ん
ご
と
」と
、祈
っ

た
の
で
し
た
。

　

ま
あ
そ
の
お
陰
と
、
百
姓
さ
ん
た
ち
の

努
力
や
工
夫
、
さ
ら
に
は
村
人
た
ち
の
協

力
で
、
こ
の
嬉
し
い
「
で
け
秋
」
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

　

今
で
は
農
機
具
か
ら
肥
料
や
農
薬
、
は

て
は
圃
場
整
備
な
ど
が
進
ん
だ
た
め
に
、

昔
の
よ
う
な
苦
労
は
随
分
と
軽
減
さ
れ

て
き
た
。
腰
の
つ
ん
切
る
る
ご
と
痛
か
っ
た

「
刈
っ
倒
し
」
や
ら
「
小
手
く
び
り
」、
更

に
は
月
の
明
か
り
ま
で
頼
ん
で
の
「
竿
掛

け
」。
庭
に
ム
シ
ロ
を
広
げ
天
気
を
気
に
し

な
が
ら
の
籾
干
、
び
ん
た
か
ら
ホ
コ
リ
を

の
手
が
欲
し
い
。
田
の
草
取
り
か
ら
稲
刈

り
も
同
じ
こ
と
。

　

ま
た
稔
り
ま
で
の
途
中
に
は
、
恐
ろ
し
い

風
水
害
や
病
虫
害
が
待
ち
受
け
て
い
る
。

と
に
か
く
〝
む
き
出
し
〟
の
自
然
の
中
で

の
仕
事
と
あ
っ
て
み
れ
ば
、
至
極
当
然
の
こ

と
。
そ
れ
を
少
し
で
も
避
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
れ

ら
を
逆
に
生
か
す
方
法
は
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
と
、
農
家
の
思
い
や
願
い
は
、
そ
れ
こ

そ
真
剣
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
祈
り
や
訴
え
の
場
が
小
正

月
の
「
シ
ュ
ン
ナ
メ
ジ
ョ
」
や
、
夏
祭
り
の

「
ろ
っ
が
っ
ど
う
（
六
月
篭
）」。
人
々
は
コ

　

古
来
球
磨
・
人
吉
地
方
で
は
、
米
の
収

穫
期
で
あ
る
今
ご
ろ
の
こ
と
を
「
で
け
秋
」

と
呼
び
、
村
々
町
々
の
神
様
た
ち
に
も
神

殿
か
ら
お
出
ま
し
を
願
い
、
そ
の
喜
び
と

感
謝
の
意
を
、「
祭
り
」
と
し
て
表
現
し
て

き
た
の
で
し
た
。
人
吉
の
青
井
さ
ん
や
岩

屋
さ
ん
、
多
良
木
の
天
神
さ
ん
や
エ
ベ
っ
さ

ん
等
な
ど
。

　

な
に
し
ろ
そ
の
字
が
示
す
通
り
、

八
十
八
も
の
手
間
を
か
け
て
、
よ
う
や
く

稔
り
を
迎
え
る
の
が
米
。
し
か
も
従
来
の

水
田
耕
作
は
、
せ
い
ぜ
い
牛
馬
に
頼
る
他
す

べ
て
が
人
手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。

こ
と
に
田
植
え
な
ど
に
は
、
一
人
で
も
多
く

方
言
を
味
わ
う
⑰

供
米
代
ゃ
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
た
な
り

　

 

前
田
一
洋

う
ち
か
ぶ
っ
て
の
籾
す
り
。

　

こ
う
し
苦
労
が
ま
る
で
ウ
ソ
の
よ
う
に
解

消
さ
れ
、
ど
ろ
こ
ろ
す
れ
ば
〝
県
庁
行
き
〟

の
服
装
で
、
コ
ン
バ
イ
ン
に
乗
っ
て
田
植
え

か
ら
収
穫
ま
で
出
来
る
よ
う
に
。
広
い
田

を
作
る
と
こ
ろ
で
は
、
機
械
が
刈
り
取
り

か
ら
、
袋
詰
め
ま
で
し
て
く
れ
る
。「
な
ん

ち
ゅ
う
楽
に
な
っ
た
も
ん
じ
ゃ
れ
ろ
極
楽
極

楽
」
と
。

　

そ
う
は
言
い
な
が
ら
も
自
由
化
に
よ
る

米
価
の
不
安
定
、
農
業
人
口
の
高
齢
化
、

そ
し
て
後
継
者
難
な
ど
と
農
村
を
取
り
巻

く
情
勢
は
至
っ
て
厳
し
い
。
か
つ
て
は
小
作

料
や
供
出
に
泣
か
さ
れ
、
今
に
な
っ
て
も
泣

き
通
し
で
は
な
い
か
。「
あ
あ
、
百
姓
仕
事

ど
ま
早
よ
う
っ
ち
ゃ
み
ゅ
う
ご
た
る
」、
そ

ん
な
嘆
き
が
方
々
で
聞
か
れ
る
の
も
無
理

か
ら
ぬ
こ
と
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
も
う
ち
ょ
い
辛
抱
し
て
み
て
は

如
何
。
や
が
て
は
新
た
な
科
学
技
術
の
進

展
で
、
梅
雨
時
の
雨
量
や
気
温
調
整
か
ら
、

台
風
の
進
路
変
更
ま
で
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

農
家
に
と
っ
て
迷
惑
千
万
で
あ
っ
た
害
虫
や

病
気
、
そ
れ
ら
が
な
ん
と
肥
料
化
さ
れ
る

ま
で
に
な
る
の
で
す
よ
。
そ
し
て
「
で
け
秋
」

に
な
る
と
一
々
農
協
に
貯
金
を
下
ろ
し
に
行

か
な
く
て
も
、
コ
ン
バ
イ
ン
が
刈
り
取
っ
て
、

そ
れ
を
袋
詰
め
に
し
た
籾
ど
こ
ろ
か
、
現

金
の
札
束
に
な
し
て
ド
サ
ッ
ド
サ
ッ
と
、
運

転
席
に
積
み
上
げ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
聞
き
捨
て
な
ら
ぬ
一
大
事
、
そ
う

な
っ
た
時
の
話
を
是
非
伺
っ
て
み
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
こ
よ
う
ち
ゃ
な
ァ
、
ま
だ
暗
か
う
ち
か

ら
ア
シ
ナ
カ
踏
ん
で
、
水
の
見
回
り
じ
ゃ
っ

た
で
。
蚊
や
ら
虻あ

ぶ

の
く
ろ
て
、
ゆ
う
と
ヌ
ス

こ
っ
じ
ゃ
な
か
っ
た
」

　
「
さ
い
ば
た
い
、
雨
の
日
に
ゃ
ミ
ノ
着
て

タ
カ
ン
バ
チ
か
ぶ
っ
て
じ
ゃ
っ
た
で
ま
い
。
照

れ
ば
照
っ
た
で
湯
の
ぐ
た
る
田
ん
中
で
草
取

り
。手
ま
ぜ
し
お
れ
ば
稲
穂
で
目
つ
く
じ
る
、

足
に
ゃ
ビ
ル
の
し
ゅ
っ
つ
く
ち
ゅ
う
た
ふ
や

で
、
な
ん
ぎ
な
こ
と
じ
ゃ
っ
た
」

　
「
そ
い
ど
ん
今
は
ゆ
う
な
っ
た
も
ん
、
家

ん
中
か
ら
リ
モ
コ
ン
一
ち
ょ
で
田
植
え
か
ら

シ
ノ
ま
で
、
い
っ
そ
で
く
っ
げ
し
な
っ
た
で

な
。
そ
し
て
、
お
い
ぎ
ゃ
へ
ん
な
、
去
年
お

と
ど
し
の
供
米
代
（
ま
だ
こ
ん
な
用
語
が

残
っ
て
い
て
感
動
！
）
も
使
う
ち
ゃ
し
ま
え

ん
じ
に
、
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
た
な
り
じ
ゃ
っ
が

な
」

　
「
ほ
ん
と
ん
長
生
き
ゃ
し
て
み
ら
ん
ば
ん

ば
い
。
こ
ぎ
ゃ
の
良
か
世
ん
中
ち
ゅ
う
は
、

夢
の
ご
た
る
」

【
ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
／
人
吉
市
】
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人
吉
・
球
磨
の
皆
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で

す
。
平
成
21
年
～
23
年
度
に
人
吉
市
内
で

勤
務
し
て
い
ま
し
た
廣
松
で
す
。
人
吉
を

出
て
か
ら
も
う
す
で
に
６
年
も
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
３
年
間
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
今
は
転
勤
で
福
岡
の
ほ
う
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
今
で
も
心
の
ふ
る
さ

と
と
し
て
人
吉
・
球
磨
の
風
景
が
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
の
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
そ

か
ら
来
た
も
の
に
と
っ
て
は
美
し
さ
、
や
す

ら
ぎ
、
安
心
感
を
も
た
ら
す
最
高
の
本
物

の
素
材
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。〝
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
が
あ
ふ
れ
で
る
街
〟
と
自
分

勝
手
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、
や
っ
て
く
る
お

客
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

は
、
３
年
間
過
ご
し
て
感
じ
た
人
吉
・
球

磨
の
魅
力
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

人
吉
・
球
磨
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
、

清
流
球
磨
川
が
街
の
真
ん
中
を
流
れ
て
お

り
、
高
く
さ
え
ぎ
る
も
の
が
無
く
、
街
と

川
の
一
体
感
が
あ
り
、
そ
の
川
沿
い
の
河
川

通
路
か
ら
見
ら
れ
る
水
量
豊
か
な
清
流
に

魅
了
さ
れ
る
。

　

ま
ず
は
、
小
高
い
人
吉
城
跡
に
上
っ
て

高
い
石
垣
沿
い
に
あ
る
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け

る
。
高
い
視
点
か
ら
大
き
な
球
磨
川
の
水

面
が
心
地
よ
く
広
が
る
。
球
磨
川
下
り
の

舟
が
ゆ
っ
く
り
と
往
来
し
、
転
落
防
止
柵

な
ど
何
も
な
い
そ
の
無
防
備
さ
と
相
ま
っ

て
開
放
感
か
ら
か
心
が
や
す
ま
る
。
ず
っ

と
座
っ
て
い
た
い
、
時
の
流
れ
が
ゆ
っ
く
り

と
進
ん
で
い
る
よ
う
な
そ
ん
な
感
覚
に
な

る
。
遠
い
昔
か
ら
続
く
で
あ
ろ
う
こ
の
風

心
が
や
す
ら
ぐ
人
吉
・
球
磨

　

 

国
土
交
通
省
八
代
河
川
国
道
事
務
所　

元
人
吉
出
張
所
長　

廣
松
洋
一

人吉城跡から球磨川を望む。最高の眺望

川
水
浴
が
夏
休
み
に
行
わ
れ
て
い
る
。
地

元
の
素
材
を
活
か
し
た
大
人
と
子
供
が
楽

し
む
活
動
で
あ
り
、「
健
全
な
街
だ
な
あ
。」

と
感
じ
る
風
景
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

ま
た
、
散
策
と
セ
ッ
ト
で
く
つ
ろ
ぎ
た

い
の
が
立
ち
寄
り
の
温
泉
で
あ
る
。
昭
和

レ
ト
ロ
を
感
じ
る
い
に
し
え
度
抜
群
の
２

〜
３
０
０
円
く
ら
い
で
は
い
れ
る
温
泉
が

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
特
に
休
み
の
昼
間
か

ら
の
ん
び
り
は
い
る
と
幸
せ
な
気
分
に
な

る
。
こ
の
ず
っ
と
昭
和
初
期
か
ら
つ
づ
く
人

吉
の
良
さ
が
味
わ
え
る
。

　

さ
ら
に
、
人
吉
か
ら
球
磨
川
上
流
に

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
す
と
清
流
日
本
一
の
川

辺
川
が
球
磨
川
に
注
ぐ
。
川
辺
川
の
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
鮮
や
か
な
水
の
色
に

驚
く
。
な
ん
て
美
し
い
水
な
ん
だ
ろ
う
。

　

こ
の
川
辺
川
か
ら
中
川
原
公
園
ま
で
、

カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
を
地
元
の
愛
好
者
の

ぜ
い
た
く
な
空
間
な
ん
で
あ
ろ
う
。
休
日

は
野
外
テ
ン
ト
が
建
ち
並
び
ア
ウ
ト
ド
ア

の
達
人
た
ち
を
魅
了
し
て
い
る
。
県
外
か

ら
来
る
人
で
構
成
さ
れ
た
中
川
原
公
園
の

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
も
あ
る
と
聞
く
。

　

散
策
途
中
に
川
沿
い
の
カ
フ
ェ
に
立
ち
寄

る
。
大
き
く
開
い
た
窓
の
あ
る
カ
ウ
ン
タ
ー

か
ら
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
見
な
が
ら
、
聞
き

な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。
地
元
に
こ
だ

わ
る
ス
ロ
ー
カ
フ
ェ
「
人
吉
が
も
っ
と
好
き

に
な
る
カ
フ
ェ
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
あ
る
。

本
当
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
た
地
区
の
子
供
会
の
活
動
の
一
環
で
、

情
は
最
高
で
あ
る
。
一
番
真
っ
先
に
案
内
し

た
い
場
所
で
あ
る
。

　

人
吉
城
跡
か
ら
水
の
手
橋
を
渡
り
、
河

川
通
路
を
歩
い
て
人
吉
大
橋
に
た
た
ず

む
。
散
策
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し

て
か
大
き
な
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
歩
道
の
デ
ッ
キ
か
ら
見
え
る
球
磨
川

の
清
流
が
織
り
な
す
風
景
が
す
ば
ら
し

い
。
そ
し
て
川
の
真
ん
中
に
中
川
原
公
園

が
あ
る
。
大
き
な
樹
木
が
数
本
そ
び
え
、

そ
の
木
陰
に
入
り
球
磨
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を

聞
く
と
本
当
に
気
持
ち
が
良
い
。
な
ん
と

新町自治会の川水浴

昭和初期からある元湯温泉

球磨川と中川原公園
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び
り
・
ゆ
っ
く
り
・
ゆ
っ
た
り
」
し
た
い
「
何

日
も
ひ
た
っ
て
い
た
い
。」
と
い
う
、
そ
ん

な
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
桃
源
郷
の
街
で
あ

る
。
福
岡
に
住
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

も
た
ま
に
人
吉
・
球
磨
に
や
す
ら
ぎ
を
も

ら
い
に
訪
れ
た
い
。

【
ひ
ろ
ま
つ
・
よ
う
い
ち
／
福
岡
市
】

自
転
車
を
く
ま
川
鉄
道
に
乗
せ
て
疲
れ
た

体
を
癒
や
し
な
が
ら
帰
る
。
球
磨
地
方
の

田
園
風
景
を
見
な
が
ら
の
鉄
道
の
旅
と
の

セ
ッ
ト
が
実
に
い
い
。
ま
た
、
木
上
駅
か

ら
歩
い
て
す
ぐ
こ
の
河
川
敷
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
の
無
人
の
駅
が
し
ぶ
い
。

旅
番
組
に
で
て
く
る
よ
う
な
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
た
た
ず

む
と
味
わ
い
深
い
。

　

ま
だ
ま
だ
語
り
尽
く
せ
な
い
人
吉
・
球

磨
の
魅
力
で
あ
る
が
、
特
別
な
観
光
整
備

な
ど
い
ら
な
い
、

ど
こ
も
真
似
が

で
き
な
い
本
物

の
素
材
が
あ
り
、

観
光
地
と
し
て

の
潜
在
的
な
の

び
し
ろ
を
感
じ

さ
せ
る
。「
の
ん

皆
さ
ん
が
や
っ
て
い
る
。
一
度
カ
ヌ
ー
に
乗

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る

気
持
ち
の
よ
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
上
流
に
上
る
と
、
５
月

に
錦
町
の
広
大
な
球
磨
川
河
川
敷
に
咲
く

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
に
出
合
え
る
。
こ
こ
に
し
か

な
い
野
生
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
る
。
球
磨
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
人
吉
か
ら
自
転

車
で
来
る
と
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
甘
い
香

り
の
中
を
ず
っ
と
身
近
に
通
る
こ
と
が
で

き
る
。
最
高
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
帰
り
は

球磨川河川敷ツクシイバラの群生

球磨川カヌーツーリング　人吉城跡
付近の大きな水面

清流川辺川。鮮やかなエメラルドグ
リーン

その❹

ん
が
動
き
だ
せ
ば
、
セ
キ
タ
ン
ガ
ン
ご

め
ぇ
ば
ち
ぐ
っ
て
、
イ
ゲ
ム
シ
ん
似
と
っ

ム
シ
ば
ひ
り
ゃ
じ
ぁ
て
、
こ
ん
だ
ぁ
イ
モ

ゴ
は
っ
か
り
ん
中
き
ゃ
入
れ
て
、
暗
か

と
け
ぇ
置
い
て
う
ぇ
て
、
い
っ
し
こ
ず
つ

イ
ヲ
釣
っ
ぎ
ゃ
持
っ
て
行
き
お
っ
た
。

　

ミ
ノ
ム
シ

　

木
の
葉
ん
青
々
し
と
っ
頃
れ
に
ゃ
、

ど
け
ぇ
お
っ
か
も
一
ち
ょ
ん
判
ら
じ
ゃ
っ

た
い
ど
ん
が
、
木
の
葉
ん
つ
こ
け
て
枝

ば
っ
か
り
ん
ひ
な
れ
ば
、
小
み
ん
か
枝

ん
ぐ
た
っ
と
ば
寄
せ
集
め
た
く
た
っ
と

の
ブ
ラ
下
が
っ
と
っ
と
が
、
ミ
ノ
ム
シ
ん

巣
で
、
メ
ッ
チ
ョ
（
メ
ス
）
は
一
ち
ょ
も

そ
ん
巣
か
ら
外
て
に
ゃ
出
ら
じ
に
ゃ
お
っ

と
げ
な
ぁ
で
、
ど
ぎ
ゃ
ぁ
し
て
子
ど
ん
の

出
来
っ
と
か
不
思
議
で
な
ん
じ
ゃ
っ
た
。

　

こ
ん
ミ
ノ
ム
シ
ゃ
ぁ
冬
で
ん
ブ
ラ
下

が
っ
と
っ
た
で
、
寒
ん
か
時
ん
イ
ヲ
釣

り
に
ゃ
、
持
っ
て
こ
ぃ
ん
餌
じ
ゃ
っ
た
で
、

巣
ん
ま
ま
集
め
っ
か
ら
イ
を
釣
り
ん
行

た
ぁ
て
、
餌
ば
付
く
っ
時
ん
「
ミ
ノ
ム

シ
サ
ン
・
ミ
ノ
ム
シ
さ
ん
・
出
て
き
や
ぃ

よ
・
出
て
こ
ん
ば
・
わ
い
が
家
は
・
び
っ

し
ゃ
ぐ
ば
い
」
て
言
い
な
が
ら
、
巣
の

下
ん
方
か
ら
親
指
と
人
差
し
指
で
も
み

上
ぐ
れ
ば
、ミ
ノ
ム
シ
ゃ
ぁ
ノ
ソ
ッ
と
や
っ

て
つ
ら
出
す
で
、
そ
こ
ば
巣
か
ら
引
き

抜
ぃ
て
餌
ん
し
お
っ
た
。

【
ま
つ
ふ
ね
・
ひ
ろ
み
つ
／
青
井
阿
蘇

神
社
・
文
化
苑
「
童
遊
館
」】

　

ド
ン
グ
リ
ム
シ

　

ド
ン
グ
リ
ん
木
の
実
ば
、
ず
び
ゃ
ぁ

ひ
る
っ
き
と
っ
さ
み
ゃ
、
セ
キ
タ
ン
ガ
ン

の
中
き
ゃ
イ
モ
ゴ
（
ア
カ
ホ
ヤ
）
ば
二

寸
ぐ
り
ゃ
敷
い
て
、
そ
ん
の
上
ん
ド
ン

グ
リ
ば
並
べ
っ
か
ら
、
又
イ
モ
ゴ
ば
敷
い

て
、
そ
ん
の
上
ん
ド
ン
グ
リ
ば
並
べ
し
、

こ
っ
ば
何
回
か
し
て
薄
暗
か
所
け
ぇ
置

い
て
う
ぇ
て
、
温
く
ぅ
な
っ
て
出
ゃ
ぁ
て

見
れ
ば
、
ド
ン
グ
リ
ん
産
み
付
け
ら
れ

と
っ
た
卵
は
、
ド
ン
グ
リ
ん
実
ば
食
う

て
殻
ば
食
い
破
っ
て
、
イ
モ
ゴ
ん
中
き
ゃ

く
じ
っ
と
っ
た
で
、
温
ぅ
な
っ
て
イ
ヲ
ど

絵と文／松舟博満
おっとわっとあすび その❾
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あ
、
よ
か
気
持
ち
〟
と
喜
ん
で
く
れ
た
。
腹

が
パ
ン
パ
ン
に
膨
れ
、
脚
も
異
常
に
む
く
ん

で
い
た
。
そ
こ
を
同
じ
く
手
の
平
で
さ
す
っ
て

あ
げ
る
と
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
眠
り
に
落
ち

て
行
っ
た
。

　
「
精
一
、
勝
清
が
眠
っ
て
い
る
う
ち
に
帰
ん

な
い
」
と
お
み
ち
お
ば
さ
ん
に
言
わ
れ
、「
勝

清
お
じ
さ
ん
が
目
覚
め
て
か
ら
気
の
毒
っ
か
」

と
言
い
つ
つ
そ
っ
と
病
室
を
出
た
も
の
だ
っ

た
。

　

勝
清
が
逝
っ
た
翌
年
〝
お
み
ち
お
ば
さ
ん
〟

は
「
文
藝
春
秋
」
五
月
号
に
追
悼
の
文
章
を

発
表
し
た
。
わ
ず
か
九
ペ
ー
ジ
の
小
編
な
が

ら
何
度
読
ん
で
も
胸
が
熱
く
な
る
。
弟
へ
の

愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
勝
清
像
が
活
写
さ
れ
て

い
る
。
勝
清
の
波
乱
万
丈
の
生
涯
が
み
ご
と

に
描
か
れ
た
珠
玉
の
文
章
だ
と
思
う
。

　

十
一
月
に
な
る
と
書
棚
か
ら
こ
の
本
を
取

り
出
し
、
勝
清
お
じ
さ
ん
を
、
そ
し
て
お
み

「文藝春秋」
1966 年 5月号

ち
お
ば
さ
ん
を
偲
ん
で
い
る
。

　

そ
の
文
章
の
掉ち

ょ
う
び尾
に
こ
う
あ
る
。

　
「
死
の
近
き
を
知
っ
た
と
き
、弟
は
こ
の
『
故

里
の
山
』
を
見
て
死
に
た
い
と
、
医
者
や
看

護
婦
の
と
め
る
の
も
き
か
ず
、
熊
本
の
大
学

病
院
か
ら
故
郷
人
吉
市
の
病
院
に
転
じ
た
。

（
中
略
）
人
吉
の
病
院
で
は
、
絶
望
を
伝
え

ら
れ
な
が
ら
、
三
ヵ
月
生
命
を
長
ら
え
た
。

医
者
で
さ
え
奇
跡
で
あ
る
と
不
思
議
が
り
、

ま
っ
た
く
の
精
神
力
だ
と
賞
賛
し
た
。
こ
の

精
神
力
で
、
弟
は
最
後
ま
で
武
蔵
に
負
け
じ

と
筆
を
と
っ
て
い
た
。
見
え
ぬ
眼
と
力
な
い

手
を
動
か
し
つ
づ
け
た
弟
は
、
生
死
の
境
を

彷
徨
し
な
が
ら
も
、『
民
俗
主
義
文
学
論
』『
武

蔵
は
生
き
て
い
る
』
等
を
書
き
上
げ
た
の
で

あ
る
。
い
ま
私
は
、生
ま
れ
て
は
じ
め
て
、あ
っ

ぱ
れ
で
あ
る
と
弟
を
賞
め
て
あ
げ
た
い
」。

【
う
え
だ
・
せ
い
い
ち
／
人
吉
映
画
セ
ン

タ
ー
代
表
、
人
吉
市
】

（
１
９
６
５
年
）
の
あ
の
日
を
思
い
出
す
。

　

晴
山
の
自
宅
で
の
通
夜
に
五
木
村
宮
園
か

ら
125
㏄
の
単
車
を
飛
ば
し
た
。
遅
く
ま
で
通

夜
の
酒
を
飲
ん
だ
。
お
み
ち
お
ば
さ
ん
（
と

母
に
な
ら
っ
て
そ
う
呼
ん
だ
）
が
、「
精
一
は

大
学
病
院
に
も
よ
う
来
て
く
れ
た
ね
。
勝
清

は
あ
ん
た
が
来
っ
と
ば
待
っ
と
ら
し
た
も
ん
な

あ
。
精
一
は
あ
ん
ま
の
上
手
と
言
う
て
な
あ
。

手
塚
病
院
に
も
何
遍
も
来
て
も
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
な
あ
」
と
礼
を
言
っ
た
。

　

痩
せ
お
と
ろ
え
た
身
体
は
ま
さ
に
骨
と
皮

ば
か
り
。
も
む
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
た
だ

わ
ず
か
に
残
る
肩
や
腰
の
筋
肉
に
は
し
こ
り

が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
手
の
平
で
さ
す
る
と
〝
あ

藝
春
秋
」
'66
・
５
月
号
）
の
中
で
そ
の
最
期

の
様
子
を
こ
う
綴
る
。

　
「
弟
は
静
か
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。
痙
攣
も

な
く
、
痰
も
つ
ま
ら
ず
、
い
つ
も
の
人
な
つ
っ

こ
い
顔
の
ま
ま
、
あ
の
世
に
去
っ
て
い
っ
た
。

剣
の
武
蔵
を
慕
い
な
が
ら
、
今
様
武
蔵
と
し

て
従
容
と
し
て
死
を
迎
え
た
弟
︱
小
山
勝
清

を
私
は
尊
く
思
う
。
勝
清
は
武
蔵
に
自
分
の

生
き
甲
斐
を
見
つ
け
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
」。

　

私
が
勝
清
の
死
を
知
っ
た
の
は
二
女
の
郁

子
ち
ゃ
ん
（
母
が
そ
う
呼
ん
で
い
た
の
で
私

も
そ
れ
に
な
ら
う
）
か
ら
の
学
校
（
当
時
五

木
二
中
勤
務
）
へ
の
電
話
だ
っ
た
。

　
「
父
が
今
朝
と
う
と
う
亡
く
な
っ
た
よ
。
眠

る
よ
う
に
逝
っ
た
の
が
せ
め
て
も
の
救
い
よ
」

と
泣
き
な
が
ら
伝
え
て
き
た
。
そ
の
数
日
前

に
病
室
を
訪
ね
て
い
た
私
は
「
あ
あ
、
つ
い

に
亡
く
な
っ
た
か
」
と
胸
に
ぽ
か
ん
と
穴
が

空
い
た
よ
う
な
思
い
に
な
っ
た
五
十
二
年
前

祥
月
命
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
勝
清
は
母
の
叔

父
、
私
の
祖
母
チ
ヤ
の
末
弟
だ
。
母
が
〝
勝

清
叔
父
さ
ん
〟
と
呼
ん
で
い
た
の
で
私
た
ち

子
ど
も
も
皆
〝
勝
清
お
じ
さ
ん
〟
と
呼
ん
で

親
し
ん
で
い
た
。

　

人
吉
橋
の
際
に
あ
る
手
塚
病
院
の
前
を
通

る
と
き
、
ふ
と
道
路
側
か
ら
二
階
を
見
上
げ

る
の
が
な
ら
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

勝
清
は
こ
の
病
院
で
二
十
六
日
午
後
八
時

に
亡
く
な
っ
た
。
勝
清
の
最
期
を
看
取
っ
た

勝
清
の
す
ぐ
上
の
姉
、
川
邉
み
ち
（
当
時
、

熊
本
県
教
育
委
員
長
）
は
「
も
う
一
人
の
武

蔵
ガ
ン
に
死
す
︱
流
転
放
浪
、
真
実
を
求
め

つ
づ
け
た
作
家
・
小
山
勝
清
の
面
影
」（「
文

　

毎
年
十
一
月
に
な
る
と
大
叔
父
小
山
勝
清

の
こ
と
を
思
い
出
す
。
二
十
六
日
が
勝
清
の

小
山
勝
清 

生
誕
一
二
〇
年
特
集 

⑨

実
姉
・
川
邉
み
ち
が
つ
づ
る

小
山
勝
清
の
最
期　
　
　
　

  

上
田
精
一

熊大病院入院中の勝清（1964 年）
小山勝樹著『父から息子へ』より
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人
高
第
三
回
卒
業
生
喜
寿

記
念
文
集
「
世
紀
を
越
え

て
Ⅱ
」（
２
０
１
０
年
発
行
）

よ
り

　

中
二
階
の
仲
間
た
ち

福
田 

昇
八

　

五
十
歳
の
頃
か
ら
私
は
四
時
起
き
に
な
っ
た
。
庭
に
出
て
星
を

眺
め
な
が
ら
屈
伸
運
動
を
し
、
神
佛
を
拝
ん
で
机
に
向
か
い
、
英

書
を
広
げ
て
一
仕
事
す
る
。
毎
日
が
日
曜
日
に
な
っ
た
今
も
、
昼

ま
で
は
英
語
と
暮
ら
す
日
々
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
英
語

と
の
関
わ
り
の
源
流
を
た
ど
れ
ば
、
そ
れ
は
木
造
二
階
建
て
人
吉

高
校
本
館
の
中
央
に
、
ひ
っ
そ
り
と
頭
を
出
し
て
い
た
中
二
階
の

部
室
に
さ
か
の
ぼ
る
。
喜
寿
の
年
を
迎
え
、
こ
こ
に
あ
の
懐
か
し

き
日
々
の
こ
と
を
記
し
て
み
よ
う
。

　

人
は
誰
で
も
運
の
女
神
と
出
逢
う
が
、
そ
れ
を
掴
ま
え
る
か
ど

う
か
は
本
人
次
第
の
よ
う
だ
。
西
洋
で
は
、
運
の
女
神
の
頭
は
後

ろ
が
禿
げ
て
い
る
の
で
、
一
度
通
り
過
ぎ
た
ら
捉
え
ら
れ
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
英
語
で
は
、「
運
を
前
髪
で
捉
え
る
」

と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
私
の
場
合
、
終
戦
の
翌
年
か
ら
放
送
が

始
ま
っ
た
平
川
唯
一
講
師
の
英
語
会
話
講
座
が
高
校
卒
業
の
年
ま

で
続
い
た
こ
と
、
こ
れ
が
最
初
の
運
で
あ
っ
た
。
私
は
あ
の
好
機

を
前
髪
で
捉
ま
え
た
。
そ
れ
が
わ
が
将
来
を
決
め
た
。
こ
れ
か
ら

は
何
事
を
す
る
に
も
英
語
が
話
せ
な
く
て
は
話
に
な
ら
ぬ
時
代
に

な
る
。
大
学
は
東
京
に
行
こ
う
、
東
京
の
者
は
み
な
英
語
が
話

せ
る
だ
ろ
う
か
ら
負
け
て
は
な
ら
ぬ
。
私
は
そ
う
思
い
込
ん
で
い

た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
田
舎
者
に
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、

口
ま
ね
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
誰
で
も
英
語
は
し
ゃ
べ
れ
る
ん
で
す

よ
」
と
語
り
か
け
る
カ
ム
カ
ム
小
父
さ
ん
こ
と
平
川
先
生
の
声
は
、

正
に
干
天
の
慈
雨
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
れ
を
フ
ル
に
利
用
し
た
。

夕
方
十
五
分
間
の
放
送
を
、
停
電
で
ラ
ジ
オ
が
聴
け
な
い
時
以
外

は
一
度
も
逃
さ
ず
聴
い
た
。

　

い
つ
か
兄
弟
揃
っ
て
筍
掘
り
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
歩
い
て

一
時
間
ほ
ど
の
所
の
竹
山
だ
が
、
帰
る
時
に
な
っ
て
気
づ
く
と
、

　

人
吉
市
出
身
で
熊
本
大
学
名

誉
教
授
の
福
田
昇
八
さ
ん
（
84
）

＝
熊
本
市
＝
は
こ
の
ほ
ど
、
日

本
翻
訳
家
協
会
が
主
催
す
る
文

学
賞
「
日
本
翻
訳
文
化
賞
」
を

受
賞
し
た
。

　

福
田
さ
ん
は
終
戦
直
後
の
人

吉
高
校
生
の
時
、
英
語
ク
ラ
ブ

を
創
設
し
て
後
輩
を
指
導
す
る

な
ど
、
頭
角
を
現
し
て
い
た
。 

　

今
回
は
九
州
大
学
出
版
会
か

ら
刊
行
さ
れ
た
「
韻
文
訳
︱
妖

精
の
女
王
」
で
の
受
賞
で
、
原

詩
の
行
の
音
節
数
を
七
五
調
に

置
き
換
え
、
原
詩
の
行
の
長
さ

と
韻
律
の
響
き
を
忠
実
に
反
映

さ
せ
て
い
る
。
原
詩
の
意
味
を

伝
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
音
楽

的
リ
ズ
ム
で
読
者
を
楽
し
ま
せ

る
日
本
語
へ
の
訳
出
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。 

　

10
月
20
日
に
は
東
京
都
で
表

彰
式
も
行
わ
れ
た
。

　

本
誌
で
は
今
回
の
福
田
昇

八
さ
ん
の
受
賞
を
記
念
し
て
、

人
吉
高
校
時
代
の
こ
と
や
翻
訳

に
関
し
て
綴
ら
れ
た
一
文
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
福

田
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

お
届
け
く
だ
さ
れ
ば
、
幸
い
で

す
。　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
）

《
福
田
昇
八
氏
略
歴
》

　

１
９
３
３
年
人
吉
生
ま
れ
（
人
吉
高
校
３
期
生
）。
東
京
大

学
文
学
部
英
文
科
卒
業
。
熊
本
大
学
教
養
部
助
教
授
、
熊
本

大
学
教
育
学
部
教
授
な
ど
を
歴
任
、
そ
の
間
米
国
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
大
学
院
留
学
、
英
国
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
研
修
な
ど

の
経
歴
も
あ
る
英
文
学
者
。
現
在
、
熊
本
大
学
名
誉
教
授
。

２
０
１
２
年
に
は
、
瑞
宝
中
綬
章
受
章
。
特
に
英
国
詩
人
エ

ド
マ
ン
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（
１
５
５
２
〜
１
５
９
６
）
の
長
編

叙
事
詩
の
翻
訳
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
。
学
術
書
レ
ベ

ル
の
『
ス
ペ
ン
サ
ー
詩
集
』、『
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
文
学
史
』

の
著
書
を
は
じ
め
、『
妖
精
の
女
王
』、『
ス
ペ
ン
サ
ー
名
詩
選
』

な
ど
の
共
著
、
少
し
柔
ら
か
な
と
こ
ろ
で
は
、『
語
学
開
国
』、

『
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
心
』、『
英
詩
の
こ
こ
ろ
』、『
話
せ
な
い
英
語

教
師
』
な
ど
の
著
書
も
あ
る
。

人
吉
市
出
身
の
福
田
さ
ん

「
日
本
翻
訳
文
化
賞
」受
賞

福田昇八さん
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け
や
れ
ば
、
入
試
の
英
作
文
問
題
も
楽
に
解
答
で
き
た
ろ
う
と
思

わ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
部
活
動
は
、
会
話
の
勉
強
会
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
う
ち

に
他
の
科
目
も
勉
強
し
合
う
私
塾
の
役
割
も
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ

た
。
高
校
生
に
な
っ
た
頃
か
ら
私
は
、
月
の
初
め
に
計
画
を
立
て

て
勉
強
し
て
い
た
。
英
語
は
対
訳
本
を
図
書
室
か
ら
借
り
出
し
て

月
に
一
冊
は
読
ん
で
い
た
。
同
時
に
、
数
学
か
ら
理
科
、
社
会
ま

で
、
参
考
書
を
選
び
、
日
に
二
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
分
量
を
決
め
て

自
習
し
て
い
た
。
毎
日
の
実
績
を
書
き
込
ん
で
行
く
グ
ラ
フ
ま
で

自
分
で
考
え
出
し
て
い
た
。
私
は
こ
の
勉
強
法
を
部
員
に
も
勧
め

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
各
人
は
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
毎
月
の

予
定
表
を
作
っ
て
家
で
勉
強
し
、
月
末
に
グ
ラ
フ
を
見
せ
合
う
よ

う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、私
に
は
何
で
も
な
か
っ
た
こ
の
方
式
も
、

多
く
の
部
員
に
は
無
理
だ
っ
た
よ
う
で
、
一
糸
乱
れ
ず
と
は
行
か

な
か
っ
た
。

　

今
は
学
校
教
育
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん
だ
が
、
教
育
の
中
心

は
生
徒
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
本
人
が
進
ん
で
勉

強
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
今
は
こ
の
点
を
顧
慮
せ
ず
、
朝
課

外
、
夕
課
外
と
生
徒
の
時
間
を
奪
っ
て
い
る
進
学
校
が
多
い
と
聞

強
し
た
。
高
校
二
年
の
時
に
は
全
国
の
入
試
問
題
集
を
全
部
や
っ

た
。
全
校
英
語
実
力
テ
ス
ト
で
は
一
位
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
実
力
に
基
づ
い
て
、
二
年
生
の
終
り
ご
ろ
語
学
部
の
創

立
を
呼
び
掛
け
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
三
十
名
ほ
ど
の
部
員
が
集

ま
っ
た
。

　

部
室
に
は
学
校
側
か
ら
特
別
な
部
屋
が
提
供
さ
れ
た
。
当
時

の
木
造
二
階
建
て
校
舎
に
は
、
屋
根
裏
を
見
な
が
ら
狭
い
階
段
を

二
回
曲
っ
て
登
る
中
二
階
が
あ
っ
た
。
中
は
八
畳
ほ
ど
あ
っ
た
ろ

う
か
、
四
方
が
見
渡
せ
る
眺
め
の
良
い
部
屋
だ
っ
た
。
国
見
櫓
の

よ
う
な
あ
の
珍
し
い
部
屋
が
ど
う
い
う
目
的
で
造
ら
れ
た
の
か
知

ら
な
い
が
、
建
物
の
正
面
か
ら
仰
ぎ
見
れ
ば
、
立
派
な
飾
り
に
な
っ

て
い
た
。

　

こ
こ
に
毎
日
、
昼
休
み
を
利
用
し
て
全
員
が
集
ま
り
、
私
が
講

師
役
を
し
て
前
日
放
送
分
の
復
習
を
し
た
（
部
員
の
中
に
は
、
家

に
ラ
ジ
オ
が
な
く
て
放
送
が
聴
け
な
い
者
も
い
た
）。
月
曜
日
は

前
週
の
英
文
を
活
用
し
た
テ
ス
ト
を
し
た
。
私
が
読
み
上
げ
る

二
〇
の
日
本
文
を
英
文
に
直
し
て
書
く
テ
ス
ト
だ
が
、
時
間
は
一

問
一
分
し
か
な
い
。
答
案
は
私
が
添
削
採
点
し
て
翌
日
返
し
た
。

あ
の
頃
の
問
題
文
は
今
も
私
の
手
元
に
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ

家
族
の
言
葉
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
第
一
で
す
。」
と
い
う
平
川
先

生
の
言
は
、
ま
こ
と
に
正
し
い
。
学
校
英
語
は
、「
文
法
的
に
易

し
い
項
目
か
ら
順
番
に
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。
現
在

形
を
習
っ
て
か
ら
過
去
形
、
現
在
完
了
、
仮
定
法
と
進
む
。
と
こ

ろ
が
平
川
英
語
で
は
、
筍
掘
り
の
例
話
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
最

初
か
ら
過
去
も
現
在
完
了
も
仮
定
法
も
出
て
来
る
。
そ
れ
が
現

実
の
会
話
で
あ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
母
国
語
方
式
で
習
っ
て
い

た
わ
け
で
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
幸
せ
な
巡
り
合
せ
で
あ
っ
た
。

　

単
語
の
綴
り
は
後
回
し
に
し
て
よ
ろ
し
い
。
ま
ず
は
赤
ち
ゃ
ん

の
よ
う
に
、
文
章
全
体
を
口
ま
ね
し
よ
う
。「
誰
で
も
口
ま
ね
で

覚
え
ら
れ
ま
す
」
と
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
ど
う
書
く

か
は
忘
れ
て
よ
い
。
単
語
の
発
音
を
辞
書
に
あ
る
通
り
に
言
う
の

で
な
く
、文
章
の
中
で
の
音
と
し
て
覚
え
る
。
そ
れ
だ
け
で
よ
い
。

　

会
話
は
、
相
手
の
言
っ
た
内
容
を
即
座
に
理
解
し
、
直
ち
に
英

文
で
答
え
る
こ
と
だ
。
英
作
文
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
考
え
て
い

る
暇
は
な
い
。
英
会
話
と
は
、
考
え
る
時
間
を
与
え
な
い
英
作
文

な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
英
会
話
を
や
れ
ば
英
作
力
も
付
く
。
こ

れ
は
私
の
実
感
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
英
会
話
の
一
方
、
私
は
受
験
参
考
書
も
手
に
入
れ
て
勉

も
う
歩
い
て
は
六
時
の
放
送
に
間
に
合
わ
な
い
。
そ
れ
で
走
っ
た
。

息
急
き
切
っ
て
駈
け
戻
り
、
ラ
ジ
オ
に
か
じ
り
つ
い
た
。
純
真
な

少
年
の
気
持
ち
を
そ
れ
だ
け
駆
り
立
て
る
魅
力
が
、
平
川
先
生
の

声
に
は
あ
っ
た
。

　

平
川
英
語
は
、
日
本
人
の
日
常
を
題
材
に
し
た
会
話
、
家
族

の
言
葉
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
こ
ん
な
具
合
で
あ
る
。

　　
「
あ
ら
、
太
郎
、
ど
こ
行
っ
て
た
の
？
」

　
「
山
に
筍
掘
り
に
行
っ
て
た
の
。」

　
「
沢
山
採
れ
た
か
い
？
」

　
「
う
ん
、
あ
そ
こ
に
は
目
白
も
い
た
よ
。」

　
「
そ
う
な
の
、
あ
た
し
も
行
き
た
か
っ
た
な
。」

　　

こ
の
会
話
は
五
行
だ
が
、
こ
れ
が
一
日
の
分
量
で
あ
る
。
一
週

分
は
こ
れ
の
五
倍
に
な
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
声
に
出
し
て
言
っ

て
、
す
ら
す
ら
と
言
え
る
よ
う
に
丸
覚
え
す
る
。
週
に
二
十
五
と

し
て
、
月
に
は
一
〇
〇
に
な
る
。
一
年
で
は
一
二
〇
〇
に
な
る
。

私
は
四
年
間
聴
い
た
か
ら
、
か
な
り
の
英
語
表
現
を
覚
え
た
こ
と

に
な
る
。「
言
葉
は
親
か
ら
習
う
。
外
国
語
と
し
て
習
う
場
合
も
、
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の
平
川
家
を
訪
れ
て
お
礼
を
述
べ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
昔

の
ラ
ジ
オ
・
テ
キ
ス
ト
の
復
刻
版
な
ど
の
出
版
を
手
助
け
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
東
京
に
も
平
川
フ
ァ
ン
は
大
勢
い
た
の
に
、
平
川

英
語
の
再
評
価
は
、
九
州
の
者
が
引
き
受
け
る
結
果
に
な
っ
た
。

　

私
の
専
門
は
四
百
年
前
の
イ
ギ
リ
ス
詩
人
エ
ド
マ
ン
ド
・
ス
ペ

ン
サ
ー
研
究
で
あ
る
。
こ
の
面
で
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
る
ス
ペ

ン
サ
ー
韻
文
訳
の
仕
事
は
、
い
ま
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
中

二
階
の
活
動
が
嵩
じ
て
、
専
門
と
は
関
係
な
い
分
野
に
ま
で
手
を

の
ば
し
た
が
、
お
陰
で
幅
広
く
世
間
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

何
か
を
な
し
た
と
い
う
充
足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
山
紫
水
明
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
も
、

思
い
通
り
に
仕
事
を
や
れ
た
の
も
、
そ
れ
を
な
す
体
力
と
気
力
と

知
力
を
与
え
て
く
れ
た
、
今
は
亡
き
親
の
お
陰
で
あ
り
、
毎
日
を

共
に
生
き
て
来
た
家
族
の
お
陰
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
肉
親
を
持
っ

た
こ
と
が
わ
が
人
生
最
大
の
幸
運
で
あ
っ
た
。
そ
う
言
え
る
こ
と

が
私
の
喜
び
で
あ
る
。

（
２
０
１
０
年
８
月
15
日
）

辞
書
引
き
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
英
文
学
研
究
に
入
り
、

五
十
年
前
、
皇
太
子
ご
成
婚
の
春
に
熊
本
に
来
て
か
ら
は
、
象
牙

の
塔
で
安
楽
な
一
生
を
過
ご
す
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
三
〇
代
半
ば
に
な
っ
て
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
元
大
使
か

ら
受
け
た
示
唆
を
地
元
で
実
現
す
る
と
い
う
「
運
」
を
引
き
寄
せ

て
し
ま
い
、
中
学
高
校
英
語
教
員
の
た
め
に
本
邦
初
の
二
ケ
月
の

集
中
研
修
を
企
画
運
営
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
講
師
を
招
き
、
年
に
五
回
の
研
修
会
運
営
を
一
手
に
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
規
模
を
縮
小
し
て
こ
の
事

業
を
継
続
し
、
二
十
年
間
に
わ
た
る
奉
仕
と
な
っ
た
。
世
話
を
し

た
講
師
三
十
人
、
受
講
者
六
百
人
に
及
ぶ
事
業
を
（
大
学
で
の

仕
事
も
フ
ル
に
果
た
し
な
が
ら
）事
務
員
も
雇
わ
ず
処
理
し
た
が
、

参
加
者
自
身
が
大
い
に
自
主
性
を
発
揮
し
た
し
、
講
師
の
世
話

な
ど
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
何
人
も
居
て
、
う
ま
く
切
り
抜
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
「
話
せ
る
英
語
教
師
」
を
つ
く
る
事
業
は
、
私
に
語
学
部
運
営

の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
元
を

た
ど
れ
ば
平
川
先
生
の
お
陰
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
う
考
え
て
、
最

初
の
四
年
計
画
が
終
了
し
そ
の
成
果
を
本
に
し
て
か
ら
、
世
田
谷

六
〇
年
を
見
渡
し
て
も
、
あ
の
中
二
階
の
仲
間
ほ
ど
英
語
ら
し
い

英
語
を
身
に
付
け
て
卒
業
し
た
生
徒
を
持
つ
高
校
は
、
日
本
広
し

と
い
え
ど
も
多
く
は
あ
る
ま
い
。

　

こ
の
よ
う
な
語
学
部
の
活
動
は
、
私
が
卒
業
し
た
後
も
代
々

引
き
継
が
れ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
放
送
は
私
が
卒
業
し
た
昭
和

二
六
年
に
終
っ
た
が
、
そ
の
後
、
同
じ
番
組
が
民
間
放
送
局
か
ら

放
送
さ
れ
て
お
り
、
部
活
動
は
そ
れ
が
終
了
す
る
ま
で
続
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
付
き
合
い
を
通
じ
て
私
が
得
た
人
間
関
係

は
、
私
の
一
生
の
宝
に
な
っ
た
。
私
が
直
接
教
え
た
二
つ
の
学
年

の
人
た
ち
は
も
と
よ
り
、
私
の
卒
業
後
に
進
学
し
た
三
学
年
下
、

四
学
年
下
に
も
、
半
世
紀
を
経
た
今
も
な
お
親
交
の
あ
る
人
た

ち
が
い
る
。
お
陰
で
私
は
、
当
時
の
後
輩
か
ら
、
あ
の
中
二
階
で

の
経
験
が
今
の
自
分
を
支
え
て
い
る
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
幸

運
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

高
校
卒
業
後
の
私
は
、
英
会
話
と
は
無
縁
に
な
る
筈
で
あ
っ

た
。
大
学
に
入
っ
て
み
た
ら
英
会
話
で
は
東
京
の
者
よ
り
こ
ち
ら

が
上
と
分
か
り
、
そ
こ
で
英
会
話
と
は
縁
を
切
っ
た
つ
も
り
で
あ
っ

た
。
実
際
、
教
養
課
程
の
二
年
間
は
、
専
ら
西
洋
の
言
葉
を
ギ

リ
シ
ャ
語
・
ラ
テ
ン
語
ま
で
勉
強
し
、
毎
晩
遅
く
ま
で
各
国
語
の

く
が
、
幸
い
に
し
て
と
言
う
べ
き
か
、
我
々
の
時
代
に
課
外
は
無

か
っ
た
。
各
人
は
好
き
な
よ
う
に
振
舞
え
た
。
我
々
の
部
に
は
顧

問
教
師
も
い
な
か
っ
た
。
英
会
話
を
勉
強
す
る
と
い
う
上
級
生
の

呼
び
か
け
に
応
じ
て
下
級
生
が
集
ま
り
、
ご
く
自
然
に
、
上
級

生
が
下
級
生
を
教
え
る
形
で
勉
強
し
合
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

我
々
は
自
発
的
に
実
行
し
て
い
た
わ
け
で
、
こ
の
点
、
日
本
の
学

校
教
育
史
上
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

あ
の
ラ
ジ
オ
番
組
は
、
カ
ム
カ
ム
・エ
ブ
リ
バ
デ
ィ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
乗
っ
て
、
空
前
の
人
気
番
組
に
な
っ
た
。「
誰
で
も
赤
ち
や
ん
に

な
っ
た
つ
も
り
で
口
ま
ね
ご
っ
こ
を
し
て
い
れ
ば
、
自
然
と
英
語
が

話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
」
が
、
平
川
講
師
の
口
癖
だ
っ
た
。

こ
ん
な
結
構
な
番
組
が
、
た
だ
で
聴
け
た
の
だ
か
ら
、
誰
で
も
英

語
力
増
進
が
図
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
運
の
前
髪

を
捉
え
た
者
は
、
日
本
中
見
渡
し
て
も
、
そ
う
多
く
は
い
な
か
っ

た
ら
し
い
。
あ
の
中
二
階
に
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
の
中
か
ら
は
、

授
業
で
は
全
く
習
わ
ず
に
、
英
会
話
力
を
身
に
付
け
て
高
校
を
卒

業
す
る
者
が
出
た
。
家
族
英
語
を
学
び
、
英
語
の
語
感
を
身
に
つ

け
る
ほ
ど
の
英
語
力
は
、
学
校
英
語
で
は
物
に
出
来
な
い
。
戦
後
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座
地
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
『
球
磨
郡
誌
』
に
は
「
淡
島
神

社　

萬
江
字
淡
島
に
鎮
座
し
、
祭
神
は
少

名
毘
古
那
神
で
あ
る
。
草
創
の
年
紀
は
詳

で
な
く
、
従
来
民
家
の
邸
内
社
に
し
て
、
一

家
の
鎮
守
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
一
年
十
月

十
六
日
、
邸
内
と
区
別
し
、
神
祠
及
び
社

床
を
建
立
し
、
淡
島
神
社
と
称
す
る
こ
と

と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

　

こ
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
淡
島
神
社
よ

り
も
地
名
の
淡
島
が
先
行
す
る
よ
う
で
あ

る
。
少
彦
名
神
を
屋
敷
神
と
し
て
き
た

民
家
が
、
古
い
時
代
に
あ
っ
た
淡
島
神
社

の
社
人
の
子
孫
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う

が
、
実
証
は
困
難
で
あ
る
。
拙
著
『
九
州

相
良
の
寺
院
資
料
』
に
よ
る
と
、
淡
島
神

社
近
く
の
淡
島
阿
弥
陀
堂
に
は
文
明
十
一
年

（
１
４
７
９
）
銘
の
木
彫
阿
弥
陀
如
来
立

像
が
あ
り
、
淡
島
地
区
の
古
さ
が
し
の
ば
れ

る
。
人
吉
︱
照
岳
︱
肥
後
峠
︱
鮎
返
︱
八

代
の
ル
ー
ト
は
肥
後
と
球
磨
を
結
ぶ
古
代

路
で
あ
っ
て
淡
島
付
近
は
そ
の
経
路
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
淡
島
地
名
の
由

来
を
知
る
手
が
か
り
は
つ
か
め
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
前
回
、
五
木
村
端
海
野

で
思
い
つ
い
た
ヒ
ン
ト
を
援
用
す
る
と
、
淡

と
端
の
音
が
近
い
関
係
で
端
島
（
ハ
ジ
マ
＝

境
地
）
が
タ
ン
ジ
マ
と
音
読
さ
れ
て
淡
島

が
当
て
ら
れ
、
ア
ハ
シ
マ
と
訓
読
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

推
理
に
過
ぎ
な
い
が
、
淡
島
は
人
吉
市
原

田
と
の
境
界
地
名
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。髪  

水
（
ビ
ン
ミ
ズ
）

︱
人
吉
市　

上
原
田
町
︱

　

髪
水
は
照
岳
（
テ
ル
カ
ク
、

８
０
６
・
３
㍍
）
の
南
麓
に
あ
り
、
東
は

万
江
川
を
境
界
に
し
て
山
江
村
万
江
甲
字

柳
野
（
ヤ
ナ
ギ
ノ
）
と
向
か
い
合
う
。
人

吉
市
の
現
行
字
名
は
ビ
ン
ス
イ
と
訓
じ
て

あ
る
が
、
明
治
前
期
の
訓
仮
名
は
ビ
ン
ミ

ヅ
で
あ
る
。

　

普
通
名
詞
の
ビ
ン
ミ
ズ
は
鬢
水
と
書
く

が
、
髪
を
く
し
け
ず
る
の
に
用
い
る
水
の

こ
と
だ
か
ら
髪
水
と
当
て
字
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
鬢
水
を
入
れ
る
器
は
泔
坏
（
ゆ
す

淡  

島
（
ア
ハ
シ
マ
）

︱
山
江
村　

万
江
乙
︱

　

山
江
村
万
江
を
流
れ
る
万
江
川
（
球
磨

川
支
流
）
に
沿
っ
た
県
道
を
た
ど
る
と
、
中

流
付
近
に
淡
島
神
社
が
あ
る
。
こ
の
一
帯
が

万
江
字
淡
島
で
あ
る
。
熊
本
県
内
で
は
宇
土

市
新
開
町
の
粟
島
神
社
が
三
月
三
日
の
大
祭

に
行
わ
れ
る
ミ
ニ
鳥
居
く
ぐ
り
で
有
名
で
あ

り
、
各
地
の
淡
（
粟
）
島
神
社
は
海
浜
に
鎮

座
す
る
例
が
多
い
の
に
対
し
、
万
江
の
淡
島

神
社
は
海
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
里
に
あ
る
。

　
〝
ア
ワ
シ
マ
さ
ん
〟は
和
歌
山
市
の
式
内
社
・

加
太
神
社
（
淡
嶋
神
社
）
を
根
本
社
と
し
て

全
国
に
分
布
す
る
。
祭
神
の
少
彦
名
神
は『
萬

葉
集
』
巻
十
八
・
４
１
０
６
の
長
歌

　

お
ほ
な
む
ち　

す
く
な
ひ
こ
な
の

　

於
保
奈
牟
知　

須
久
奈
比
古
奈
野

　

か
み
よ
よ
り　

い
ひ
つ
ぎ
け
ら
し　

ち
ち
は
は
を

　

神
代
欲
里　

伊
比
都
藝
家
良
之　

父
母
乎

　

み
れ
ば
た
ふ
と
く

　

見
波
多
布
刀
久
…

と
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
で

は
少
彦
名
命
は
淡
路
国
で
粟
茎
に
は
じ
か

れ
常
世
の
国
に
行
っ
て
し
ま
わ
れ
た
神
で
あ

り
、
そ
の
粟
は
保
食
神
の
額
に
生
じ
た
穀

物
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

米
一
升
は
６
４
８
２
７
（
む
し
や
ふ
な
）

粒
に
対
し
粟
一
升
は
百
万
粒
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
小
粒
の
粟
と
少
彦
名
神
が
結

び
つ
き
、
粟
と
〝
ア
ハ
地
名
〟
を
か
ら
み
合

わ
せ
た
神
話
と
し
て
全
国
に
〝
ア
ワ
シ
マ
さ

ん
〟
が
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。『
日
本
地
名
索
引
』
を
み
る
と
、
ア
ワ

シ
マ
の
表
記
は
淡
島
・
粟
島
が
ほ
ぼ
半
数
ず

つ
と
い
う
点
か
ら
も
地
名
説
話
と
穀
物
由

来
説
の
融
合
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

山
江
村
万
江
乙
字
淡
島
は
淡
島
神
社
鎮

　
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名 

⑲
　
上
村
重
次

復
刻

掲
載

【
お
こ
と
わ
り
】
本
連
載
は
平
成
６
年
か
ら

９
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
の
復
刻
版

で
す
。
あ
え
て
合
併
前
の
町
村
名
を
そ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
ま
す
。
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ビ
ン
タ
ン
ケ
と
言
う
が
語
根
は
鬢
で
あ
る

こ
と
は
明
白
。

　

旧
軍
隊
用
語
の
ビ
ン
タ
は
横
っ
面
を
殴

る
こ
と
で
あ
り
、
左
右
か
ら
殴
る
の
は
往

復
ビ
ン
タ
だ
っ
た
。
ビ
ン
タ
と
い
う
語
は

田
舎
く
さ
い
方
言
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、

元
を
た
だ
せ
ば
レ
ッ
キ
と
し
た
漢
語
の
鬢

に
和
語
の
タ
（
所
）
が
添
え
ら
れ
た
古
語

で
あ
る
。

　

地
名
用
語
の
髪
水
は
〝
土
地
区
域
の
ビ

ン
タ
〟の
表
現
で
、〝
水
〟は
水
縄（
基
準
線
）

の
意
で
あ
ろ
う
か
。
山
江
村
万
江
甲
字
柳

野
と
原
田
の
髪
水
が
対
応
す
る
の
は
柳
地

名
が
梁
→
橋
→
端
か
ら
生
じ
た
境
界
地
名

の
故
で
あ
り
、
双
方
の
ム
ラ
が
こ
の
地
に

特
別
の
ビ
ン
タ
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

【
う
え
む
ら
・
し
げ
じ
／
宇
土
市
生
ま

れ
、
元
熊
本
日
日
新
聞
社
記
者
】

徳
島
・
高
知
県
境
の
貪
田
丸
（
ヒ
ン
デ
ン

マ
ル
、
１
０
１
９
㍍
）
な
ど
も
ビ
ン
系
地

名
に
分
類
で
き
よ
う
。

　

寛
元
二
年
（
１
２
４
４
）
の
人
吉
庄
起

請
田
以
下
中
分
注
進
状
（『
大
日
本
古
文

書
』
家
わ
け
５
「
相
良
家
文
書
之
１
」）
に

〝
貧
霍
山
之
道
…
〟
と
い
う
地
名
が
見
え
、

前
後
に
出
る
地
名
か
ら
〝
貧
霍
山
〟
は
村

山
台
地
縁
辺
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

南
九
州
で
は
ツ
ル
に
水
流
を
当
て
る
か
ら

〝
貧
霍
〟
は
〝
髪
水
〟
に
酷
似
し
た
表
記

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
上
原
田

町
の
髪
水
と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、
ビ
ン
地
名
の
発
生
は

古
く
、
全
国
的
な
分
布
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
で
は
地
名
用
語
の
〝
ビ
ン
〟
は
何

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
四
国
の
〝
貧

田
〟
は
ビ
ン
タ
と
も
読
め
る
。『
大
言
海
』

に
は
「
び
ん
た　

鬢
の
と
こ
ろ
」
と
あ
る
。

球
磨
で
は
頭
も
ビ
ン
タ
で
あ
り
、
頭
髪
は

る
つ
き
）
と
呼
ば
れ
た
が
、
こ
れ
は
鬢
水

が
強
飯
（
お
こ
わ
）
の
蒸
し
汁
で
あ
る
た

め
、
湯
汁
が
エ
ス
ル
に
転
化
し
た
語
と
さ

れ
る
。
山
鹿
市
鍋
田
字
湯
摺
水
（
ユ
ス
リ

ミ
ズ
）
は
鬢
水
の
古
語
と
考
え
ら
れ
る
。

　

土
地
区
域
と
鬢
髪
は
関
係
な
い
が
、
ビ

ン
地
名
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
天
草

郡
天
草
町
高
浜
字
鬢
ノ
水
（
ビ
ン
ノ
ミ
ズ
）

は
人
吉
の
髪
水
と
同
意
地
名
で
あ
ろ
う
。

阿
蘇
郡
阿
蘇
町
的
石
と
永
草
に
は
村
界
を

挟
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
に
字
鬢
掻
（
ビ
ン
カ
キ
）

が
あ
り
、「
阿
蘇
大
明
神
が
髪
つ
く
ろ
い（
鬢

掻
）
さ
れ
た
所
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
変
化
系
と
し
て
は
牛
深
市
牛

深
字
鬢
掃
除
（
ビ
ン
ソ
ウ
ジ
）、
天
草
郡

新
和
町
中
田
字
便
午
房
（
ビ
ン
ゴ
ボ
ウ
）、

菊
池
郡
泗
水
町
住
吉
字
備
後
塚
（
ビ
ン
ゴ

ツ
カ
）、鹿
本
郡
鹿
北
町
椎
持
字
瓶
焼
（
ビ

ン
ヤ
キ
）、
四
国
の
愛
媛
・
高
知
県
境
の

瓶
ケ
森
（
カ
メ
ガ
モ
リ
、
１
８
９
６
㍍
）、

所
に
は
決
し
て
行
く
ま
い
と
思
っ
た
も
の

で
し
た
。

　

私
が
初
め
て
千ち

し
き
ば
る

敷
原
に
足
を
踏
み
入
れ

た
の
は
、
中
学
校
低
学
年
の
頃
で
、
海
軍

の
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
る
予
定
地
が
ど
ん

な
所
か
見
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

学
校
か
ら
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
と
思
う
の

で
す
が
、
道
順
な
ど
も
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。
場
所
は
木
上
村
山
下
か
ら
少
し
北

西
方
向
に
入
り
込
ん
だ
千
敷
原
東
端
部

だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も
と
も
と

畑
地
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
付
近
に
は
、

高
さ
２
ｍ
ほ
ど
の
広
葉
樹
が
一
面
に
植
林

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
草
が
点
々
と
生
え
て

い
る
だ
け
の
、
見
る
か
ら
に
痩
せ
地
そ
の

も
の
で
、
作
物
の
生
育
が
悪
く
、
植
林
に

転
換
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

千
敷
原
は
高
原
と
同
じ
よ
う
に
、
古
い

時
代
に
加
久
藤
溶よ

う
け
つ結

凝ぎ
ょ
う

灰か
い
が
ん岩

の
基
盤
上

奥
様
の
話
に
よ
る
と
、
高
原
の
中
央
部
に

は
広
い
松
林
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
部
に
は

松
林
を
取
り
囲
ん
で
、
こ
れ
ま
た
広
い
原

野
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
原
野
が
ナ
バ
取

り
の
場
所
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

ナ
バ
取
り
に
来
た
人
の
中
に
は
、
ナ
バ
取

り
に
夢
中
に
な
り
、
松
林
の
中
で
迷
い
込

ん
で
し
ま
い
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
が

何
度
か
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
松
林
が
広
い

上
に
、
平
原
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
方
角
が

定
ま
ら
ず
、
真
っ
す
ぐ
歩
い
て
い
る
つ
も

り
で
も
曲
が
っ
て
し
ま
い
、
松
林
の
中
を

ぐ
る
ぐ
る
と
廻
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
の

だ
そ
う
で
す
。
奥
様
の
話
を
聞
い
て
、
ナ

バ
取
り
に
誘
わ
れ
て
も
、
そ
ん
な
に
怖
い

高
原
・
千
敷
原

今
昔
物
語

　

今
昔
物
語
と
い
っ
て
も
私
が
見
聞
き
し

た
も
の
で
す
か
ら
、
昭
和
十
年
代
以
降
の

こ
と
に
な
り
ま
す
。
球
磨
郡
の
高た

か
ん
ば
る原
と
い

う
土
地
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
父
親
の

転
勤
に
伴
っ
て
湯
前
村
（
現
湯
前
町
）
か

ら
、
上
村
今い

ま

井い

、
堀ほ

り
の
す
み

之
角
（
現
あ
さ
ぎ

り
町
）
に
転
居
し
た
時
の
こ
と
で
し
た
。

　

転
居
先
は
、
松
岡
焼
酎
醸
造
元
の
隠

居
所
を
お
借
り
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の

う
ち
に
私
の
母
が
醸
造
元
の
奥
様
の
案
内

で
、
高
原
に
ナ
バ
（
椎
茸
）
取
り
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

倉
敷
便
り  

⑪   　
　
　
原
田 

正
史
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こ
と
で
は
一
人
前
の
私
た
ち
中
学
生
も
さ

す
が
に
呆
れ
か
え
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の

中
で
、
人
様
の
大
切
な
田
ん
ぼ
を
突
っ
切

る
よ
う
な
行
動
を
す
る
者
は
一
人
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
戦
争
一
色
に
染
め
ら
れ
た

時
代
で
あ
っ
て
、
勤
労
奉
仕
に
向
か
う
不

特
定
多
数
の
人
た
ち
の
仕し

業わ
ざ

で
あ
る
こ
と

か
ら
、
田
ん
ぼ
の
所
有
者
は
、
泣
き
寝
入

り
す
る
し
か
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

仮
橋
を
渡
り
、
そ
こ
か
ら
続
く
細
い
道

を
上
る
と
、
千
敷
原
の
平
坦
な
と
こ
ろ
に

出
ま
す
。
道
の
西
側
に
は
井い

沢ざ
わ

の
集
落
地

が
広
が
り
ま
す
。
井
沢
で
一
軒
だ
け
集
落

地
か
ら
外
れ
て
い
る
家
が
あ
り
、
阿
蘇
溶

結
凝
灰
岩
か
ら
な
る
千
敷
原
側
端
崖
下

の
球
磨
川
川
岸
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
屋

敷
内
に
は
当
時
、
納
屋
に
さ
れ
て
い
た
末

端
崖
基
部
に
掘
ら
れ
た
先
鋭
な
ア
ー
ト
形

が
許
さ
れ
、
球
磨
川
を
渡
っ
て
直
接
飛
行

場
へ
向
か
う
こ
と
が
出
来
、
大
変
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
郡
内
各

地
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
勤
労
奉
仕
の
た

め
に
飛
行
場
に
や
っ
て
来
て
お
り
、
湯
前

線
沿
線
に
住
む
人
の
殆
ど
が
、
列
車
を
利

用
し
た
こ
と
か
ら
、
集
合
時
間
前
に
な
る

と
肥
後
西
村
駅
前
は
大
勢
の
人
で
溢
れ
か

え
っ
て
い
ま
し
た
。

　

飛
行
場
へ
向
か
う
途
中
の
球
磨
川
に

は
、
ビ
ャ
ー
ラ
橋
（
仮
橋
）
が
架
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
駅
か
ら
仮
橋
の
間

に
は
道
は
無
く
、
人
々
は
思
い
思
い
に
田

ん
ぼ
の
畔
を
踏
ん
で
、
右
へ
左
へ
と
曲
が

り
く
ね
り
な
が
ら
進
み
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
に
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
を
横
切
る
者
が
出

て
き
て
、
数
日
の
間
に
駅
と
仮
橋
と
を
一

直
線
に
結
ぶ
長
さ
約
４
０
０
ｍ
の
新
し
い

道
が
出
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
横
着
な

に
川
辺
川
が
上
流
か
ら
運
ん
で
き
た
砂

礫
層
が
堆
積
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の

表
土
層
は
よ
そ
か
ら
飛
来
し
た
火
山
灰

だ
け
か
ら
出
来
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
養
分
に
乏
し
い
酸
性
土
壌
な
の
で
す
。

球
磨
川
や
川
辺
川
流
域
の
低
平
地
が
洪

水
の
度
ご
と
に
上
流
か
ら
養
分
に
富
ん
だ

土
が
流
れ
て
き
て
堆
積
し
、
肥ひ

沃よ
く

な
土
壌

が
形
成
さ
れ
る
の
と
全
く
異
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

旧
制
中
学
五
年
生
の
頃
に
は
学
徒
動

員
と
な
り
、
私
た
ち
の
主
要
な
生
活
の
場

が
千
敷
原
に
な
っ
た
こ
と
は
既
述
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
動
員
が
開
始
さ
れ
た
最
初
の

頃
に
は
全
員
が
学
校
に
集
結
し
て
、
隊
列

を
組
ん
で
飛
行
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
た
ち
湯
前
線
の
汽
車
通

学
生
に
は
、
肥
後
西
村
駅
で
の
途
中
下
車

た
り
使
用
さ
れ
た
ら
し
く
、
舗
装
の
セ
メ

ン
ト
は
バ
ラ
バ
ラ
に
砕
か
れ
飛
び
散
り
、

地
面
が
剥
き
出
し
に
な
っ
た
所
も
数
多
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
ま
ま

使
用
が
続
け
ら
れ
る
と
滑
走
路
が
原
形

を
消
失
す
る
の
も
時
間
の
問
題
だ
と
思
わ

れ
る
程
の
哀
れ
な
状
態
で
し
た
。

　

そ
の
次
に
飛
行
場
を
訪
れ
た
の
は
平
成

二
十
三
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
私
の
予
想
を
遙
か
に
越
え
た
驚
く
べ

き
現
実
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

滑
走
路
の
原
形
喪
失
と
い
う
部
分
的
な
こ

と
で
は
な
く
、
飛
行
場
跡
地
の
地
面
が

千
敷
原
南
半
分
の
側
端
部
を
除
い
て
完
全

に
消
え
失
せ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
そ

の
滑
走
路
が
あ
っ
た
所
に
は
、
深
さ
数
十

メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
砂
利
採
り
の
掘
削
孔

が
あ
ち
こ
ち
に
空
い
て
い
た
の
で
す
。
高

く
低
く
乱
雑
に
並
ん
だ
そ
の
掘
削
孔
の
惨

　

さ
ら
に
千
敷
原
で
は
誘
導
路
が
井
沢

集
落
の
北
側
近
く
に
達
し
た
時
、
加
久

藤
溶
結
凝
灰
岩
製
の
石
棺
が
掘
り
出
さ

れ
ま
し
た
。
内
部
を
鮮
や
か
な
ベ
ン
ガ
ラ

で
塗
ら
れ
た
石
棺
は
、
複
数
個
だ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
処
分
さ

れ
た
の
か
は
不
明
で
す
。

　

戦
後
に
な
り
自
動
車
を
使
う
時
代
に

な
る
と
、
千
敷
原
を
通
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
飛
行
場
跡
地
に
行
っ

て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
余
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に
残
さ
れ
て
い
る
記

憶
に
は
、
苦
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
ば

か
り
だ
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で

も
滑
走
路
が
ど
う
に
か
原
型
を
留
め
て
い

た
時
に
一
回
だ
け
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
滑
走
路
は
自
動
車
免
許
を
取
得

し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
が
、
タ
ダ
で
使
用

で
き
る
格
好
の
練
習
場
と
し
て
永
年
に
わ

の
穴け

っ
き
ょ
ど
う

居
洞
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
残
念

な
こ
と
に
こ
の
穴
居
洞
は
、
戦
後
の
河
川

改
修
に
よ
っ
て
、
屋
敷
諸
と
も
完
全
に
削

り
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
現
存

す
る
な
ら
ば
郷
土
を
代
表
す
る
貴
重
な

文
化
遺
産
と
し
て
、
内
外
の
注
目
を
集
め

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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憺
た
る
光
景
を
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

歴
史
的
遺
産
と
し
て
末
永
く
保
存
さ

れ
る
べ
き
人
吉
海
軍
航
空
隊
飛
行
場
跡
地

は
、
人
の
無
知
や
利
欲
の
た
め
に
な
す
術

も
な
く
朽
ち
果
て
た
の
で
す
。
ま
た
何
を

か
言
わ
ん
や
と
い
っ
た
心
情
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
人
吉
海
軍
航
空
隊
に
関
す
る

記
述
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
部
分
的
な

事
実
に
つ
い
て
は
未
だ
数
多
く
残
さ
れ
て

は
い
る
も
の
の
、
主
要
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
記
述
を
終
わ
り
、
私
の
記

憶
に
残
さ
れ
て
い
る
真
実
を
後
世
に
伝
え

る
と
い
う
目
的
を
達
成
で
き
ま
し
た
。
従

い
ま
し
て
次
回
か
ら
は
、「
倉
敷
だ
よ
り
」

本
来
の
内
容
に
戻
る
こ
と
と
し
ま
す
。

【
は
ら
だ
・
ま
さ
ふ
み
／
元
人
吉
市
文
化

財
保
護
委
員
、
倉
敷
市
】

こ
ぼ
れ
萩
訪
ね
る
家
の
庭
先
で
立
ち
止
ま
り
て
は
し
ば
し
眺
む
る

秋
の
畑
紫
紺
の
茄
子
の
ぶ
ら
さ
が
り
忘
れ
ら
れ
し
か
風
の
吹
く
ま
ま

三
原　

竹
二

秋
め
い
て
葉
陰
に
の
ぞ
く
柿
の
実
の
少
し
色
づ
き
「
こ
こ
に
い
る
よ
」
と

惜
し
ま
れ
て
閉
じ
た
産
院
庭
先
に
み
ご
と
に
咲
き
し
芙
蓉
の
花
が

坂
本　

ケ
イ

清
流
を
せ
き
と
め
て
い
し
ダ
ム
が
消
え
青
き
流
れ
に
鮎
釣
る
人
も

思
春
期
の
孫
だ
み
ご
え
で
わ
め
き
お
り
わ
が
子
育
て
し
こ
ろ
の
懐
か
し上

田　

廸
子

子
も
孫
も
戦
後
生
ま
れ
で
一
生
を
終
え
て
欲
し
い
と
投
票
に
行
く

二
歳
児
は
運
動
会
終
え
走
り
出
す
ご
っ
こ
遊
び
の
ま
だ
冷
め
や
ら
ず宮

川
し
の
ぶ

忘
れ
ず
に
咲
く
彼
岸
花
忘
れ
い
て
思
い
出
せ
な
い
老
い
の
辛
さ
よ

い
つ
も
よ
り
遅
く
咲
き
た
る
彼
岸
花
そ
よ
風
に
ゆ
れ
秋
を
告
げ
お
り

吉
岡　

弘
晴

「
国
賊
」
の
こ
と
ば
飛
び
交
う
世
と
な
り
ぬ
戦
後
は
去
り
て
も
は
や
戦
前

野
党
ヅ
ラ
し
た
る
「
希
望
」
に
惑
う
ま
じ
与
党
補
完
の
政
策
ず
ら
り上

田　

精
一

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

い
も
ご
短
歌
会 

─ 対北朝鮮との対話を否定。「軍事」を容認 ─
　平和的な解決のための対話を重視すべきなのに、圧力を最大
限に高めていくことで一致。安心できないとの声広まる。

　ラテン語「jungere（イゥンゲレ）、つなぐ」から派生したことばです。この語が
フランス語「joindre（ジュワンドル）、結びつける」を経て借用されたのが「join（ジョ
イン）、接合する・協力する・合併する・合流する・参加する・加入する」です。
　joint（ジョイント）・junction（ジャンクション）・juncture（ジャンクチャー）は
ラテン語の動詞 jungere（つなぐ）の過去分詞形「junctus（イゥンクトゥス）、連
結性の・接合性の」からの派生語で、「接合（点）」の意で共通しています。
　jointは「knee（ニー）joint（ひざ関節）」のように「継ぎ目」の意の他に、「合
同の・共同の」の意で多くの合成語に使われます。
「a joint concert（コンサート）、合同演奏会」
「a joint venture（ベンチャー）、合弁企業」
　junctionは「道路の交差点・乗り換え駅・川の合流点」など、結合の現象やそ
の地点のことで、一方 junctureは、結合時点での局面や重要性を意味することが
多いようです。「conjunction（コンジャンクション）、接続詞・結合・共同」も同系
です。

外来語から学ぶ英単語 （20）…… 藤原　宏

ジョイン・ジョイント・ジャンクション・ジャンクチャー
　join　　　joint　　　junctin　　　　juncture 

（386）
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単
調
な
よ
う
に
み
え
て
、
本
当
は
、
窒

息
し
て
し
ま
い
そ
う
な
緊
張
を
人
に
強
い

る
。
抹
消
し
た
い
記
憶
に
つ
い
て
は
特
に

そ
う
だ
。
過
去
の
思
い
出
が
す
べ
て
楽
し

い
わ
け
で
は
な
い
。
抹
殺
し
た
い
記
憶
も

あ
る
。
楽
し
い
記
憶
で
も
事
実
そ
の
も
の

の
記
憶
で
な
く
誇
張
さ
れ
変
形
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
辛
い
出
来
事
の
場
合
、
そ

の
傾
向
は
い
っ
そ
う
強
ま
る
。
あ
ま
り
に

も
辛
す
ぎ
る
と
き
に
は
、
人
は
そ
れ
に
耐

え
ら
れ
ず
、
記
憶
か
ら
そ
れ
を
抹
殺
し
て

「
な
か
っ
た
こ
と
」
に
し
、
あ
る
い
は
「
別

の
記
憶
に
塗
り
替
え
る
」。
そ
れ
は
自
己

防
衛
の
行
動
で
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と

が
主
観
的
幸
福
の
た
め
に
よ
い
と
き
も
あ

る
。
人
間
関
係
（
た
と
え
ば
夫
婦
関
係
）

を
維
持
し
た
い
と
き
喧
嘩
の
記
憶
は
失
わ

れ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
喧
嘩

自
体
の
記
憶
は
残
っ
て
い
て
も
、
そ
の
原

昧
さ
を
通
り
こ
し
て
失
わ
れ
て
し
ま
う
と

き
も
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

人
は
過
去
の
記
憶
を
と
り
も
ど
そ
う
と

す
る
衝
動
に
つ
き
う
ご
か
さ
れ
る
こ
と
を

二
人
は
知
っ
て
い
る
。
村
上
春
樹
の
場
合
、

フ
ラ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
記
憶
の
破
壊
力
の

強
調
が
そ
れ
に
加
わ
り
、
イ
シ
グ
ロ
の
場

合
、
事
実
操
作
性
の
危
険
性
の
自
覚
が

そ
れ
に
加
わ
る
。

　

記
憶
の
回
復
は
学
問
と
し
て
の
歴
史
学

の
課
題
だ
が
、
学
問
と
は
別
の
個
人
の

人
格
的
課
題
で
も
あ
る
。
そ
の
作
業
は
、

　

原
タ
イ
ト
ル
は
、The Buried 

Giant

。
２
０
１
５
年
３
月
３
日
に
イ
ギ

リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
で
同
時
発
行
。

フ
ェ
イ
ク

　

作
家
・
村
上
春
樹
の
フ
ァ
ン
を
ハ
ル
キ

ス
ト
と
い
う
。
イ
シ
グ
ロ
は
も
し
か
し
た

ら
、
ハ
ル
キ
ス
ト
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

と
も
村
上
春
樹
が
カ
ズ
オ
ニ
ス
ト
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
二
人
の
ス
タ
ン
ス
・
モ

テ
ィ
ー
フ
は
同
じ
と
こ
ろ
で
息
づ
い
て
い

る
。
人
の
記
憶
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、
曖

マ
イ
・
文
庫
本

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』

失
わ
れ
た
記
憶
を
も
と
め
て白城

松
男

老
夫
婦
の
旅

　

イ
ン
グ
ン
ラ
ン
ド
（
イ
ギ
リ
ス
）
は
最

初
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
イ
ギ
リ
ス
）
で

は
な
い
。
ブ
リ
ト
ン
人
の
土
地
に
サ
ク
ソ

ン
人
が
入
り
込
み
（
侵
略
し
）、
ブ
リ
ン

ト
ン
人
は
そ
れ
に
反
抗
し
た
。
ケ
ル
ト

人
の
抵
抗
も
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
・
コ
ン

ケ
ス
ト
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
積
み
重
ね

の
な
か
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
存
在
し
て
い

る
。

　

ブ
リ
ト
ン
人
の
反
抗
は
ア
ー
サ
ー
王
を

生
み
出
し
た
。
ア
ー
サ
ー
王
は
「
伝
説
」

で
、
存
在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
伝
承
が
重
ね
ら

れ
て
伝
説
は
生
ま
れ
た
。
伝
承
・
伝
説

に
は
過
去
の
記
憶
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　

主
人
公
の
老
夫
婦
は
、
ア
ー
サ
ー
王
が

世
を
去
っ
て
し
ば
ら
く
経
っ
た
頃
の
時
代

例
だ
。
一
方
は
他
方
を
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
批

判
し
、
相
手
を
罵
倒
す
る
だ
け
の
世
界
を

生
み
出
し
た
り
も
す
る
。
そ
う
し
た
記
憶

の
「
分
裂
」
は
フ
ェ
ー
ク
（
不
都
合
な
真

実
の
隠
蔽
）
へ
の
回
路
を
準
備
す
る
。
た

と
え
ば
沖
縄
の
人
は
米
軍
の
存
在
を
雇
用

が
保
障
さ
れ
る
の
で
本
当
は
喜
ん
で
い
る
、

基
地
反
対
運
動
は
賃
金
引
き
上
げ
・
補
償

交
渉
を
有
利
に
す
る
た
め
の
駆
け
引
き
に

す
ぎ
な
い
と
い
っ
た
フ
ェ
ー
ク
（
誤
っ
た
事

実
）
を
た
ま
に
耳
に
す
る
が
、
米
軍
基
地

を
肯
定
す
る
思
想
回
路
は
そ
う
し
た
フ
ェ

イ
ク
を
も
創
り
出
す
の
で
あ
る
。
悪
意
で

な
く
本
気
で
そ
う
し
た
フ
エ
ー
ク
を

人
は
信
じ
る
。
国
家
に
よ
る
一
方
的

情
報
発
・
批
判
の
封
殺
だ
け
が
フ
ェ
ー

ク
を
生
み
だ
す
の
で
は
な
い
。
言
論

が
自
由
に
流
通
し
て
い
る
と
き
に
も

「
善
意
の
フ
ェ
ー
ク
」
は
生
じ
る
。

因
に
つ
い
て
の
記
憶
は
失
わ
れ
た
方
が
い

い
か
も
し
れ
な
い
。「
寝
た
子
は
起
こ
さ

な
い
」
に
は
、
一
片
の
真
理
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
つ
も
、
そ
う
は
で
き
な
い
。

喧
嘩
の
記
憶
が
増
幅
し
、
喧
嘩
の
原
因
が

相
手
の
人
格
の
欠
陥
に
拡
張
さ
れ
る
と
き

も
あ
る
。
記
憶
が
す
べ
て
改
訂
さ
れ
て
ス

ト
ー
カ
ー
的
な
行
為
に
な
る
病
的
状
況
に

な
る
と
き
さ
え
稀
で
は
な
い
。
個
人
史
だ

け
で
は
な
く
、
集
団
の
記
憶
も
そ
う
だ
。

戦
争
の
歴
史
は
分
か
り
や
す
い
。
戦
前
日

本
の
戦
争
を
侵
略
戦
争
と
み
る
か
防
衛
戦

争
と
み
る
べ
き
か
と
い
う
「
論
争
」
は
一『忘れられた巨人』

カズオ・イシグロ
土屋政雄訳（早川書房）
平成 15 年 10月25日
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わ
れ
て
い
く
な
か
で
老
夫
婦
は
最
後
に
は

ど
う
な
る
の
か
。
老
夫
は
老
妻
を
最
後
ま

で「
姫
」と
よ
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。そ
も
そ
も
、

な
ぜ
、「
姫
」
か
。

埋
め
ら
れ
た
も
の
は
な
に
か
。

　

原
文
タ
イ
ト
ル
は
「The Buried 

Giant

」。「Buried

」
を
直
訳
す
れ
ば
「
埋

め
ら
れ
た
」、「
埋
葬
さ
れ
た
」に
な
る
。「
忘

れ
ら
れ
た
」
で
は
な
い
。「Giant

」
は
ど

う
か
。
複
数
形
で
な
く
単
数
形
だ
。
粗

筋
は
複
数
あ
る
。
し
か
し
、
テ
ー
マ
は
一

つ
と
い
う
こ
と
か
。

★
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
。
１
９
５
４
年

11
月
６
日
長
崎
市
生
ま
れ
。
１
９
８
３

年
に
イ
ギ
リ
ス
に
帰
化
。
２
０
１
７
年
、

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
。

【
し
ら
き
・
ま
つ
お
／
八
代
市
】

た
の
か
は
記
憶
し
て
い
な
い
。
歳
を
と
り

す
ぎ
た
な
の
か
。
そ
れ
と
も
別
の
理
由
か

ら
か
。
二
人
は
、
い
つ
か
ら
、
息
子
に
会

い
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
覚

え
て
い
な
い
。
と
き
に
は
、
息
子
に
会
い

に
い
く
旅
の
話
題
を
避
け
る
と
き
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
つ
い
に
、
息
子
に
会
い
に

旅
に
で
る
。
老
夫
は
老
妻
を
「
姫
」
と
よ

ぶ
。
な
ぜ
、「
姫
」
と
呼
ぶ
の
か
。

　

老
夫
婦
は
息
子
を
探
す
（
会
い
に
い

く
）
旅
に
で
た
。
し
か
し
息
子
の
い
る
村

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
知
ら
な
い
。
旅
を

つ
づ
け
る
な
か
で
事
実
が
し
だ
い
に
判
明

し
て
い
く
。
老
夫
婦
は
息
子
を
探
し
だ

す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
息
子
は

い
な
く
な
っ
た
理

由
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
記
憶
が
失

を
生
き
て
い
る
。
歴
史
学
的
に
は
６
世
紀

頃
の
ブ
リ
テ
ン
島
の
サ
ク
ソ
ン
系
住
民
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
老
夫
婦
の
住
む
村
は

20
人
ほ
ど
の
小
さ
い
集
落
で
、
住
民
は
共

同
体
的
労
働
に
従
事
し
て
い
る
。
個
人
的

労
働
で
な
く
、
労
働
は
住
民
の
義
務
で
あ

る
。
老
夫
婦
は
共
同
体
の
秩
序
に
反
す
る

行
為
（
そ
れ
が
な
に
で
あ
る
か
は
分
か
ら

な
い
）
を
お
か
し
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
利
用
を

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
関
係
し
て
い

る
か
は
不
明
だ
が
集
落
の
端
で
生
活
し
て

い
る
。
老
夫
婦
は
別
の
村
に
い
る
息
子
に

会
い
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
集

落
内
で
イ
ジ
メ
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
。
そ
れ
と
は
別
の
衝
動
か
ら
息
子
に

会
い
た
い
と
考
え
た
。
老
夫
婦
は
息
子
が

別
の
村
に
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
な
ぜ
、
別
の
村
に
息
子
が
い
る
の

か
、
な
ぜ
、
い
つ
、
息
子
が
村
を
出
て
い
っ

海
を
背
に
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
木
霊
す
る
「
み
す
ず
の
詩
」
の
甦
り
き
て

秋
彼
岸
桜
紅
葉
の
色
づ
き
て
ぬ
け
殻
残
し
て
蝉
の
声
な
し

守
永　

和
久

長
月
の
作
見
の
彼
の
茶
話
会
は
「
こ
と
し
も
良
」
と
声
弾
み
を
り

は
ら
か
ら
は
怪
我
も
癒
え
て
退
院
す
「
又
牛
乳
を
」
に
涙
腺
ゆ
る
む

河
内　

徹
夫

「
も
て
な
し
」
は
年
経
る
毎
に
危
惧
さ
る
る
日
本
遺
産
の
観
音
巡
り

い
つ
に
な
く
こ
の
新
聞
の
重
た
さ
よ
級と

も友
の
名
前
を
死
亡
欄
に
見
て

中
村
美
喜
子

幼
児
期
の
利
き
手
矯
正
箸
と
筆
小
学
時
代
は
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り

八
十
に
な
れ
ど
ま
だ
ま
だ
旺
盛
に
里
山
刈
り
て
閨
の
語
ら
い

西　
　

武
喜

お
め
で
と
う
朝
の
あ
い
さ
つ
聞
き
し
夫「
八
十
四
歳
迎
え
た
る
か
と
」

萩
す
す
き
咲
き
て
わ
が
家
も
秋
模
様
ど
う
に
か
二
人
で
酷
暑
の
り
切
る

釜
田　
　

操

八
十
が
目
の
前
に
有
り
顧
み
る
早
か
っ
た
の
か
永
か
っ
た
の
か

毎
日
が
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
で
あ
り
た
い
と
心
に
と
め
て
笑
い
を
求
む

緒
方　

保
正

朝
夕
の
涼
し
い
時
に
草
む
し
り
日
々
の
始
ま
り
行
事
と
な
り
ぬ

動
物
の
知
能
の
高
さ
に
驚
き
ぬ
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
の
動
画
を
見
つ
つ

中
原　

康
子

秋
彼
岸
日
頃
の
沙
汰
を
詫
び
な
が
ら
位
牌
堂
に
て
静
か
に
拝
む

社や
し
ろ

前
朝
露
浴
び
て
生
き
生
き
と
凛
と
咲
き
た
る
睡
蓮
の
花

三
原　

光
代

甲
子
園
猛
暑
吹
き
飛
ぶ
ホ
ー
ム
ラ
ン
守
り
も
凄
い
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ー

球
児
ら
の
熱
き
思
い
の
伝
わ
り
ぬ
一
途
な
思
い
未
来
を
拓
く
か

橋
詰　

了
一

空
間
の
曲
が
る
理
論
に
魅
せ
ら
れ
て
進
路
悩
み
し
青
春
あ
り
き

起
き
が
け
の
妻
の
血
圧
測
り
つ
つ
け
ふ
一
日
の
平
穏
祈
る

堀
田　

英
雄

鶺せ

き

れ

い鴒
短
歌
会
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
詠
草
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さ
れ
て
い
た
八
代
市
博
物
館
や
、
県
教
委

に
ご
教
示
を
得
て
翌
年
、
国
に
博
物
館
登

録
し
、
日
本
博
物
館
協
会
へ
入
会
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
「
登
録
博
物
館
」
な
ど

も
形
骸
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

　

平
成
七
年
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
や
な
せ
た

か
し
先
生
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
先
生

は
那
須
先
生
と
同
じ
く
「
ま
ん
が
集
団
員
」

だ
っ
た
。
先
生
は
す
で
に
七
十
代
で
あ
っ
た

が
、快
活
な
声
で
応
対
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

す
る
と
、赤
坂
で
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
パ
ー
テ
ィ

を
す
る
が
君
も
来
な
い
か
、と
い
わ
れ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、
作
品
借
用
の
日
と
重
な
り
、

数
百
人
の
無
料
招
待
客
の
一
人
と
な
っ
た
。

　

杉
浦
幸
雄
先
生
は
「
こ
ん
な
こ
と
を
や

る
や
つ
は
、
日
本
中
で
も
、
や
な
せ
ぐ
ら

い
だ
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。
石
ノ
森
章

太
郎
先
生
他
た
く
さ
ん
の
漫
画
家
の
先
生

やなせ先生と私

　

ま
ん
が
美
術
館
が
開
館
し
た
平
成
四

（
１
９
９
２
）
年
こ
ろ
は
、
美
術
館
等
は

「
博
物
館
施
設
」
と
い
う
意
識
が
強
か
っ

た
。
色
々
な
特
別
展
の
際
は
博
物
館
法
に

よ
る
登
録
を
し
て
い
な
い
と
、
他
館
か
ら

作
品
の
借
り
出
し
が
で
き
な
い
の
で
は
、
と

い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
す
で
に
登
録
を

（那須良輔記念館）
設立の頃 ④

溝下昌美

湯前まんが美術館

館
シ
ン
ポ
が
あ
り
、「
君
も
来
な
い
か
」
と

招
待
さ
れ
た
。
平
成
二
十
五
年
、
九
十
四

歳
で
逝
去
さ
れ
た
。

　
　
「
な
ん
の
た
め
に
生
ま
れ
て

　
　

  

な
に
を
し
て
生
き
る
の
か
」

　

こ
れ
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

で
あ
り
、
ぼ
く
の
人
生
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で

も
あ
る
。（
や
な
せ
た
か
し
著
『
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
遺
書
』）」

　

平
成
十
年
、
人
吉
高
校
に
勤
務
さ
れ
て

い
た
前
山
光
則
先
生
か
ら
の
ご
紹
介
も
あ

り
、恒
松
正
敏
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
前
年
の
十
一
月
、
翌
年
の
予
定
を
決

め
て
い
た
時
、
ち
ょ
う
ど
恒
松
さ
ん
か
ら

電
話
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
、
上
京
し
、「
小

平
の
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
」（
現
在
の
イ
ク
メ
ン

か
）
こ
と
恒
松
さ
ん
に
会
っ
た
。

恒松正敏氏（湯前にて）

　

そ
う
い
え
ば
、人じ

ん
こ
う高（

人
吉
高
校
）の
時
、

今
年
は
芸
大
に
三
人
合
格
し
た
と
か
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
人
が
恒
松
さ
ん

だ
っ
た
の
だ
。

　

当
時
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
」

の
ギ
タ
ー
と
し
て
名
前
は
知
っ
て
い
た
が
、

そ
の
ツ
ネ
マ
ツ
マ
サ
ト
シ
が
人
吉
出
身
と
、

誰
か
ら
か
聞
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

フ
リ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

年
当
時
、
埼
玉
に
遊
学
し
て
い
た
私
は
、

Ｕ
Ｒ
Ｃ
（
当
時
の
浦
和
市
の
ロ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
）
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
で
３
／
３
（
さ

ん
ぶ
ん
の
さ
ん
）
と
い
う
バ
ン
ド
が
出
て
い

て
、
そ
の
ギ
タ
ー
が
レ
ッ
ク
だ
っ
た
の
だ
。

演
奏
終
了
後
の
笑
顔
が
素
敵
だ
っ
た
。
浦

和
周
辺
で
は
安
全
バ
ン
ド
や
四
人
囃
子
と

も
に
人
気
が
あ
っ
た
。
そ
の
レ
ッ
ク
が
結
成

し
た
の
が
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
だ
。

　

前
山
先
生
に
は
県
内
所
蔵
家
各
位
の
絵

方
に
お
会
い
し
、
営
業
し
た
つ
も
り
。

　

も
ち
ろ
ん
、
や
な
せ
先
生
の
歌
の
披
露

も
あ
っ
た
。

　

先
生
の
地
元
、
四
国
の
当
時
の
高
知
県

香
北
町
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

建
設
さ
れ
、
そ
れ
を
町
に
寄
贈
さ
れ
て
い

た
。
平
成
八
年
に
オ
ー
プ
ン
、
す
る
と
開
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館
に
、
ご
支
援
、
ご
声
援
い
た
だ
け
ば
幸

い
で
あ
る
。

【
み
ぞ
し
た
ま
さ
み
／
地
域
史
研
究
家
、

球
磨
郡
湯
前
町
】

　

以
上
、「
美
術
館
設
立
の
頃
」
ま
で
を

書
く
予
定
だ
っ
た
が
、
開
館
後
ま
で
、
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

色
々
な
方
々
に
非
礼
を
お
詫
び
し
な
が

ら
、
一
時
、
本
稿
は
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
今
後
と
も
、
湯
前
ま
ん
が
美
術

の
借
用
に
も
同
道
頂
い
た
。
ま
た
、
何
と
、

有
志
の
方
々
と
恒
松
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
人
吉
市
内
で
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ

た
し
は
展
覧
会
よ
り
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

夢
中
に
な
り
か
け
て
し
ま
っ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。

死
ん
じ
ゃ
っ
た
っ
て
」
と
言
う
。「
セ
ッ
ク
ス
中
の
祖
父
の
死
」
は
、

そ
れ
か
ら
、
嫌
に
な
る
ほ
ど
に
、
く
り
か
え
し
登
場
し
、
そ
こ
に

な
に
か
意
味
が
あ
る
の
か
と
疑
問
を
も
た
せ
る
。
セ
ッ
ク
ス
と
関

連
さ
せ
て
本
作
を
記
憶
す
る
観
客
も
で
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
喫
煙
シ
ー
ン
も
多
い
。
清
二
を
は
じ
め

と
す
る
男
た
ち
で
は
な
く
、
吉
子
を
は
じ
め
と
す
る
若
い
女
た
ち

　

男
女
の
セ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ン
か
ら
物
語
は
始
ま
っ
た
。
セ
ッ
ク
ス

中
に
電
話
が
鳴
っ
て
若
い
女
（
吉
子
）
は
祖
父
の
訃
報
を
知
る
。

吉
子
は
祖
父
の
死
を
父
（
清
二
）
に
伝
え
る
の
だ
が
、
清
二
は
す

ぐ
近
く
の
庭
先
に
い
る
の
だ
っ
た
。
吉
子
は
父
親
が
す
ぐ
近
く
に

い
る
場
所
で
昼
間
に
セ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
の
だ
。
計
算
し
て
い
な
い

が
、
上
映
開
始
か
ら
１
分
前
後
で
、
吉
子
は
「　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

映
画
観
想
記

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
死
ん
じ
ゃ
っ
た
っ
て
。」

久  

馬    

俊

テ
ク
ス
ト
的
に
は
、
生
殖
的
セ
ッ
ク
ス
以
上
に
無
理
な
理
解
だ
。

祖
父
の
死
に
対
し
て
反
道
徳
的
な
シ
ー
ン
を
設
定
し
て
「
死
」
の

一
回
性
・
尊
厳
性
を
鮮
明
に
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
シ
ー
ン
も
多
く
、
吉
子
は
祖
父

の
死
の
と
き
の
セ
ッ
ク
ス
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
（
自
己
嫌
悪
に
陥
っ

た
）
が
、
そ
れ
を
道
徳
的
・
倫
理
的
に
考
え
、
さ
ら
に
本
作
の
テ
ー

マ
で
あ
る
と
み
る
べ
き
必
然
性
・
必
要
性
は
な
い
。
作
品
を
記
憶

す
る
と
き
の
、
記
憶
を
喚
起
す
る
と
き
の
措
置
と
し
て
セ
ッ
ク
ス

と
喫
煙
が
動
員
さ
れ
て
い
る
と
み
れ
ば
十
分
だ
ろ
う
。

　

キ
ャ
ス
ト
的
に
は
吉
子
が
主
人
公
で
、
登
場
シ
ー
ン
も

多
く
彼
女
に
焦
点
が
集
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
物
語
の
中

核
は
吉
子
の
祖
父
で
あ
ろ
う
。
祖
父
の
妻
・
ハ
ル
（
吉
子

か
ら
み
れ
ば
、
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
）、
子
（
吉
子
か
ら
み
れ

ば
父
の
清
二
、
伯
父
の
昭
雄
、
叔
母
の
薫
）、
孫
（
吉
子

本
人
と
弟
や
イ
ト
コ
た
ち
）
は
、
祖
父
を
軸
に
、
役
割

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ル
は
認
知
症
に
罹
患
し
て
い
る

が
、
ハ
ル
に
と
っ
て
夫
の
死
は
な
に
を
意
味
す
る
の
か
。

そ
の
子
は
ど
う
か
。
孫
は
ど
う
か
。
吉
子
は
４
人
の
孫
の

一
人
に
す
ぎ
ず
特
別
な
存
在
で
は
な
い
。
孫
の
視
点
か
ら

の
喫
煙
シ
ー
ン
が
意
図
的
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
セ
ッ
ク

ス
と
喫
煙
か
。
深
く
考
え
る
必
要
は
な
い
が
、
気
に
な
る
人
も
い

る
だ
ろ
う
。
人
の
死
は
人
の
誕
生
と
連
動
し
て
い
る
の
で
、
祖
父

の
死
を
セ
ッ
ク
ス
（
生
殖
行
為
）
に
関
係
づ
け
る
人
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
も
い
い
の
だ
が
、
生
殖
と
関

連
し
な
い
「
快
楽
的
行
為
」
と
し
て
の
セ
ッ
ク
ス
が
現
在
で
は
支

配
的
で
、
両
者
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
。
喫
煙
を
有
害
と
み
、

そ
れ
を
死
に
む
す
び
つ
け
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
コ
ン監督：森ガキ侑大

主演：岸井ゆきの（春野吉子役）
脚本：山崎佐保子
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が
い
だ
け
で
な
く
時
代
の
変
化
も
示
す
。
昭
雄
は
古
典
的
な
意
味

で
の
工
場
労
働
者
的
に
行
動
し
、
清
二
は
ホ
ワ
イ
ト
労
働
者
的

で
、
薫
は
最
先
端
労
働
者
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
の
死
に
直
面

し
て
の
行
動
は
末
子
の
薫
が
「
古
典
的
な
子
」
で
、
次
男
・
清
二
、

長
男
・
昭
雄
に
な
っ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
「
子
的
」で
な
く
な
る
。

昭
雄
世
代
の
「
通
念
」
か
ら
み
る
と
、
昭
雄
の
元
妻
・
ふ
み
江
、

清
二
の
妻
・
京
子
の
行
動
が
自
然
に
み
え
る
だ
ろ
う
。
男
は
だ
ら

し
な
く
、
女
は
ノ
ー
マ
ル
に
行
動
す
る
と
い
う
二
分
法
が
採
用
さ

れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
祖
母
ハ
ル
と
の
同
居
が
最
初

か
ら
問
題
に
な
ら
ず
、
施
設
入
所
が
当
然
視
さ
れ
て
い
る
点
に
も

注
意
し
た
い
。

 

本
作
を
み
て
、
伊
丹
十
三
「
お
葬
式
」（
１
９
８
４
年
11
月
17

日
公
開
）
を
思
い
出
す
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
同
作
で
伊
丹

は
セ
ッ
ク
ス
と
笑
い
を
作
品
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
作

に
も
両
者
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
人
の
死
を
か
た
る
と
き
、

セ
ッ
ク
ス
と
笑
い
は
不
可
欠
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

【
き
ゅ
う
ま
・
す
ぐ
る
／
八
代
市
】

親
、
祖
母
、
祖
父
を
み
る
こ
と
も
、
子
の
視
点
か
ら
父
親
、
母
親
、

子
を
み
る
こ
と
も
、
い
ず
れ
も
可
能
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

本
作
を
み
て
い
い
。「
祖
父
」
の
死
は
ハ
ル
に
は
配
偶
者
の
死
に
な

り
、
昭
雄
、
清
二
、
薫
に
と
っ
て
は
父
の
死
で
、
吉
子
た
ち
４
人

の
孫
に
は
祖
父
の
死
で
立
つ
位
置
が
そ
も
そ
も
違
う
。
細
か
く
い

え
ば
、
昭
雄
の
元
妻
（
ふ
み
江
）、
清
二
の
妻
（
京
子
）
か
ら
の

視
点
も
あ
る
、
配
偶
者
の
死
の
と
き
に
認
知
症
に
な
っ
て
い
た
ら

嫌
だ
ろ
う
な
と
い
っ
た
感
想
を
も
つ
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

昭
雄
・
清
二
の
世
代
は
他
人
事
で
は
な
い
と
考
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
観
客
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
本
作
を
観
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ

で
よ
い
。

　

本
作
は
三
世
代
同
居
的
な
大
家
族
制
は
射
程
に
入
っ
て
い
な

い
。
そ
の
崩
壊
が
前
提
で
、
子
の
世
代
の
家
族
つ
ま
り
核
家
族
を

土
台
に
し
た
う
え
で
、
昭
雄
は
離
婚
し
、
清
二
は
失
業
を
隠
し
、

薫
は
未
婚
と
い
う
状
況
に
舞
台
ま
わ
し
は
設
定
し
て
あ
る
。
し
か

し
、
職
業
に
注
目
す
る
と
農
業
労
働
（
祖
父
母
の
世
界
）、
工
場

労
働
（
昭
雄
の
世
界
）、
事
務
労
働
（
清
二
の
世
界
）、
ハ
イ
キ
ャ

リ
ア
労
働
（
薫
の
世
界
）
に
な
っ
て
い
て
時
代
の
変
化
を
巧
み
に

作
品
に
流
し
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
は
社
会
構
造
の
ち

https://www.facebook.com/groups/1805562046390300/

永田満徳選評・向瀬美音訳

このコーナーは、「二行書きに
よる〈切れ〉と〈取り合わせ〉
を取り入れた Haiku」を提案し
ている『俳句大学』facebook
ページからの転載です。

【ながた・みつのり／俳人協会会員、熊本市】

俳句大学
Haiku University

今月の秀句
Selected Haiku of this Month

Haiku Column ❾

Nadine Leon

●
fleurs de topinambour
sous terre la mémoire de la guerre
【Commentaire de Mitsunori NAGATA】
Aux endroits où il y a eu des batailles 
historiques pendant les guerres, le sang a 
coulé, on y cultive maintenant les fleurs de 
topinambour.  Réflexion pénétrante.

ナディン　レオン
●
菊芋の花
土の下には戦争の歴史
〔永田満徳評〕
かつては血を血で争う戦地
であり、戦争の歴史が埋も
れているところに食用の菊
芋が栽培されているという
認識は鋭い。

Danièle Duteil
●
réunion de travail
la porte baille
【Commentaire de Mitsunori NAGATA】
Là où l’on discute d’une accumulation de 
problèmes liés au travail, on pense que cela 
peut durer longtemps. L’atmosphère stérile 
et ennuyeuse est personnifiée par la porte 
qui baille. C’est très intéressant.

ダニエル　ドウトイユ
●
労働集会
ドアはあくびをする
〔永田満徳評〕
課題山積の労働問題を話し
合う集会。延 と々続くかに見
える、その不毛で退屈な様
を「ドア」で擬人化したとこ
ろが面白い。

Anne-Marie Joubert-Gaillard
●
Roman
Le rythme de son coeur ralentit
【Commentaire de Mitsunori NAGATA】
Le cours du temps  passe tranquillement  
quand on lit un Roman, elle a senti le 
rythme du cœur qui ralentit, on éprouve 
parfaitement de la sympathie pour elle.

アンヌ　ジュベールガヤール
●
長編小説
彼の心臓のリズムはゆっくり 
〔永田満徳評〕
長編小説を心ゆくまで読み
耽っている時の、ゆったりと
した時間の流れを心臓の刻
むリズムに感じたところは共
感できる。
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問４、写真をみて問い答えよ。
　①祭り名を答えよ

答（　　　　　　　）

　②ダムの名前を答えよ

答（　　　　　　　）

　③観音像の名前を答えよ

答（　　　　　　　）
※答え合わせは次号でおこないます。前回の答え合わせは87 頁で。
★全問正解者には抽選で弊社の書籍をプレゼントします。ハガキ又は封書で弊社ま

で解答をお送りください。

問１　球磨川の瀬の名前を書け。（例：二股の瀬）

①（　　　　　　）

②（　　　　　　）

③（　　　　　　）

④（　　　　　　）

⑤（　　　　　　）

⑥（　　　　　　）

⑦（　　　　　　）

⑧（　　　　　　）

⑨（　　　　　　）

⑩（　　　　　　）

問２　球磨川流域の古墳名を書け。（例：亀塚古墳）

①（　　　　　　　　）

②（　　　　　　　　）

③（　　　　　　　　）

④（　　　　　　　　）

⑤（　　　　　　　　）

問３、 自治体の鳥の名前を書け。（例：五木村（メジロ））

①水上村（　　　　　）

②多良木町（　　　　）

③錦町　（　　　　　）

④山江村（　　　　　）

⑤相良村（　　　　　）

⑥人吉市（　　　　　）

⑦球磨村（　　　　　）

⑧芦北町（　　　　　）

⑨八代市（　　　　　）

⑩あさぎり町（　　　）

くまがわ学習塾　⓫
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村 

上 

鬼 

拳

二
人
は
若
い　

エ
ラ
ー
も
有
っ
て
当
た
り
前

二
人
は
若
い　

逆
境
だ
っ
て
跳
ね
返
す

雨
の
音　

ま
た
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま
り
そ
う

雨
の
音　

明
日
は
本
が
お
守
り
し
ゅ
う

や
か
ま
し
さ　

僕
ば
こ
う
て
の
嬌
声
か

よ
か
な
ぁ　

茶
飲
み
相
手
の
見
つ
か
っ
て

落
第
か
も　

弟
が
さ
ぞ
威
張
る
ど
う

荒
れ
模
様　

社
内
イ
避
雷
針
の
要
る

う
ー
ん　

と
て
も
贋
作
て
に
ゃ
見
え
ん

お
触
る
な　

鮮
度
の
落
ち
て
嫁
ら
れ
ん

【
む
ら
か
み
・
き
け
ん
／
人
吉
市
】

問４、写真をみて問い答えよ。
　①行事名を答えよ　　答（　七夕綱　）

　②古墳名を答えよ　　答（　大村横穴古墳群　）

③施設名を答えよ　　答（　安養寺　）

　1916 年（大正 5 年）5 月 27 日前後に下林繁
夫が発見した。当時、下林は30歳。人吉駅のプラッ
トホームにたち、北側の台地をみて「横穴のごたる」
と感じて、急いで目的地に向かい横穴古墳群をみ
つけた。下林の発見は同年 5 月 30 日付九州日日
新聞に掲載された。その日、人吉の旅館に角田政治は泊まっていて、その
記事をみて、直ぐに人吉駅裏に向かい不思議な文様を発見した。角田の
発見は同年６月１日付九州日日新聞に掲載された。現在、整備されている
が、以前は、藪と草でおおわれた荒地だったようである。当時、角田は45歳。
６月１日付の記事で、角田は同発見を球磨にも大和民族が居住していたこ
とを説明する大発見と書いている。木崎康弘『肥後と球磨　その原史世界
に魅せられし人々』（人吉中央出版社）457 頁以下参照。

　森山学「安養寺をあるく」本誌 18 号 32 頁
以下参照

　亀田英雄「木々子の七夕綱」本誌第６号 14 頁、
坂本桃子「それぞれの想い、それぞれの七夕綱」
本誌 18 号４頁以下参照。後者は、①八代坂本
町木々子地区、芦北町祝坂地区、下白木地区の
七夕綱を比較分析している点、②七夕綱の由来に
ついて概括的説明を加えている点、③国の制度と
しての「無形文化財指定」を住民の視点で捉え直している点で画期的論考
である。★今年は「七夕綱」の当日に台風襲来という状況があった。祝坂
地区、下白木が台風にどのような対応したかについては坂本論考を是非読
んでいただきたい。木々子地区はどう対応したか。同地区は対外的に延期
の措置をとると同時に地区自体では例年通りに七夕綱を張った。俗的にい
えば、伝統を維持しつつ、「見せ物」としての七夕綱も実施したのである。
木々子地区は外部の人が七夕綱に関心を寄せることを歓迎し、８月６日以
外にも、外部の人と一緒に綱をつくり、それも飾る。すべてを伝統的な場所・
中谷川に飾れないので、八代博物館、坂本駅、八代駅、坂本町の温泉セ
ンター〈クレオン〉でも飾っている。
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⑤マルクス『資本論』は大政奉還より先に刊行された。○

⑥西郷隆盛は、西南戦争のとき、球磨川を利用して八代にむかった。○
⑦横井小楠は学校党の代表者である。×

⑧漱石の妻・鏡子は日奈久温泉に行ったことがある。○
⑨悟真寺（八代市）には河童伝説がある。○

⑩料理研究家・故江上トミはカレーライスを食べたことがない。×

　資本論第１巻初版の発行は 1867 年 9 月 14 日、慶喜の大政奉還は同
年 11 月９日である。日本で封建制の崩壊がはじまりかけていたとき、西欧
では資本主義の矛盾・限界を自覚する動きがはじまっていた。資本論の日
本への導入・普及史は重要な課題であるが、ここでは省略せざるをえない。
ついでながら漱石も英語版資本論を購入している。独力したかは不明であ
る。否定説が有力である。

　学校党でなく、実学党の代表者である。

　光永了円「河童の供養」本誌第６号 22 頁、森山学「悟真寺御霊殿を歩く」
本誌 15 号 36 頁参照。江上敏勝『ふるさと百話　総集編』（八代青年会
議所　1983 年）によれば、次のような伝承が残っている。悟真寺の開山
大原孚芳和尚が、ある夜、厠で用をたしていると、いやな感じの手が伸び
てきて和尚の尻に触った。和尚はその手を折り取って、よくよく見ると河童
の手であった。翌日から、毎晩、片腕のない美女が和尚のところへやって
きて右手を返してくれと泣いて頼んだ。美人だし、哀れでもあるので、和尚
は近くの川で遊ぶ子どもや紙漉きの仕事をする人を殺めてはならない、こ
の約束を守れば５月５日にお前の好きな物を川（中宮川）に流してやろう
と伝え、片腕を返した。以降、水難事故は起きていない、というものである。
片腕喪失の物語であるから、系譜的には、菅原道真に由来する河童伝説に
属する。

　故江上トミ（芦北町出身）は、テレビ番組で、カレーを家庭料理として紹介
したことで有名。江上の弟・藤崎彌熊は妻ツネを同行しイギリスに留学した（昭
和３年）が、そのとき、ツネはカレーのレシピをイギリスから持ち帰り、江上
トミはツネのレシピを参考にしてカレーを普及させたのであった。ツネのレシ
ピは現存していて、そのレシピ通りにつくったカレーを赤松館に隣接する「カ
フェ米蔵」で限定販売している。レシピは小さな字でノートに詳細に書いてあ
る。夏に当該カレーをいただいたが玉ねぎの甘みを活かした美味しいカレー
であった。「カフェ米蔵」は藤崎家の旧米蔵内にあるが、米蔵は以前は別の場
所にあった。「カフェ米蔵」は毎日開店しているわけでなく、ツネのカレーをい
つも提供しているわけではないので、ツネのカレーを味合うためには事前に調
べておく必要がある。ついでながら、カレーを日本に最初に紹介したのは福沢
諭吉だが、彼自身はカレーを食したことはない。

問１　球磨川流域にある高校名をあげよ。（例：八代高校）
① 八代東高校
② 八代工業高校
③ 八代清流高校
④ 白百合学園高校
⑤ 秀学館高校
⑥ 人吉高校
⑦ 球磨工業高校
⑧ 球磨中央高校
⑨ 多良木高校
⑩ 南稜高校

問２　球磨川本流にかけられている橋の名前をあげよ。（例：水ノ手橋）
① 大野大橋
② 萩原橋
③ 西部大橋
④ 鎌瀬橋
⑤ 人吉橋

問３、 ○か×で答えよ。
（例：小山勝清は錦町出身である。　×　★正解は「相良村出身」）

①重盤岩眼鏡橋は芦北町にある。×

②瀬戸石ダムは芦北町と球磨村の両者にある。○
③エンブリー夫妻は帰国後に離婚した×

④日本考古学の父・濱田耕作は人吉にきたことがある。○

前号【くまがわ学習塾⑩の答え】

　「津奈木町」にある。本誌 11 号 7 頁以下参照。

　離婚したわけではない。ジョンの事故死（1950 年 12 月 22 日）によっ
てエラは未亡人になった。ジョンの事故死から 5 年後の 1955 年、フレデッ
ク・ウイズウエルとエラは再婚した。本誌 15 号 2 頁以下参照。

　木﨑康弘著『肥後と球磨　その原史世界に魅せられし人々』（人吉中央
出版社）475 頁以下参照。濱田は有名な「タジタジ事件」の主人公である。
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来
年
は
、
明
治
改
元
か
ら
１
５
０
年

目
に
当
た
る
た
め
、
政
府
や
地
方
自
治
体

で
は
「
明
治
１
５
０
年
」
を
謳
っ
た
イ
ベ

ン
ト
が
数
多
く
準
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
地
方
自
治
体
で
は
、
明
治

維
新
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
観
光
客
誘
致
に
最
大
限
活
用
す
る
と
い
っ

た
「
地
方
創
生
」
戦
略
の
一
環
と
い
う
面
を
打
ち
出
す
で
あ
ろ
う
。
★

本
誌
も
こ
れ
に
あ
や
か
り
、
流
域
で
の
資
本
主
義
社
会
へ
の
移
行
の
一

端
を
坂
本
の
製
紙
工
場
の
歴
史
か
ら
探
る
企
画
を
立
て
た
（
12
頁
）。

★
最
近
は
取
材
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
前
号
で
も
お
伝
え
し

た
「
さ
か
も
と
国
際
児
童
画
展
」
開
幕
の
様
子
も
取
材
し
た（
３
頁
）。

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
会
う
た
め
に
是
非
、
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。
★
そ
の
坂
本
で
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
児
童
画
展

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
中
に
突
然
、
消
防
車
・
救
急
車
の

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
た
。
こ
の
時
は
不
吉
な
予
感
が
し
た
が
、
幸
い

被
害
は
小
さ
か
っ
た
よ
う
で
一
安
心
。
そ
の
肥
薩
線
の
踏
切
事
故
の
様

子
も
急
き
ょ
掲
載
し
た
の
で
ご
一
読
を
。（
ま
）

　
編
集
後
記

〒
８
６
８
─
０
０
１
５

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
１
４
３
６
︱
４
の
３
号

人
吉
中
央
出
版
社
「
く
ま
が
わ
春
秋
」
編
集
部

info@
hitoyoshi.co.jp

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
９
６
６
・
23
・
３
７
５
９

　イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

開
催
中

▽
「
さ
か
も
と
国
際
児
童
画
展
」（
〜
19
日
、
八
代
市
坂
本
町
７
施
設
）

11
月
18
日
（
土
）

▽
人
吉
市
東
西
コ
ミ
セ
ン
短
期
講
座
「
歴
史
探
訪
」（
同
コ
ミ
セ
ン
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
）

▽
宮
園
大
イ
チ
ョ
ウ
祭
り
（
五
木
村
宮
園
）

11
月
19
日
（
日
）

▽
人
吉
球
磨
「
バ
ル
ウ
イ
ー
ク
」（
〜
26
日
、
人
吉
球
磨
の
飲
食
店
）

▽
や
ま
え
産
業
振
興
ま
つ
り
（
山
江
村
役
場
前
広
場
）

11
月
22
日
（
水
）

▽
八
代
妙
見
祭
（
〜
23
日
、
妙
見
宮
及
び
市
内
一
円
）

11
月
23
日
（
木
・
勤
労
感
謝
の
日
）

▽
第
71
回
犬
童
球
渓
音
楽
祭
「
音
楽
の
ひ
ろ
ば
」（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

11
月
24
日
（
金
）

▽
人
吉
労
音
例
会
「
水
谷
川
優
子
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
」（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
）

11
月
26
日
（
日
）

▽
第
15
回
あ
さ
ぎ
り
町
内
一
周
駅
伝
大
会
（
免
田
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
）

▽
第
12
回
合
唱
祭
く
ま
が
わ
（
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
）

11
月
29
日
（
水
）

▽
求
麻
郷
土
研
究
会
11
月
例
会
「
第
38
回
庚
申
祭
」（
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
遍
照
寺
）

11
月
30
日
（
木
）

▽
ひ
と
よ
し
・
く
ま
市
民
劇
場
例
会「
俳
優
座『
十
二
人
の
怒
れ
る
男
た
ち
』」（
人

吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

12
月
３
日
（
日
）

▽
第
50
回
人
吉
市
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会
（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）


